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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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intro　─妹の唇と世界平和─









「──な、なんでっ!?　全然意味わかんないし！　断然理解できないし！　完全納得いかないし！」




　ええと、僕は、どこで、なにを、どう間違ってしまったんだろう？

「なんでっ？　なんでわたしの提案を断るわけっ!?」

　夕焼けの茜あかね色いろに染まったカンタトリス記念コロッセオの上空に少女の声が響いた。

　まるでアイドルのような美少女が──と言うか正真正銘、世界的に大人気なアイドルなんだけど、そんな美少女が僕のことをキッと睨にらみつけている。

　ネコ科を思わせる瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせ、ぷっくりと柔らかそうな形の良いピンク色の唇を真一文字に結んで。

　きめ細かなツヤツヤとした白い肌は興奮で朱しゆ色いろに染まっていた。

　つまり、姫ひめ咲さき明あ日す香か──僕の妹はわかりやすく怒っていた。

「おい、兄」

　地獄の底から響くような低くドスの利いた声をかけられる。妹が僕のことを兄と呼び捨てる時は最上級に機嫌が悪い時だ。僕の背筋は思わずピンと伸びる。条件反射だ。

「な、なんだよ？」

「兄はさ、奪ったよね？　妹の唇、奪ったよね？」

　ダンッ、と不機嫌そうに大きく足を踏み鳴らして、明あ日す香かが一歩僕に近づいた。その勢いで二つに括くくった栗くり色いろの髪がフワっと踊る。

　僕と明日香の間にある距離は僅わずか15cmほど。もう一歩近づけばキス出来てしまう様なそんな距離。

　ふんわりと漂う甘くて少し汗の混じった明日香の匂においが僕の鼻び腔こうを刺激した。妹とは言え超絶美少女。至近距離での超絶美少女。思わずドキドキしてしまう。

「なのに、キスしたくせに、なんでなのよ？　そんな答え、わたしは求めてないっ！」

「だから、それはさっきも言ったとおり仕方なかったんだって。あのキスは世界を救うために必要だったわけで──」

「うっさい黙れ！　世界とかどうでもいい！　責任取れー！　キスした責任取れー！」

「いや、責任取れって言われてもさ！」

　僕には僕の都合があるわけで、やっぱり明日香の提案を吞むことは出来ないのだ。これは事実として譲ることは出来無い。

「むぅぅぅぅ～～～～～～」

　そんな、睨にらまれても。

「うぅぅぅぅ～～～～～～」

　唸うなられても。

「むむむむむ～～～～～～」

　地団駄踏まれても。

「な、なんでよ？　兄さんは楽しくなかったの？　わたしと一緒にヤッて気持ちよくなかったの？　ドキドキしなかったの？」

「いや、楽しかったよ」

　その気持ちに間違いはない。あそこまで誰だれかと心がひとつになれたって実感できたのは初めてだったし、正直言ってものすごく気持ちよかった。

「わ、わたしは、その……さ、最高に気持ちよかったよ？　今まではずっとひとりでヤッてたけど、でもふたりで一緒にするとこんなにもスゴイんだって、チョー気持ちイイんだって──ビックリしたもん。た、多分、相手が兄さんだからってのも大きいんだと思うけど？」

　頰ほおに手を当てながら、少しだけ甘えるように明日香が上目遣いで僕を見る。世界中の男子を虜とりこにする大きな瞳ひとみが少し潤んでキラキラと輝いていた。

「だから、わたしはこれからもずっと兄さんと一緒にヤっていきたいって思った。兄さんとまたひとつになりたいって。それにわたしのパートナーになるってことは日本の宝石歌姫ビジユカンタトリスのパートナーになれるってことなんだよ？　すごく名誉なことなんだよ？　大出世だよ？」

　畳み掛けるように言う明あ日す香かの表情から必死さが伝わってくる。それだけ、僕にパートナーになって欲しいってことなんだろうけど。でも──

「僕は明日香のモノにはなれないよ。ごめん」

　まっすぐにそう伝えると、明日香はぎゅっと下唇を嚙かみ締めた。肩は大きくブルブルと震え、拳こぶしは固く握り締められる。

　その大きな瞳ひとみには涙が浮かんでいた。ぐすんと鼻をすする。

　うぅ……。さすがにそんな顔をされてしまうと心が痛むというか、いたたまれない気持ちになるなあ。

　まさか僕にその提案を断られるなんて、心の底から思わなかったんだろうな。

　僕だって、出来ることなら可愛かわいい妹の望みは叶かなえてあげたい。けど、今回はやっぱり無理なんだ。

　罪悪感と緊張感からお腹なかがきゅーっとなる。胸のあたりがずきずきと痛む。僕は思わず朱しゆ色いろに染まる空を見上げて小さく息を吐き出した。

　ついさっきまで行われていた『戦争』といい、妹とのこの修羅場といい、ほんとどうしてしまったんだろう、僕の人生は。

　──いつなんどきでも平凡であれ。












　それが僕──神かん凪なぎタケルの人生におけるスローガンだったはずなのに。

　あまりにも有名すぎる母から生まれ、あまりにも有能すぎる妹を持ったこと以外は平々凡々な人間であるこの僕が、ここ最近はホントに波乱続きだ。

　まあ、なんの因果か気まぐれか、国際特別技能職種である『歌姫カンタトリス』のパートナー──『奏士トルヴエール』候補に選ばれてしまった時点で運命の歯車がおかしな方向に回り始めたんだとは思うけど。




　けど、僕の人生が本格的に、決定的に、徹底的におかしくなったのは、やっぱり一週間前のあの日からなんだろうなあ──






１章　─歌う乙女と魔法使い─









　突然だけど、魔法使いの話をしようかと思う。

　そう、ファンタジーものの漫画とかゲームとかに、ある意味花形的存在として必ず登場するあの魔法使いのことだ。

　そんな魔法使いが、この科学全盛の二十一世紀に鮮烈にデビューしたのは今から十年ほど前のことだった。

　なんてことを言うと、それこそ十年前の人だったら「おいおい、なに言ってるんだよ？　空想と現実の区別をつけろって。条例で規制されんぞ？」とか思うだろう。実際、僕だってそう思っただろうし。

　けど、突如としてこの現実世界に魔法使いが登場したのは紛れもなく事実なのだ。

　例えば荒れ狂う灼しやく熱ねつの炎を呼び出し、例えば天より轟とどろく雷を自在に操り、例えば凍いてつく吹雪を巻き起こす。

　もっとわかりやすく言えば、メラ○ーマとかサン○ガとかかめ○め波とかが使えちゃう。いや、かめ○め波はちょっと違うか。あれは武術だし。

　まあ、それはさておき。今まで空想や創作の世界にしか存在しなかった魔法という神秘の概念が、十年ほど前に突如としてこの現実へ侵食してきたのだ。

　その事実に大人たちは仰天し、子供たちは喜び、子供心を捨てきれなかった一部の大人が一番喜び盛大にはしゃいだ。

　世界で初めて公の場で魔法が使われた（全世界に一斉テレビ中継された）その瞬間は、世界中がハチの巣をつついたような大騒ぎとなり、それを機に各国がわれ先にと魔法の原理や仕組みを解析すべく実験、研究を始めた。

　特に科学者連中はその非科学的な現象を科学的に解明するために躍起になって研究を進めたらしい。

　その甲か斐いあって、今では『魔法学』はひとつの学問として定着するほど世の中に浸透している。今となっては魔法の存在を否定する人間なんて世界中探してもひとりもいないだろう。

　たった十年で世界は『科学の世界』から『科学と魔法の世界』へと様変わりしてしまったわけだ。

　改めて考えるとすごいよな。たった十年で世界のあり方がガラッと変わってしまったんだから。まさにパラダイムシフト。けど、それはなんとも素敵な変へん貌ぼうだった。

　いつまで経たっても回復の兆しも見えない世界的な不景気。そんな世の中に対して夢のある未来を見いだせなくなってしまった大衆。大人たちは疲れ、子供たちは諦あきらめていた、どこか重苦しく停滞していた世界が一気に活性化したのだ。

　そりゃそうだろう？　突然、自分にも魔法が使えるかもしれない！　なんて状況になったら、誰だれだってワクワクするだろ？　これからどんな面白いことが始まるんだろうって期待しちゃうだろ？

　もしかしたら俺おれ、ヒーローになれちゃうかも、とか妄想だってするさ。俺の秘められた才能がついに開花した！　みたいな。

　けど、残念なことに（当然と言えば当然なんだけど）、誰もがみんな魔法を使えるようになったわけじゃなかった。

　魔法使いなんて特殊な存在には、やっぱり選ばれた人間──つまり特別な才能をもった人間しかなれないわけで。

　だから、今では魔法使い（なんと国家公務員という位置づけである）は、子供たちの将来なりたい職業ランキングで常にトップ３にランクインするような憧あこがれの職業になっている。

　もともと夢の溢あふれる存在である上に、魔法の発動方法が創作物のそれと違っていたのも、子供たちが憧れる要因のひとつだろう。

　普通、魔法って言ったら杖とかを構えて、呪文を唱えて、みたいなものを想像すると思う。頭からローブを羽織って見た目は地味な感じで。

　けど、実際の魔法の発動方法はもっと身近で賑やかで華のあるものだった。

　なんと、魔法は『歌』によって発動するのだ。だから、この世界において魔法使いは『歌姫カンタトリス』と呼ばれている。




「あ、あのっ、タケルさんっ！」

　で、彼女。僕の目の前で白いワンピース型のステージ衣装に身を包み頰ほおを朱しゆ色いろに染め、全身をもじもじさせている少女がずばり魔法使い──歌姫だ。

　正確には歌姫研修生イミテーシヨン。私立カンタトリス音楽院歌姫学科の一年生で名前は山やまの辺べ花か穂ほ。僕のパートナーである。

　肩口で切り揃そろえたほわほわと柔らかそうな髪に、お餅もちのように白くてこれまた柔らかそうな肌。やや垂れていて愛あい嬌きようがある瞳ひとみが僕の顔を覗のぞき込んでいた。

「そ、そのっ、ちゅ、調律チユーニングをしても……よ、よろしいですかっ！　その、大切な儀式ですのでっ！」

「う、うん、頼む」

　カチンコチンの花穂の声に僕もカチンコチンな声で応こたえた。

「で、ではっ、失礼しますっ！」

　ガチガチになりながら花穂は目をつぶると、ロボットのようなぎこちない動きでつま先立ちになって、そっとその顔を近づけてくる。

　その名前の通りのどこか花の香りを連想させる甘い匂においが立ちのぼり、僕はクラクラしてしまう。

　この瞬間は何度経験してもやっぱり緊張してしまう。いや、だってさ──

「……んっ」

　女の子とキスをするんだぞ？

「──ちゅっ」

　花穂の柔らかな唇が僕の唇に重なって、そこから全身に温かな感覚がじんわりと広がっていく。僕の身体の中が花穂という温かな液体で満たされていくような、そんな感覚だ。

　この行為は簡単にいえば『歌姫』の神経を、その楽器パートナーである『奏士トルヴエール』──つまり僕のことだけど──と同調シンクロさせるための行為であって、単に魔法的な儀式にすぎないのでこんなドキドキするようなことでもないし、別にそこに特別な意味があるわけでもない。

　花穂だって儀式だからキスしているのであって、僕に特別な感情なんて持っていないはずだ。さっきもわざわざ儀式なのでって断り入れてたくらいだし。

　そんなことは当然わかっているんだけど、だからって全く意識しないでいられるわけなんてないだろ？　なんせこっちは思春期真まっ只ただ中なかの男の子なんだから。

「……んふぁ」

　しっとりとした潤いと甘い香り、そして色っぽい吐息を残して花穂の唇が離れた。

「「…………」」

　ふたりして少しだけ無言になってしまう。甘いような緊張しているような、なんとも言えない微妙な空気感。

　花か穂ほは顔を真まっ赤かにして、俯うつむきながらも上目遣いでチラチラと僕の顔を覗のぞいてくる。

「──えへへ」

　そして唇に指先をあてて、ふんにゃりと笑った。それはきっと、ただの照れ隠しだろう。

　けど僕は「ああもう、こいつ可愛かわいいな！　このやろう！」とか思ってしまうわけで。

　実際、花穂はかなり可愛い。素朴で決して目立つタイプでは無いけど、顔を作り出すパーツはその実、非常に整っているし、全体的にほんわかとした雰囲気は動物的な愛らしさを滲にじませている。仕草のひとつひとつが妙に可愛らしく和むのだ。

　奏士トルヴエール研修生仲間からは「あんな可愛い子と調律チユーニング出来るなんて羨うらやましすぎるぞコノヤロー」とか言われたりするくらいだし。

　まあそんな花穂とキスをしたんだから当然のごとく僕の心臓は早鐘を打っているのだけど、恥ずかしいので、それを気取られないように冷静に報告してやる。

「ちゅ、ちゅ、調律、ぶ、ぶぶ、無事完了したぞ」

　って、めっちゃ嚙かんでるし！　冷静さの欠片かけらもないし！

「ど、どうも……」

　照れながら頷うなずく花穂。その仕草にまた僕の心臓が早鐘を打つ。

　って、気持ちをちゃんと切り替えないと。浮かれている場合じゃない！

　これから僕たちは、『来武ライブ』と呼ばれる、歌姫カンタトリスにとって最も大切な仕事である『戦争』をするのだから。












（あの、聞こえますか？　タケルさん）

（あぁ、ちゃんと聞こえるよ）

　脳内で響き渡った花か穂ほの声に、僕も脳内で返事する。

　原理はよくわからないけど──そもそも魔法の原理自体わかっていないので、これも魔法だと言われたらそれで納得する以外にないわけだけど──調律チユーニングを完了した歌姫カンタトリスと奏士トルヴエールは一時的に精神的な部分で接続されるのだ。

　その結果、こうして脳内で直接会話が出来るようになったりするのだから、魔法ってすげーなと改めて思ったり。

（気分はどうですか？　落ち着いてます？）

（ああ、大丈夫だよ。来武ライブにもだいぶ慣れてきたから最初の時のようなヘマはもうしないよ）

　花穂と脳内で会話をしながら、ぐるりと周囲を見回す。

　僕が立っているのは直径二十メートルほどの円形のステージで、その周囲を囲むようにぐるりとスタンド席が設置されている。

　カンタトリス音楽院野外演習場──最大で五千人ほどの観客を収容できるこの立派なイベントスペースが学校の施設だって言うんだから驚きだ。

　まあカンタトリス音楽院のその特異性、その意義を考えたら、この程度のことは当たり前なのかもしれないけど。

（今日こそは勝ちたいですよね。来武演習の授業も八回目ですし）

（そうだな。花穂の足を引っ張らないように頑張るよ）

（大丈夫ですよ。タケルさんの演奏は間違いなく私に力を与えてくれてますから。自信を持って演奏してください。一緒に初勝利を目指しましょう！）

　僕ににっこりと笑いかけた後、花穂は同じステージ上、十メートルほど離れた場所で対たい峙じする少女に視線を移した。

　ショートカットの髪の毛先はぴょこんと外側に跳ね、前髪を横に持ち上げてピンで留めている。何よりも目をひくのはその眩まばゆいばかりの真紅の色彩。少し日に焼けた肌の中で猛もう禽きん類るいのような鋭い瞳ひとみが爛らん々らんと輝いていた。

　アーシア・エレオノーラ。もちろん彼女も歌姫研修生イミテーシヨンのひとりで今日の来武演習の対戦相手だ。隣ではアーシアの奏士であるマイルズが不敵な笑みを浮かべていた。

『来武』──それはステージ上で行われる歌姫同士の魔法戦争。

　歌姫同士が魔法で戦って勝敗を決めるという、世界でもっとも注目を集めるバトルエンターテイメントショーだ。

　まあ、今からここで行われるのはあくまで演習なのだけど、それでも真剣勝負なのには変わりがない。

（アーシアちゃんは最初から全力で来ると思います）

（だな。あいつの性格的にはそれしか考えられない）

（なので、私は一曲目は防御に徹して、アーシアちゃんの反応を見ながら二曲目以降で反撃に移りたいと思ってます）

（了解。相性的にもその作戦が良いと思うよ）

（じゃあ、いきますよ。一曲目は『ゆらゆらメモリーズ』です！　今日もタケルさんの心の響きを私にくださいっ！）

（おうっ！）

『それでは、来武ライブ演習、開始っ！』

　審判のコールが響くと同時に花か穂ほとしっかり目をあわせて頷うなずき合い、僕は演奏を開始した。

　何度経験しても、この瞬間の高揚感は堪たまらないものがある。心の底から湧わき上がるような衝動。

　踵かかとが上下し自然にリズムをとり、右手のピックがギターの弦を弾はじいてクリーントーンを紡ぎ出す。

　空気の中を爽さわやかで透明な音色が泳ぐように広がっていく。やがて音が連なり、そこには確かな意志を持った旋律が現れた。

　それは、柔らかな春の日差しの下で深緑の息吹を感じさせるような、爽やかでポップな疾走感溢あふれるメロディ。

「～～～～～～～～～♪」

　その旋律にのせて、花穂の可愛かわいらしい歌声が空気を振動させた。

　少し鼻にかかった、ほんわりとした甘い歌声はポップなメロディによく似合う。

　歌いながらリズムに乗って、くるくる腕を回し、ぴょこぴょこ跳ねて、ぱたぱた走る。一生懸命さが全身から溢れ出る花穂の可愛らしい振り付け。

　時々、躓つまずいたり、動きがぎこちなかったりするのも愛あい嬌きようのひとつだ。そのたどたどしさが微笑ほほえましく見えて、むしろそこに魅力があるんだ！　なんて力強く主張するヤツも少なくない。僕もその意見には概おおむね同意だった。

　小さな身体を目一杯に使って、花穂は自分の世界を表現する。溢れ出すのはキラキラと輝く満面の笑み。お日様のように穏やかで温かな幸福感。

　花穂との合奏アンサンブルは素直に楽しい。僕は自然とその頰ほおが緩むのを感じていた。

（タケルさん、いい感じですよ。お腹なかの奥までタケルさんの音が響いてきますっ）

（花穂のほうもいい感じだよ。今日は調子良さそうだな）

（はい！　タケルさんのおかげで私、すごく気持ちよくなれちゃいますよっ）

　息の弾んだ声、紅潮した肌には健康的な汗が光る。そんな状態で、すごく気持ち良くなれちゃいますとか言われたら！

　ってイカンイカン、邪よこしまな考えが精神を接続している花穂に伝わってしまう。

　僕はぶるんぶるんと頭を振って妄想を弾はじき出だすと、演奏に集中する。

　そもそも歌姫カンタトリスが魔法を発動するための楽曲──言いかえれば呪文である『幻創曲レチタテイーヴオ』の譜面は非常に複雑なのだ。

　演奏することよりも歌姫の心象世界まほうを表現することを前提に曲がつくられる。

　だから、ただ演奏するだけでも相当に大変だ。さらに歌姫との呼吸をあわせながら、敵のことも気にしないといけないわけで。

　妄想なんてしている余裕はない。

（タケルさん、きますよっ！）

（ＯＫ、わかってる！）

　言われるまでもなく気付いている。アーシアの気配が変わったことに。

　その気配の変化にあわせる様に、マイルズのギターが歪んだ８エイトビートを刻む。

「さあ、準備万端、気力十分。いくよ～先輩っ。あたしのモノにならなかったこと、後悔させてあげるからっ！　愛情た～っぷりな灼しやく熱ねつの炎に焼かれちゃって♪」

　アーシアが叫んだ。

「愛情なんていりませんっ！　タケルさんは私のですっ！」

　花か穂ほも叫んだ。

　それが契機だった。マイルズのギターが甲かん高だかく哭なく。

　ギャィィィィ───ンッ!!　と空気を揺さぶるディストーションサウンド。内臓を圧おし潰つぶさんばかりの轟ごう音おん。

「──んくっ！！！！」

　相変わらずこの圧迫感は凄すごいな。その音圧でビリビリと肌が震えてる。

　マイルズがかき鳴らす攻撃的な爆音は津波のように押し寄せ、僕たちを飲み込もうとしていた。

　そして響くはアーシアの歌声。熱く激しく逞たくましく、溢あふれ出す激情をそのままに叩たたきつけたようなロックンロールは単純だからこそ鮮明。

「Ａｖｖｉｓｏ　ｑｕｅｓｔｏこの熱い想いに　ｐｅｎｓｏ　ｂｒｕｃｉａｒｅ　ｐｒｅｓｔｏ♪はやく気付いて！」

　汗を飛ばしシャウトするアーシアのまわりに現れたのは燃え盛る紅ぐ蓮れんの火球だ。その数はなんと九つ。

（へ？　九つ？）

　いやいやいや、それは初しよっ端ぱなから全開過ぎるだろう！

　火球は大きさで言えば大したことないけど、その一つ一つが榴弾砲の一撃にも匹敵する威力を持っていることを僕は身をもって知っている。

　アレをまともに食らったら、数日の間はその痛みでのた打ち回ることになるんだよな。それは出来る限り、というか絶対に避けたい。

「全力全開イッちゃうからね～！　覚悟は良いかな、おふたりさんっ！」

　アーシアは獲物を狙ねらう野性的な目つきで僕たちを睨にらみ、舌なめずりをする。確実に手加減をするつもりは無い表情だった。

「ＯＫ　ａｍｉａｍｏ！さあ、愛し合いましょう！」

　アーシアのシャウトと同時に炎の弾丸は発射された。

　熱風を纏まとい、大気を焦がし、尾を引いて──加速した九つの弾丸が僕ぼく達たちに迫ってくる。

　リズムにノッテ、ギターのウネリに踊るように、螺ら旋せん状じように火球が唸うなる。空気をチリチリと燃やすような熱気がこっちまで届いてくる。

（花か穂ほっ！）

（大丈夫です、タケルさん！　こっちも準備できました。そろそろニョキニョキいきますよ！）

　花穂が両手を広げ、まるで天に祈るかのようにサビを歌いあげる。生命の誕生を祝福するような温かな歌声が、マイルズのかき鳴らす轟ごう音おんを包み込むように広がっていく。

　瞬間、その声に呼応するように地中から花穂の幻想──全長七メートルほどの『巨大な深緑の蔦ジヤツクズ・ウイツプ』──が石のステージを突き破り飛び出した。

『ゆらゆらメモリーズ』──花穂の一曲目の幻創曲に込められた幻想は巨大な蔦つたの召喚。

　植物を召喚し自在に操る。基礎四大元素のひとつ、土属性。それが花穂の得意な魔法だ。

　対するアーシアは言わずもがな火属性。歌姫カンタトリスの属性によって魔法はこうも姿形を変える。

　蔦は、ずがんっ、と突き出した勢いそのままに下方から一つ目の火球を弾はじき飛とばした。そしてその身を大きくしならせると、鞭むちを振るうように、ひゅっ、と空気を切り裂き二つ目を蹴け散ちらす。

　ふたつの火球は熱風と閃せん光こうを残して爆発するように消滅した。

（タケルさん、テンポアップでっ！　残りも全部打ち落とします！）

（了解っ！）

　花穂の歌声のテンポがあがる。それに合わせて、僕も指板に走らせる指の速度をあげる。

　跳ねるように躍動的に。ピッキングもより速く、より正確に。花穂がもっと安心して気持ちよく歌えるように旋律を奏でる。

　マイルズの厚みを持って迫りくるような歪んだ音の障壁を、僕の奏でる小さく鋭く連続するクリーントーンのメロディが引き裂いていく。

　深緑の蔦はその旋律に身をゆだねるように舞い踊り、圧倒的な迫力をもって場を支配する。

　──三つ！　四つ！　五つ目っ！

　四方八方から唸りを上げて襲いかかる獄炎の弾丸を、深緑の蔦は弾はじき、切り裂き、破壊する。

　飛び散る炎の残ざん滓しと閃光。火球をひとつ弾くたびに背中に冷や汗が流れ落ちる。

　ったく、アーシアのやつ。演習なんだから少しは手加減しろっての。これの直撃は本当に痛いんだからな。

　そんな僕の思いとは裏腹に、

「やるね～、花穂、先輩。でも、次はいよいよサビだかんね。ますます激しくイッちゃうよ！」

　アーシアの表情がサディスティックな色に染まって、吠ほえるようにシャウトした。

「Ｃａｌｄｏ！熱くつ！　Ｃａｌｄｏ！熱くつ！　Ｃａｌｄｏ！熱くつ！」

　──ぐん、と火球が加速した。燃えさかる火炎はよりその苛か烈れつさを激化させた。

　歌声と共に進化するアーシアの幻想。それを迎え撃つ花か穂ほの幻想。

　花穂も負けじと必死に声を張り上げ、歌を紡ぐ。深緑の蔦つたは六撃目を受け止め──きれずにジリジリと押し返される。炎は蔦を包みこみ、じゅっ、とその表面を焦がした。

（花穂、押されてる！　このままじゃやばいぞ）

（はい、もっと激しくお願いしますっ！）

（やってみる！）

　そう力んでしまったのが失敗だった。

「……あっ！」

　僕のギターから、ぺぎょん、と間の抜けた音が鳴り響いた。単純な運指ミス。そして、それを取り戻そうとしてさらに焦り、指の動きがバラバラになってしまう。

　──演奏が崩れる。完膚なきまでに崩れる。

　いや、できる事なら言い訳をさせて欲しい。さっきも言ったとおり、幻創曲はものすごく難しいんだ。中でも花穂の幻創曲は非常にテクニカルで僕くらいのレベルの演奏技術だと通常テンポでも何とかって感じなのに、それをさらに速く激しくとなったら──

「──タケルさんっ！」

　花穂が焦った声で振り返った。

「ごめんっ！」

　謝ったときには、もう手遅れだ。

　六撃目。チリチリと大気を焦がさんばかりの炎風を纏まとって迫るその火球に、僕たちは為なす術すべも無く弾はじき飛とばされた。

「きゃぁぁぁぁぁぁ────っ！」

　花穂の悲鳴が響き渡る。

　視界が真まっ赤かに染め上げられる。激しく打ち付ける衝撃と肌を焦がすような熱気。

　僕の身体は無重力空間に投げ出されたように宙を舞った。




　──分ぶん相そう応おうって言葉がある。今の僕にまさにぴったりの言葉だ。

　幼い頃ころから容姿的にも能力的にも平凡って言葉で表現され続けてきた僕は、たとえ環境が変わっても──歌姫カンタトリスだの魔法だのと夢のあふれるような単語が満載の日常に身を投じていたとしても、やっぱり平凡ってのが現実であって適任なのだ。

　つまり僕が物語の主人公になったりすることなんて絶対になくて、平凡は平凡なままに脇わき役やくの道を突き進むのが道理で。

「かはっ！」

　脇わき役やくらしく、激しく無様に地面へと叩たたきつけられた。巻き起こる砂埃。強制的に肺から空気が漏れ、全身に激痛が走る。

『勝負ありっ！　勝者、アーシア、マイルズペア！』

　高らかと宣言されるその勝ち名乗りを、僕は地べたに寝そべり動けないままに聞いた。

　荒く呼吸を繰り返し、視界の先に広がる青い空を見上げながら僕は呟つぶやく。

「……ま、こんなもんだよな」





　　◇◇◇






　新しん神か奈な川がわ音おん楽がく特とつ区く──通称『神楽かぐら特とつ区く』は神か奈な川がわ県けん南西部の海沿いの地域に設けられた、世界各国の首脳が共同で政府を構成する特別行政区だ。

　世界で唯一の『歌姫カンタトリス』と『奏士トルヴエール』を育成するための教育機関、カンタトリス音楽院を中心とした『学がく園えん都と市し』でもある。

　面積自体は10平方キロメートルほどと非常に狭いけど、その政治的特性上とても重要な意味を持つ区域であり、世界の中心地として注目を集めている。

　もともとは温泉地として栄えていた自然あふれる、のんびりとした空気の流れていたこの地域が、たった一年で高層ビルの建ち並ぶ近未来的な都市へと変へん貌ぼうを遂げたのには正直驚いた。

　それだけ世界における魔法への優先順位が高いってことだろう。魔法使いっていうのはそれほどまでに特別な存在なのだ。

　そして僕のような『奏士』と呼ばれる人間も『歌姫』と同じくらいに重要視されていたりする。

『楽器』、あるいは『杖ワンド』や『指輪リング』なんて呼ばれることもある奏士は、簡単に言えば歌姫のサポートをする演奏者だ。

　相性の良い奏士が一緒に幻創曲を演奏することによって、歌姫の魔法の威力は何倍にも膨れ上がる。

　だから、歌姫にとって奏士は何にも代えがたい大切なパートナーであり、強化装備マジツクアイテムでもあるわけだ。故に『杖』だったり『指輪』だったり。

　自分と相性の良い奏士を見つけ出し契約エンゲージすることがもっとも重要な事、と言われたりするくらい歌姫にとって奏士は欠かせない存在なのだ。

　世界トップクラスの歌姫でさえ、自分の奏士には頭が上がらないとか、そんな噂うわさもあったりする。

（──まあ、僕は足を引っ張ってばかりだけどさ）

　こうして地面に仰あお向むけになってこの空を見上げるのは入学してから八回目だ。

　来武ライブ演習が行われた回数は今日を含めて八回。つまり、情けないことに全敗しているってことで……。

（それでも、一番最初の時に比べればかなりマシになってるとは思うけど）

　まあ、あの時と比べれば大抵のことはマシと言えるくらいだから、なんの慰めにもならないけど。

　それくらい僕の来武デビューは最悪のものだった。なんせ、開始十秒で敗北したのだから。

　その記録は、史上最短敗北記録として学院史に粲然と輝いている。

　僕としては今すぐにでも消去したい屈辱的な過去だけど、その記録を学院エントランスにデカデカと貼はり出されるという辱めを受けているため、忘れようにも忘れられない状況が続いているのだ。

　間違いなく学院長である東雲しののめ詩し乃のの嫌がらせだろう。嫌がらせと言うよりはいたずらといったニュアンスの方が近いかも。もしくは愛情？　そんな歪んだ愛情は極力ご遠慮願いたいのだが、どうにも僕は学院長に気に入られてしまっているらしい。

　あの人はお茶ちや目めで残酷なのだ。さらにサドで変態でもある。それでいて恩人でもあるのだから困ったものである。

『いや～、驚いたわよ。私もここの学院長になってそれなりの数の生徒を見てきたけど、たったの一音も発さないままに敗北した生徒はキミが初めてね。あまりの展開の早さに私は呼吸をするのも忘れるどころか、呼吸をするきっかけすら与えてもらえなかったわ。息を吞むことすらもさせない衝撃的デビュー戦。これはいつかキミの記念碑を造らないといけないかもしれないわね』

　と心から楽しそうに言った学院長のあの笑顔を僕は一生忘れられないだろう。




　で、さっきから大の字のまま寝転がっている僕のすぐ近くに立って、僕を見下ろしているのがカンタトリス音楽院の初代学院長、東雲詩乃その人だ。

　現役の世界トップクラスの歌姫カンタトリスであり、弱冠十九歳という年齢で世界で最も重要視されている学校──カンタトリス音楽院の学院長を任されるくらいの天才中の天才。

　見ているだけで日本人に生まれたことを誇りたくなるような美しい黒髪に、紫水晶を思わせる瞳ひとみが輝きを放つ。そして日本人離れしたくっきりとした目鼻立ちに一分の隙すきもない整ったプロポーション。洗練、という言葉はこの人のために存在すると言ってもいいくらいに、そのすべてが洗練されている。

「大丈夫？　今日もずいぶんと派手にやられたみたいだけど？」

「はい、大丈夫です。まだ身体からだ中じゆうひりひりしてますけどね」

「そ、大した怪け我ががなくて良かったわ。で、どう？　堪たん能のうできたかしら？」

　そう言って、学院長は髪をかきあげながら優雅に微笑ほほえんだ。

「堪たん能のうって何をですか？」

「何って、決まってるじゃない。私の魅惑の三角スポットよ。動けないふりをしながら凝視してたんでしょ？　私、常々考えてたんだけど、黒ニーソに白パンツの組み合わせは至高だと思うのよ」

　そして腰に手を当てて、誇らしげに胸を張る。

「清純さと妖よう艶えんさのせめぎ合いって言うの？　こう天使と悪魔の魅惑のコラボレーションって言うか──もう、ムラムラしちゃったでしょ？　ってかムラムラ通り越してメラメラしちゃってるでしょ？」

「そんな火の初歩魔法みたいな状態にはなってません！　そもそも見てませんし！」

　っていきなり何を言い出すんだよ、この人は！

「え？　じゃ、じゃあなに？　キ、キミはさっきまでの数分の間、欲望のままに私のパンツを凝視していた訳じゃないって言うの……っ!?」

　どうしてそこでそんなに動揺する？　つか、

「当たり前です」

「な、なんてこと。せっかくこの私が見やすいようにわざわざ肩幅以上に足を開いて立っていたと言うのに……こんな屈辱、生まれてはじめてよ」

　わなわなと肩を震わせる学院長、改め変態。外見だけは完かん璧ぺきなのに勿もつ体たいない。

「だいたい、そんな堂々とパンツを見せようとしないでください。普通、恥ずかしがるものでしょうが」

「ふん。恥ずかしがるだなんて、私はそんな貧相な身体はしていないわ。程よく引き締まった太ももに、どこか秘密めいた窪くぼみを覗のぞかせる足の付け根。そして、思わず貪りつきたくなるようなエロス曲線を描いた魅惑のデルタ地帯と、それを覆う純潔の象徴たる純白の布。まさに芸術的と言ってもいいくらいね」

　相変わらず自分に自信満々だな、この人は。言ってることは最低過ぎるけど。

「──と言いつつも、実際にベッドインなんて状況になったら思わず赤面した上に相当に動揺するでしょうね、私。なんせ処女ですから」

「…………」

「でもそこが萌もえポイントでしょ？　ギャップ萌えってヤツかしら？」

「かしらって言われても」

　ドヤ顔でそんなこと言われても。初しよっ端ぱなからすごい飛ばしっぷりだ。

「で、今日はどうしたんですか？　わざわざ僕にパンツを見せに来たんですか？」

「私はそれほど暇じゃないわ。それは目的のひとつでしかないわよ」

　それも目的だったんかよ！　びっくりだよ！

「スタンドからキミの演習を見てて、相変わらず手を抜いてるなーって思ってね。学院長としてはひとこと言っておく必要があるかなって」

　さっきまでとは打って変わって真剣な表情を浮かべる。途端に学院長から発せられるオーラが変わった。

　その威圧感に思わず身体を起こしてしまう。悔しいけど、こういうところはさすが十代で学院長に選ばれるだけあるなと思ってしまうわけで。

「手なんて抜いてないですよ。今日のミスも単純に僕の演奏技術不足なだけですし」

　そもそも楽譜を追うだけで精一杯の僕に手を抜くなんて高等技術が出来る筈はずがない。手を抜いてもなんのメリットもないわけだし。

「誰だれも演奏ミスのことは言ってないわよ。確かにキミの演奏はひどい有様だったけど」

「学院長！　そこはほら、もっと別のお言葉を頂ちよう戴だいできればと。生徒の自信喪失につながりますよ？」

　確かに僕の演奏は拙つたないけど、そこはそのままストレートに伝えるんじゃなくて、褒ほめて伸ばすっていうか、大人の優しさってヤツがあると思うわけで。

「そう？　ん～、じゃあ、確かにキミの演奏はうじ虫以下の聞くに耐えない雑音──」

「さっきよりも酷ひどくなってますから！　僕のプライド木こっ端ぱ微み塵じんですから！」

「でもキミは褒めて伸びるタイプには見えないし。それに私は噓うそと冗談が苦手なのよ」

　学院長が少し困ったように肩を竦すくめる。その仕草と、さらっと追加された最後の言葉が一番へこんだ。毒舌なんかよりもめちゃめちゃへこむ。

「ともかく、奏士トルヴエールが演奏技術を磨くのは当然のこと。それは毎日の地道な努力で解消される問題なんだから、もっと頑張りなさい」

「はい」

　学院長の言い分はもっともなことなので、素直に頷うなずいた。僕がミスをすることでパートナーである花か穂ほにまで苦痛を与えてしまうことになるわけだから、もっと努力をしよう。

「で、私が手を抜いてると言ってるのは技術面じゃないわ」

　──技術面じゃない？

「って言うと、どういうことです？」

「そうね。せっかくの機会だから少しゴミ──キミに歌姫カンタトリスについての講義をしてあげましょうか」

「今、さりげなく酷い言い間違いをしましたからね！　さらっと何事も無かったかのように言い直しても気付いてますからね！」

「仕方ないじゃない！　キミとゴミって似てるでしょ？　構成される文字の内、半分が同じなんだから、比較的、誰にでも起こりうる間違いよ」

「誰にも起こらないですから！　意図的じゃないかぎり絶対にしない間違いですから！」

　そんな悪意のある間違いが比較的頻繁に起こってたまるかっ！

「わかりました認めます。言い間違いではありませんでした。私、時折、本音が自然と口からこぼれ出てしまうことがあるらしいの」

「本気で思われてたっ!?」

「本当にごめんなさい。生徒をゴミ扱いするなんて教師として最低の失言でした。キミが望むなら土下座でも裸踊りでもなんでもしますから許してください」

「素直に謝られた方が傷つきますからっ！　あと、そんなこと望みませんから！」

「そんなことって──裸踊り程度じゃ許さないって言うわけキミはっ！　私をもっと辱めたいって言うの!?　なんて、恐ろしいっ！」

「そういう意味で言ったんじゃありません！　まったく、油断してるとどんどん話を脱線させていくんだから」

　僕が呆あきれたように肩をすくめると、学院長が悪戯っぽく、満足そうに笑った。

「キミと話をするのが楽しいんだから仕方ないじゃない。不思議と気兼ねなく素の自分を出せるし、いい気分転換になるわ」

　う～ん、学院長のその言葉に喜ぶべきか、悲しむべきか、悩みどころだ。まあ、多忙な学院長のストレス発散に役に立っていると思えば光栄なことなのかもしれない。

　素の自分を出した結果がこれっていうのは、相当にアレだと思うけど。

「じゃあ早速講義を始めましょう」

　学院長は僕の隣に腰をおろした。その身体からフワっとラベンダーの香りが漂ってくる。花か穂ほとは違う、オトナっぽい香りに少しドキドキしてしまう。

　そういえば、こうして学院長に直接指導をしてもらうのは、入学して二ヵ月ほど経たつけど初めてだよな。ちょっと緊張してきたぞ。

「さて、キミも知っての通り、私たち歌姫カンタトリスは自分と相性の良い奏士トルヴエールに伴奏してもらうことによって、その魔法の力を何倍にも高めることができます。高めると言うよりも、その魔法の本来の姿に近づけることができるって方が正解かしらね」

「本来の姿に近づける、ですか？」

　今までの認識とは違う解釈が出てきて、思わず聞き返してしまう。

「ええ。キミは魔法理論は理解してる？」

「何となく、なら。教科書に書いてあったのを読んだだけなんで、ちゃんと理解は出来てないですけど」

　正直に言えばチンプンカンプンだ。

「確か歌姫が脳内で作り上げた想像を、現実世界において展開コンパイルし、現象として確立させたものが魔法であり、その展開方法、つまり想像を現実のものへと変換させるための変換式コンパイラが歌──幻創曲である、ですよね？」

「ええ。大体あってるわ」

「けど、想像を現実世界で展開するのってどういう感覚なのかとか、それをするための変換式がどうして歌なのかとか、まったくもってピンと来てないんですけどね」

「それは仕方ないわ。その辺の感覚は歌姫特有のものだから、理解できないのが正解。逆に言えば、それを誰だれに教わるでもなく理解できた人間だけが歌姫になれるってことね」

　そう言われると、確かに歌姫への道は険しそうだ。さすがは魔法使い。生まれ持った才能が全ての職業だ。

「まあ、隠しきれない乙女の妄想が思わず暴走して実体化しちゃったのが魔法、くらいの認識でいれば良いと思うわ」

　これまた、ものすごく乱暴な纏め方で。

「話を戻すけど、魔法、つまり乙女の妄想はやっぱり頭の中にある状態が１００％なわけ。それを楽譜に書き換えた段階で90％とか80％とかの再現率に低下する。これは歌姫カンタトリス自身の作曲能力が大きく関係してくるわね。曲を作るのが下手な子はこの時点で大きなハンデを背負うわけ。で、さらにその楽譜をどこまで正確に歌唱、演奏できるかで最終的な再現率──つまり魔法の精度が決まるの」

　ああ、なるほど。だから本来の姿に近づける、か。

「つまり、奏士トルヴエールが一緒に演奏することによって、幻創曲の再現率が高くなるから、より最初の想像に近い形で魔法が発動して威力が強まると」

「それが歌姫が奏士と一緒に演奏をする一つ目の理由。だから奏士は常に演奏技術を磨きなさいってこと」

「はい」

「でも、ぶっちゃけそっちはさほど重要でもなかったりするのよ。重要ではないって言うとウソになるけど、歌姫と奏士の間にはそれよりももっと大きく魔法の再現率に影響する大切な要因があるの」

「大切な要因ですか？」

「ええ。歌姫が奏士を求める一番の理由ね。で、今のキミの演奏にはそれが欠けてるってわけ」

　小さく肩をすくめて、学院長がそう言った。

「それは……なんなんです？」

「キミはどうして歌姫と奏士の間に相性なんてものがあるのか考えたことある？　忠実に楽譜を再現することだけが目的であれば、歌姫はより正確に楽器の演奏の出来る人間と組めばいい。その方がわかりやすいし楽でしょ？　技術云うん々ぬんに関しては聴けばわかることだから」

　けど、そんな簡単な話じゃないの、と学院長は続けた。

「魔法っていうのは元をただせば想像──つまり精神でしかない。だから歌っている時の精神状態がダイレクトに影響してしまうのよ。大好きな音と一緒であれば最高の気分で歌うことができる。だから、その歌に込めた想像を全力で広げることができる。逆に嫌々歌った時には魔法が発動しないことだってある」

　そう言えば過去に、幻創曲の楽譜を完全に再現しようとオーケストラ形式で歌ってみるという実験がイタリアで行われ、その時は魔法の発動すらしなかったと歴史の教科書に書いてあったっけ。

　不思議なことに、ひとりの歌姫に対してひとりの奏士──デュエットの形態がもっとも魔法の発動に適しているらしく、今ではそのスタイルがほとんどだ。

　ごく少数、ソロやバンドなどのスタイルを貫いている歌姫カンタトリスもいるけれど、それは例外中の例外。

「ま、歌姫によってはネガティブな感情を基礎ベースに幻創曲を創っているから、敢あえて自分のパートナーには大嫌いな音を出す奏士トルヴエールを指名するってパターンもあるみたいだけど。それも踏まえての相性ってヤツよね」

「じゃあ、今の僕の演奏は、花か穂ほを気持ちよく歌わせることが出来てないってことですか？」

「ありていに言ってしまえばそうなるわね。もちろん奏士としての最低限──と言うより最底辺の演奏は出来てると思うわよ。山やまの辺べの魔法は発動しているのだから。相性もいいのでしょうね。山辺はあなたとのデュエットに相当こだわっているみたいだし。けど、上う手まく言えないのだけど、キミが本来持っている音はもっと魅力的なはずなのよ」

　はずなのよって、そんなこと言われても困ってしまう。手を抜いてるつもりなんてまったく無いし、花穂が気持ちよく歌えるように心がけているつもりだ。

「だいたい、それはどうすれば良いんです？　本来はもっと魅力的なはずって言われても、じゃあどうすればその本来の音色を奏でられるようになるんですか？」

「それが、わかんないのよね。普通、コンディションだったり、モチベーションだったり、奏士の音の乗りが悪い時はその理由がなんとなくわかるのよ。でも、キミのはそのどれとも違う。違和感は確実にあるのに、その理由がわからない」

　学院長が少し悔しそうに小さく首を横に振った。

「……その、今の演奏が僕の限界ってことはないんですか？」

　むしろ、そう言ってもらった方が素直に納得できる。

「それは無いわ。歌姫は奏士の奏でる音には敏感なの。今のキミの音は確実に何かが欠けている。それは山辺だけじゃなくて、大抵の歌姫なら気付いていることよ」

　はっきりと断言されてしまうと、なにも言い返せなくなってしまう。

　そもそも、奏士の資質──自分の奏でる音が歌姫にとって特別な音かどうかなんて、歌姫にしかわからないことなんだから、そう言われると納得せざるを得ない。

「正直に言うとね、キミの奏士としての才能は学院生の中でも飛び抜けていると私は思っているわ」

「止やめてくださいよ、そういうの」

　自分の才能が飛び抜けているだなんて。本当にそんな飛び抜けた才能があるんだったら、八連敗なんてしていないはずだ。

「相変わらず嫌がるのね。特別扱いされるのを」

「いや、だって本当に、自分にそんな特別な才能なんて無いですから」

　それは誰だれよりも、十七年間、一番近くで見てきた自分自身が理解していることだから。

　身をもって、理解したことだから。

「ま、いいわ。でも、意図的じゃないとなると──正直やっかいね」

「やっかい、ですよね？」

　飛び抜けた才能云うん々ぬんは置いておいても、学院長の言葉を信じるとすれば、今現在、僕は自分の持っている力自体が出せていないってことだ。それじゃあ、花か穂ほを勝たせることが出来ないのも当たり前というか。

「はっきり言って、キミは奏士トルヴエールとしての致命的な欠点──欠陥を抱えていることになるわ」

　思っていた以上に厳しい口調で学院長はそう言った。

「となると、仕方ないか。多少、荒療治になってしまうけど……」

　小さな声で何やらぶつぶつと呟つぶやいた後、まっすぐに僕の顔を見据える。

「今週末に開催される夏季音楽祭。そのことはキミも当然認識しているわね？」

「はい」

　カンタトリス音楽院では三月、六月、九月、十二月の年四回、音楽祭という名称で学院生同士による来武ライブの公演が開催される。

　音楽祭は一般の人が生で来武を観戦できる数少ない機会なので、そのチケットがプレミア化するくらいの人気を誇り、世界有数の注目イベントとなっている。学院生にとっては晴れの舞台と言えるわけだ。

「その音楽祭での来武で、キミには結果を残してもらいます。結果が残せなかった場合、キミにはカンタトリス音楽院を退学してもらいます」

「はい？」

　予想もしていなかった言葉に、思わずきょとんとしてしまう。

「え、えっと、冗談、ですか？」

「私、噓うそと冗談は苦手よ」

「そんな横暴なっ！」

「横暴でもなんでも結構。これは学院長権限ですでに決定した事項です。退学になりたくなかったら男らしく結果を残しなさい」

　びしっと僕を指差す。

「え、えー」

　いきなりの展開に脳の処理がなかなか追いついてこない。

「大体、キミの学費、食費、アパートの家賃などを含むもろもろの経費、出しているのは誰だれだったかしら？」

「が、学院長です」

「路頭に迷っていたキミを特別推薦枠としてこの学院に入学させてあげたのは誰だったかしら？」

「学院長です」

「そう。つまりキミは私がいるからこそ、この学院に通うことが出来ているわけよね？　だったら、私の期待に応こたえる義務もあるわけよ」

「いや、それはそうかもしれないですけど。今さっき重大な欠点を指摘されたばかりですし」

「だからこそよ。キミが本気で奏士トルヴエールになりたいと思っているのだったら、足あ搔がきに足搔いて結果を残して見せなさい」

「それにしたって時間が足りなすぎますよ！」

　あと一週間しかないじゃん！

「時間云うん々ぬんじゃないわよ、この問題は。キミが一週間本気で足搔いて、それでもこの欠陥を解消できないようなら、この先どれだけ時間をかけても無駄よ」

　どこまでも冷静に、冷淡に、冷徹に、学院長は続けた。

「とっとと奏士になることを諦あきらめた方がいいわ。キミの為にも、山やまの辺べの為にもね。こっちの世界はそんなに甘くないんだから」

　空気が張り詰めた。ほんの一瞬にして気温が一気に下がったような、そんな寒気すら感じる。

「ＯＫ？」

　その空気に押されるようにして、僕は首を縦に振っていた。

「素直に頷うなずいてくれて嬉うれしいわ。で、その代わりと言ってはなんだけど、キミが音楽祭で結果を残せたらご褒美をあげようじゃない」

　そう言って柔らかく笑みを浮かべた。一気に場の空気が緩む。

　結局のところ、最初から最後まで学院長のいいようにコントロールされてるだけなんだよな、僕って。圧倒的にレベルが違うっていうか、存在が違うっていうか。

「そうねぇ、思春期の性欲旺おう盛せいな男子生徒に美人なお姉さんがあげるご褒美と言ったら、やはりあれしかないわね。まあ可愛かわいい生徒のためだ。私も人肌脱ぐとしましょう」

「今、なんか一肌のイントネーションがおかしかったような気が。あと、自分で美人なお姉さんて」

「さあ期待してちょうだい神かん凪なぎタケルくん。キミが音楽祭で結果を残せたら、この私、東雲しののめ詩し乃のが──キミの処女を奪ってあげるわ」

　…………。

「はい？」

　これはさすがに僕の聞き間違い、だよね？　色々とツッコミたい部分が大量にあるんだけど、特に最後のところ。他ほかの部分は百歩譲ったとして、最後は絶対に逆だよね？

「キミの処女を奪ってあげるわ！」

　聞き間違いじゃなかった！　力を込めて繰り返された！

「じょ、冗談ですよね？」

「私、噓うそと冗談が苦手よ」

「それは冗談であってくださいよ！　どこからどう見ても罰ゲームじゃないですか！」

「大丈夫。違和感があるのは最初だけよ。次第に快楽の海に溺おぼれるようになるわ。私もまだ実践経験は無いけど、愛読書にそう書いてあったから間違いないわね」

「あなたはなんて本を読んでるんですかっ！」

「『俺おれのユビでＡＥＧＥ！』という小説よ」

「別にタイトルを聞いたわけじゃない！」

「かなり過激でドキドキするわよ」

「薦められても！」

「私は嫌がる年下の男の子に無む理り矢や理りするのも嫌いじゃないわ」

「教え子に歪んだ性せい癖へきを暴ばく露ろするな！」

「うふふ。それじゃあ、そういうことで頑張ってちょうだい」

「有う耶や無む耶やに話を終わらせようとしているっ!?」

「それだけ連続してツッコミが出来れば大丈夫そうね」

　ふいに学院長が真面目まじめな表情を浮かべた。優しさを含んだ目で僕を見る。この緩急がどうしようもなくずるいなって思うわけで。

「もっと盛大にへこんだり焦ったりするかなって思ったけど、意外と大丈夫そうで安心したわ」

「いや、へこんでるし焦ってますけど、まあ、やるしかないですから」

　学院長が一度言い出したら、それは撤回しない性格だってことは理解してるし。

　それに花か穂ほのことを考えれば、学院長の言うとおり決断は早く出した方が良いのは間違いないのだから。

　何だかんだいって、ちゃんと僕たちのことを心配してくれての行動なんだよな、これも。

「まあ、最終的にツッこまれるのはキミの方だけど。物理的に」

「せっかく少しいい感じで纏まりそうだったのに余計なこと言うなや！」





　　◇◇◇






　学院長との話のあと、僕はカンタトリス音楽院校舎三階にある一年生の教室へと戻ってきた。

　カンタトリス音楽院は三年制の学校で歌姫学科と奏士学科に分かれている。

　とは言っても歌姫も奏士も才能が物を言う職業であり、その才能を持って生まれた人間は決して多くない。

　なので、生徒の数自体が非常に少ないため、それぞれの専門教科以外の授業に関しては合同で行われる。

　つまり、学科としては分かれているけど、その実共学、みたいな形になっているのだ。

「それにしても、なんか大変なことになっちゃったな……」

　ひとりごちながら教室の扉をあけて中にはいると、そこにはまだ花か穂ほが残っていた。

　僕の顔を見ると、花穂は花ひらく様にふんわりと笑った。

「まだ残ってたんだ？」

「はい、ちょっと『ゆらゆらメモリーズ』のアレンジをしようかと思いまして。もう少し譜面の簡略化、できないかなぁと」

　そういう花穂の机の上には楽譜が広げられていた。その隣には小型の鍵けん盤ばんが置かれている。

「あー、もしかして僕のせい？」

　今日の敗因は明らかに僕の演奏ミスだったわけで、僕が花穂の幻創曲をきっちりと弾きこなせていればもっと違った結果になっていただろうから。

「いえいえ、そういうわけじゃないです。私の創る曲は複雑すぎるなってずっと思ってましたので。本来なら必要のない音符もまだまだ残ってると思うんですよね」

　花穂は僕を気遣うようにそう言うと、眉まゆをひそめながら楽譜とにらめっこをする。

　そして鍵盤をポンポンと叩たたき旋律を奏でては、首をひねって楽譜を書き直す。

「音楽祭に向けて、改良すべきところもたくさんあると思いますし」

　幻創曲の楽譜も通常の楽譜と変わらず、五線に音符や休符、調号などが並んでいる。つまり楽譜自体には特別な仕掛けがないってことだ。

　けど、これを演奏し歌うことで魔法が発動する。なんかそう考えると、すごい不思議だ。まあ、そもそも魔法の存在自体が不思議以外の何ものでもないんだけどさ。

「幻創曲って、そうやって作曲していくんだ？」

「へ？　あ、はいです」

「結構、地道な作業なんだね。もっと魔法的な感じで一瞬で出来上がるんだと思ってたよ。譜面がいきなり光りだして、自然と五線上に音符が並んでいくような」

　あるいは曲のタイトルを高々に宣言すると光の中から楽譜が現れるとか。

「あはは、それだったら楽なんですけどね。けど、実際は普通の作曲と変わらないのですよ。頭の中に漠然とある旋律をきちんとした形にしていく地道な作業なのです」

　鍵盤で一音、一音弾きながら、その繫つながりを確かめていく。

　最適な旋律になるようにいくつものパターンを試しながら。真剣な表情で幻創曲のアレンジを進めていく。

　花穂は違うと言ったけど、やっぱりこのアレンジは僕のためなんだろうな。

　僕がもっとしっかりしていれば、という気持ちが湧わき上がる。それはこの二ヶ月の間、常にあった思いだ。

　一年生の中でまだ一度も来武ライブ演習で勝てていないのは僕と花穂だけだ。それもことごとく僕が足を引っ張ってのこと。

　落ち込むと共に、やっぱりなんとかしないと、という気持ちがこみ上げてくる。

「……花穂はさ、やっぱり音楽祭で勝ちたいと思う？」

「それは、はい。出来れば勝ちたいなって思います。入学して最初の晴れ舞台ですからね。テレビ中継もあるから家族も見てくれてると思いますし」

「そうだよな。勝ちたいよな」

　僕だってもちろん勝ちたい。歌姫カンタトリスや奏士トルヴエールにとって一番大切なのは来武ライブで勝つこと。

　逆に言えば勝てない歌姫はどこからも必要とされないわけで。

　僕が足を引っ張り続ける限り、花か穂ほの将来はどんどん不利な状況になっていくことになる。

　だから、思わずこんな言葉が口をついて出ていた。

「花穂はさ、パートナーを変える気はないの？　その、僕以外のヤツに。花穂自身は優秀なんだから、パートナーを変えればもっと簡単に勝てるようになると思うぞ」

　情けないけどそれは事実で、でも花穂は何の迷いもなく、淀よどみもなく、

「それは嫌です。私のパートナーはタケルさんじゃないと嫌です。私はタケルさんと一緒に歌って、それで勝ちたいんです」

　そう言ってくれた。

「今日もいい感じでしたよ。ちょっとミスしちゃいましたけど、それまではすごく気持ちよく歌えましたし。この調子なら、すぐに勝てる様になりますって。だから、一緒に頑張りましょう」

　ほんわかとして笑顔でそんなことを言ってくれる。

　嬉うれしい気持ちと情けない気持ちがごちゃ混ぜになって、でも一番強く湧わきあがった感情は、なんとしてでも花穂を音楽祭で勝たせてあげたいという気持ちだ。

　自分の退学はどうでも──良くないけど、些さ細さいな問題だ。それよりも花穂のこの信頼を裏切ることはしたくない。

　となると、やっぱりなんとしてでも見つけださないといけないよな。自分の奏でる音の欠陥の理由を。そのための努力を僕はもっとしないといけないんだ。

「……あのさ、幻創曲ってさ、具体的にはどうやって創るんだ？」

「え？」

　花穂がきょとんとした表情を浮かべて、譜面から顔をあげた。不思議そうな目で僕を見る。

「どうしたですか、いきなり？」

「花穂のことをもっと知りたいって思って」

　花穂がもっと気持ちよく歌える音を奏でられるようになる。それにはまず、相手のことを良く知ることが重要だろう。

　そもそも今まで何も意識せずに譜面通り弾いていたけど、幻創曲が花穂の想像を譜面化したものならば、そこには花穂の何かが宿っているのは間違いないと思う。

　つまり、取っ掛かりがそこにありそうな気がしたわけだ。今までそんなことすら考えなかった自分が情けないけど。

「……タケルさん」

　ふと見ると、なぜか花か穂ほが赤い顔してぽーっと僕のことを見つめていた。妙に瞳ひとみが潤んでいるけど、なに？　僕、なんか変なこと言ったかな？

「えっと、どうした？」

「い、いえ、なんでもないですっ！　その、幻創曲の創り方、ですよね？」

　花穂が慌てたように話を戻す。

「うん。ほら、頭の中で構築した想像を楽譜にするってまったく想像も出来ないし。どんな風にして創っていくのかなって思って」

「ん～、改めて聞かれると難しいですね。感覚みたいなものですから。えーと、想像を膨らませていく過程で自然と頭の中に音が響いてきまして……で、それを整理しながら必要そうな音を抜き出していく感じっていいますか……」

　花穂が一生懸命に言葉を選びながら説明してくれる。

「頭の中で想像した魔法の映像に自然とＢＧＭがつくような感じ、とか？」

「ん～、そうですね。タケルさんが想像しているのとは少し違うとは思いますけど、でも大体はそんなイメージで間違ってないと思いますよ」

「へ～、じゃあ、『ゆらゆらメモリーズ』は花穂の中で緑色の巨大な蔦つたを召喚して動かすイメージがあって、それを想像しているうちに、あの歌が聞こえてきたってこと？」

「えと、それは違うんです」

「ん？　どういうこと？」

　ええとですね、と言った後、花穂はほこんと咳せき払ばらいをして説明を開始した。

「幻創曲の始まりはもっとシンプルなものなんです。こんな事をしてみたい、とか、あんな風になりたいとか、そんな願望が最初にあるんですよ。例えば空を飛んでみたいな、とか、そんなシンプルな願望です。タケルさんもこんな風になれたらいいな、的なことを妄想したことないですか？」

「もちろんあるぞ。夜寝る前とかいつも妄想してたよ。明日起きたら、不思議な力に目覚めていないかなとか、電車の中で突然見知らぬ美少女から『私の世界を救ってください』とお願いされて、たどり着いた先がファンタジー世界で自分は勇者様だったりとか」

「あはは、さすがは男の子ですね。中二病全開です」

「中二病言うな！　それに小さい頃ころの話だからな。今はそんな妄想してないからな」

　あの頃の僕はそれこそ本心からヒーローに憧あこがれていた。魔法という概念が現実のものとなってからは、その願望はさらに強力なものへと変化した。

　けど、それも一瞬にして砕け散ったけど。身の程を知ったと言うか。

「別に恥ずかしいことじゃないと思いますけどね。誰だれにだって、ほんとは自分は特別な存在なんだ！　みたいな願望はあると思うんです。いつか特別な才能に目覚めちゃうんじゃないか、みたいな。現実が厳しければ厳しいほど、そんな空想に憧れるものですよ」

「で、その空想を現実のものに出来ちゃったのが歌姫カンタトリスってヤツなんだな？」

「はい。他人よりも妄想力が高いんですよ、きっと。だから、タケルさんの妄想くらい、私にとっては大したことありません。私のはもっとすごいですから」

　そして、えへへと楽しそうに笑う。

「で、その妄想をしている時に、ふと旋律が響いてくれば、そこから幻創曲の作曲がはじまるんです。大抵、１フレーズだけパッと思いつくことが多いです」

「へ～、そうなんだ」

「そして、次にその願望を具体的に実現するためにはどうすれば良いのか？　ってのを想像していくんです。さっきの例の『空を自由に飛びたいな』であれば、背中に羽根が生えたら飛べるな～とか、大きな鳥さんを召喚して持ち上げてもらう～とか。手段を考えて、その後は飛んでる時の姿勢とか、見えてくる色とか、聞こえてくる音とか、匂においとか、色々なことを詳細に想像していくうちに頭の中で次々と音が溢あふれ出してきて、それを取捨選択してひとつの歌にするって感じですね」

　身振り手振りを交えながら一生懸命説明してくれる。

「じゃあ、『ゆらゆらメモリーズ』は最初どんなのを空想してたんだ？」

「え？　そ、それは……」

　途端に花か穂ほは恥ずかしそうに顔を真まっ赤かに染めた。ん？　なんでだ？

「そんなの言えるわけないよねー」

　首を傾かしげる僕の視界に、元気な声と共にぴょこんと赤髪の少女が飛び込んできた。

「やっほー、先輩♪　花穂～」

　言うまでもなく先程の来武ライブ演習の対戦相手、アーシアだ。同じ一年生なので、一緒にこの教室を使うクラスメイトでもある。

　そんなアーシアは人懐っこい笑みを浮かべながら、ずずずと距離を詰めてくる。この距離感の近さがいかにもイタリア人っぽい。まあ、イタリア人すべてがそうではないと思うけどさ。

「言えるわけないってどうして？」

「んもう先輩、ちょっとは考えてくださいよぉ。だってそれは、あなたの隠された願望を教えてくれって言ってるようなものなんですよ？」

「あぁ、なるほど」

　魔法の根底が願望であるのならば、あの緑の蔦つたには花穂の願望が込められているってことになる。確かにそれを人前で言うのは恥ずかしい。

「それにほら、花穂ってむっつりだからさー。こんな早い時間から花穂の願望なんて聞いたら条例に引っかかっちゃうよー」

　アーシアがからかうように半はん眼がんで見ると、花穂は顔を真っ赤にして立ち上がった。

「むっつりじゃありませんー！　普通ですっ！」

「いやいやいや、だって、さすがにあの触手はねぇ？　初めて見たときはあたしもびっくりしたよ、あまりにも動きがエロくて」

「しょ、触手じゃありません！　植物ですっ！　アーシアちゃんの方こそエッチじゃないっ！　そんな変な想像して～」

「んじゃあ、花か穂ほはどんな願望を元にあれを創ったの？　花穂のぉ、どんな望みがぁ、あのウネウネになったわけぇ？」

　今さっき自分で言えないよねと言ったその口がさっそく花穂を挑発する。しかも追い詰めるように。楽しそうに。明らかにドＳだ。

「そ、そ、それは……」

「ほ～ら、言えないってことはやっぱりエロエロなんじゃん？」

「ち、違いますー。エロじゃありませんー！　どちらかと言えばエコですっ！」

　意味の分からない否定を花穂は必死にするけど、僕は、あぁ確かにと妙に納得してしまった。

　ずっとあの植物も、それを操る花穂の動きとか表情とかもエロいんだよなって思っていたんだけど、そういうことか。花穂のエロい願望が──

「……タケルさん？　なんか変なこと考えてませんか？」

「か、考えてないよ。ぜんぜん考えてない」

　ハイライトの消えかけた花穂の瞳ひとみに見つめられて、思わず後ずさってしまう。

「もう、私、作業に集中します。邪魔しないでください」

　むーっとほっぺを膨らませると、花穂は座りなおして譜面にカリカリと鉛筆を走らせる。

　こっちのことはもう気にしませんって態度だ。どうやらご立腹みたいだった。

　まあ、こんな花穂とアーシアのやりとりは定番なので、特に気にするようなことでもない。

　何だかんだ言ってこのふたりは仲良しさんなのだ。

「じゃあ先輩、花穂のことは放っておいて、あたしたちだけで仲良くお話しよ？」

　動物っぽい目をくりくりさせながら、アーシアがぴょこんと跳ねて距離を詰めてくる。

　ふわっと汗の混じった柑かん橘きつ系けいの匂においが鼻に届く。その健康的で人間味のある匂いはいかにもアーシアらしい。

「ちなみに、あたしの魔法の根底は燃えさかるように熱い恋がしたい、ですよ？　せんぱい」

　アーシアは恥ずかしがることもなく、耳元で囁ささやくように自分の魔法の根底にある願望を教えてくれる。熱い吐息が耳にかかって少しくすぐったい。

「だ・か・ら、好きな人にはついつい強烈な炎になっちゃうんですよ。あたしの熱い想いを受け止めてもらいたくて。さっきの火球にはとびっきりの想いをこめてみましたー」

「想いが強すぎて、危うく焼死しそうになったけどな」

　肌は軽い炎症になっていて、今でもヒリヒリとしている。

　来武ライブは戦いであると同時にエンターテイメントショーでもある。

　だから、その魔法によって歌姫カンタトリスや奏士トルヴエールの身に危険が及ばないように、来武中、その身は常に最先端の防護服ステージ衣装と審判員たちの魔法による障壁で守られている。

　それでも強力な魔法の直撃を受ければ痛いし、怪け我がをすることもある。低確率ではあるけど死に至ってしまうような事故に繫つながることだって当然あるのだ。

「じゃあ、責任をとってあたしが癒いやしてあげますよ～、先輩」

　アーシアがそう言いながら僕の腕をとった。ぴっとりとその身体が密着される。

　体たい軀くのわりにはたわわに実ったその胸部も押し付けられて、ふにょりと形を変えていた。

「あっ、アーシアさんっ？」

　声が裏返っていた。けど、それは、思春期の男の子なら仕方の無いことだ。むしろ裏返ってこその男の子だ。

「なんですかぁ、先輩？」

　耳元で、熱い吐息を吹きかけながら囁ささやく。

　アーシアは同じ学年なのに僕のことを先輩と呼ぶ。

　カンタトリス音楽院の性質上、生徒の入学時の年齢はバラバラで十代前半の子もいれば二十歳に近い年齢の人もいる。なので、アーシアは同級生であると同時に年下でもある。

　それで僕のことを先輩と呼ぶのかと聞いてみたところ、返ってきたのは「先輩って呼ばれたほうがドキドキしません？」という、非常にいたずらっぽい答えだった。

「その、何やらふにゃふにゃしたものが腕に当たっているのだが？」

「そんなのわざとに決まってるじゃないですか、せ・ん・ぱ・い♪」












　そして確かにと思ってしまう僕であった。多分、あれだ。男は皆、自分を慕ってくれる後輩キャラに弱いんだよ。それが積極的でちょっとエッチな性格だと、もっと弱くなるんだよ。

「こうやってあたしの母なる弾力が先輩の肌の炎症を癒いやしていくんです。快楽で苦痛を忘れさせてあげてるんです。どうですかー、先輩。気持ちいいですか？」

　ふにょふにょと押し付けられるその感触と耳元の甘い声に蕩とろけそうになる。

　こんな幸せな時間が待っているのであれば、あの情熱的な熱球を受けてみるのも悪くはないかな、なんてちょっとだけ思った僕の思考を切り刻むように、

「──タケルさん」

　底冷えするような花か穂ほの声が響いた。ゆっくりと声の方に視線を移していって、

「……ふふふ」

　花穂の表情を見て「ひぃ！」と思わず声が漏れてしまう。

「……楽しそうですね、タケルさん？　ふにゃふにゃ楽しいですか？」

　花穂はにっこりと笑顔を浮かべている。けど、その表情は張り付いていて、瞳ひとみからは光が消えていた。

　鉛筆を持った右手が小刻みにカクカクと震えている。僕の膝ひざもカクカクと震えた。

「やばっ。遊びすぎたっ」と隣でアーシアが小さく呟つぶやいた。

「あ、あたしそろそろ帰ろっかなっ！　じゃ、じゃねー、花穂、先輩っ！」

　そして突風のような勢いで教室から逃げ出す。ってこの状況で逃がすわけにはいかない！

　この花穂の相手をひとりでするなんて命知らずもいいとこだ。

「あっ、ちょっ、アーシぐげっ──!!」

　慌ててアーシアを追いかけようとする僕の襟元を背後から花穂がつかんだ。きゅっ、と首がしまって、僕の身体が後方に引き寄せられる。

「私、思うんです。タケルさんには少し反省が必要だと」

　抑揚のない丁寧な口調が妙に怖い。タラタラと背中を冷たい汗が伝っていく。

　花穂は両手で僕の頭をはさむと、そのままグギギギと自分の方へと向ける。

「せっかく私がタケルさんの為にアレンジ作業をしているというのに、タケルさんはあれですか？　ふにゃふにゃですか？」

　にっこり笑顔のまま花穂さんは首を傾かしげた。

「パートナーが一生懸命、次の来武ライブで勝てるように努力をしているのに、タケルさんはイタリアの発情女とあれですか？　ふにゃふにゃですか？」

「は、反省してます！　十分に反省してます！」

「いえいえ、タケルさんにはまだまだ反省が足りません。これからゆっくり反省しましょうね？　試してみたい新曲が出来たんですよ。もげるヤツ」

「へ？　もげるって？　なにが？」

「それはもげてからのお楽しみです」

　教室の中に僕の絶叫が響き渡った。





　　◇◇◇






「──た、退学っ！　ですかっ!?」

　花か穂ほがフルーツパフェのアイスを食べようと口をあんぐりしたところで固まった。

　愛あい嬌きようのある目を大きく見開いてこれ以上ないくらいの驚きを表していた。写真に残しておきたいくらいに見事なビックリ顔だ。

　新しん神か奈な川がわ中央通り沿いにあるカフェ『アポワルージュ』。

　新鮮なフルーツをふんだんに使ったスイーツが美お味いしいことで有名なこのお店は、おしゃれな雰囲気の店内と相まって、カンタトリス音楽院に通う女子学生の中でも非常に人気のあるお店だ。

　ただお値段が少しお高めってことで、それほど頻繁に来れるお店ではなく、ちょっとした自分へのご褒美とかデートとか、そんな時に利用される。

　んで、僕と花穂がどうしてここにいるかと言うと、何のことはない。

　僕の身体の何かをもぐ代わりに、『アポワルージュ』のフルーツパフェを奢おごるってことで無事交渉が成立したってわけだ。懐にはかなり痛いけど、身体的な痛みを回避できたと思えば安いものだ。

「ど、ど、ど、どういう事ですかっ!?」

「だから、次の音楽祭の来武ライブで結果を出さないと退学になっちゃうんだよ」

「退学って、なんで急に……」

「色々と要因はあるんだと思うんだけど、一番の理由は僕に奏士トルヴエールとしての致命的な欠点があるからかな」

「致命的な欠点、ですか？」

　花穂が小さく首を傾かしげる。

「うん。学院長が言うに、僕の奏でる音には歌姫カンタトリスを満足させるために必要な何かが欠けているんだって」

「あ、ああ……」

　花穂は僕の言葉に納得したような表情を浮かべた。

「やっぱり花穂も感じてたんだ？」

　学院長は歌姫だったら大抵は気付いているって言ってたもんな。パートナーである花穂がそれに気付いていないわけがないか。

「はい。その、上う手まくは言えないんですけど……違和感、みたいなのがずっとあるんです。本当はもっと違った音が出てくるんじゃないかなっていう期待があると言いますか」

「物足りない感じ？」

「はい」

　花か穂ほはすぐに頷うなずいたあと、慌てて言葉を続けた。

「あ、でもでも、決して不満があるって言ってるんじゃなくてですねっ！　その、それは将来への期待の表れでもありますし！　それに今の状態のタケルさんの音でも、私にとってはやっぱり他ほかの誰だれが奏でる音よりも魅力的に聞こえるんです！　大好きですっ！」

　ががが、っと勢いよく前のめりになる花穂。必死にそう言ってくれる。

　やっぱり嬉うれしいよな。こんな自分でも、こんなにも必要としてくれる人がいるんだから。

　だからこそ、ちゃんとしないといけない。

「ちなみに、正直に答えてほしいんだけど、好き嫌いは置いておいて、もし僕以外の人をパートナーにしたら、花穂は今以上に実力を発揮できるようになると思う？」

　そんな僕の問いにどう答えるべきか、花穂は逡しゆん巡じゆんした後、

「はい」

　小さな声で、でもはっきりとそう答えた。

「もちろん誰でもってわけじゃないですけど、比較的相性のいい人とか、技術的にずば抜けてる人とかでしたら、きっと今のタケルさん以上に私の力を引き出してくれると思います」

「やっぱり、そうだよな」

　わかっていた事とはいえ、本人から直接言われるとショックはショックだ。

　けど、これで逆にやる気も出るってもんだ。

「そこでさ、花穂に相談があるんだ」

「相談、ですか？」

「ああ。僕の音に何が欠けているのかはわからないんだけど、音楽祭までにそれをなんとしても見つけ出したいと思ってる。だから、花穂にもその手伝いをしてもらいたいんだ」

「はい、私に出来ることならなんでも！　けど、なにか手がかりとかあるんですか？」

「いや、それがまったく。だからこそ花穂に手伝ってもらおうと思ったんだよ」

　結局、何をすればいいのかなんてわからない。わからないなら、やっぱり聞くしかないよなってことで。

「ほら、奏士トルヴエールの演奏って歌姫カンタトリスを気持ちよく歌わせるためにあるものだろ？　だったら、どうしたら花穂をもっと気持ちよくさせることが出来るのか。それを見つけるのが近道なのかなって思って。だから、その為に僕に何かして欲しいこととかあったら、まずそれを教えて欲しいんだ」

「い、いきなり何を言ってるんですかっ！」

　花穂が盛大に反応した。

「えっと、なんでそんな反応？」

「だだ、だってタケルさんがいきなり私が気持ちよくなるために何をして欲しいかとか言い出すから！」

　顔を真まっ赤かにして両手をぱたぱたと慌ただしく動かす。

　なんて言うか、なんと言うか。

「花か穂ほがどんな想像をしているのかはわからないけど──というかわかるけど、部分的に文節を抽出して曲解するのは止めような？　僕が言ってるのは気持ちよく歌うために必要なことだからな？」

　アーシアの言っていた通り、花穂がむっつりってのは事実なのかもしれない。

「わ、わかってますよ。タケルさんが紛らわしい言い方をするから、ちょっと動揺してしまっただけです。むしろ意図的に勘違いさせるワードをちりばめたタケルさんに誘導尋問されたと言っても過言ではありませんっ」

　いや、過言だと思うし、そもそも誘導尋問じゃないと思うぞ。

「それはとりあえず置いておいてですね──」

　こほん、と誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいして、

「それなら、ちょっと試してみたいことがあるんですけど……」

　恐る恐ると言った感じで花穂が言う。

「試してみたいこと？」

「はい。もしかしたらなにか変化が出てくるかもってアイディアがありまして。その、確証があるわけじゃないですけど」

「うん、いいよ。試してみようか」

「ほんとにいいんですか？　試していいですかっ！」

　バンッ、とテーブルに手をつくと、腰を浮かしてぐいっと身を乗り出してくる。

「って、顔近いから！　興奮しすぎ！」

「あ、す、すいませんっ」

　花穂は椅い子すに座りなおして、気持ちを落ち着かせるように深呼吸した。ひとつひとつの動作が大げさでコミカルで、やっぱり和むなぁ。

「ちなみに、私の特訓はかなり厳しいですよ？」

「大丈夫。どんなことでもするよ」

　今は何でもいい。とりあえず、色んなことを試して、きっかけを摑つかみたい。

「一度やるって言ったのに、やっぱりやらないってのは無しですからね？」

「男に二言は無いよ」

「そですか」

　なぜか花穂が少し緊張した面持ちでスプーンを握りしめた。

「ちなみに楽器とか弾いた方がいい？」

　花穂の試したいことがどんな事かはわからないけど、演奏が必要であれば、学院の音楽室に戻るか、適当にスタジオを借りるかするのが早そうだな。

「いえ！　ここで大丈夫です！　すぐ試せますので、早速やってみますねっ！」

　そして花か穂ほはフルーツパフェのアイスをスプーンで掬すくうと、僕の方へと差し出してきた。キラキラと瞳ひとみを輝かせ、にへりとその頰ほおが緩んでいる。

「…………」

「えへへ」

「……えっと、なに？」

「なにって特訓ですよ。この状況をみれば今タケルさんがすべき事は一目瞭然です。はい、タケルさん、あ～ん」

「いやいやいや、意味がわからないから！　この展開の意味がわからない」

　僕の音に欠けているものを見つけるための試してみたいことが、なぜこんな形にっ!?

「タケルさん、何でもするって言いました。男に二言はないよって言いました。今さっき言いました」

「それは確かに言ったけど、これと花穂が気持ちよく歌えることになんの関連性があるんだ？」

「はぁ～。タケルさん、なにもわかってないです。いいですか？　演奏中の歌姫カンタトリスと奏士トルヴエールの間に必要なものは一体感だと言えます。それは演奏の前に調律チユーニングをして、ふたりの精神を接続することからも正しいと言えると思います」

「うん」

　とりあえず頷うなずく。

「そして私は思うのです。私とタケルさんの精神的な結びつきはまだまだ弱いと。だから、あれですよ。こうやってひとつの食べ物を一緒に食べることでふたりの心の距離が近づき、一体感をさらに高めることができると私は思うのですよ」

「なるほど」

　多少無理のある理論展開だけど、一応納得ができないわけではない。その行為自体は些さ細さいでも、それを行うことで多少なりとも心に影響を与えるのは間違いないのだから。

「少なくとも私は歌ってる時にこのことを思い出せば、今まで以上にタケルさんのことを身近に感じられて、もっと気持ちよく歌えると思うのです。だから、お願いしますっ！」

　まるで告白でもするかのような勢いで僕にスプーンを突き付ける花穂。

「て言うか喫茶店で男の人にあ～んってするの、一度やってみたかったんです！　小さい頃ころから何回も妄想してた憧あこがれのシチュエーションなんです！　お願いしますっ！」

　って花穂さん、願望が全力で暴走して口から飛び出してますよ。

　そんな様子が面白いのか、気がついたら周囲のお客さんの視線を釘くぎ付づけにしていた。なんか、ひそひそと内緒話もしてる。みんな妙に楽しそうだ。

　確かに僕も客の立場だったら絶対に見てしまうだろうけど、自分が晒さらされるとなんとも言えない気持ちになる。

「さあタケルさん。はい、あ～ん！」

　鬼気迫る表情で僕にスプーンを突き出している花か穂ほ。

　いやまあ、もしこれで本当に少しでも花穂にとっていい演奏が出来るようになるのだったら儲もうけもんだし、別にそこまで躊ちゆう躇ちよするようなことでもない。

　調律チユーニングと称して人前でキスまでしている僕ぼく達たちだ。今更あ～ん如きで本気で尻しり込ごみすることもない。

　ただ、そんな小さい頃ころから何度も妄想するような憧あこがれのシチュの最初の相手が僕でいいのかな？　そういうのは好きな相手のために取っておいた方がいいんじゃないかな？

　なんてことを考えながらも、練習相手としてはパートナーである僕は丁度いい相手なのかもしれないと思い直して、スプーンを口に含んだ。

　口に入れたアイスは非常に甘ったるかった。けど、

「えへへ～」

　目の前で満足そうに微笑ほほえむ少女の声はもっと甘ったるかった。そして上目づかいで頰ほおを赤らめながら続ける。

「……間接キスですね？」

「あまりにも定番なセリフだね、それ」

　口の中でとろけているアイスクリームくらいにべたべただ。

「いや、だって、あ～んをやったら言ってみたいじゃないですか。定番は定番で大切なんです。お約束万歳ー、こそばゆさ満載ー」

「でも、そんなの今更だろ？　僕たちすでにキスしてるわけだし」

「あ、あれは調律ですよー。キス違いますー」

「んじゃ、今のも特訓なんじゃないのか？」

「はっ！　そうでした！　じゃ、じゃあ、今のは間接特訓でした。えと、やり直しますね」

　こほんとわざとらしく咳せき払ばらいをして仕切り直す。これはきっと花穂の癖なんだろう。

　で、上目づかいで少し照れながら、甘く囁ささやく。

「……間接特訓ですね？」

　って、一気にワケがわからなくなったなおい。そして音の響きだけで聞くと非常に嫌な感じの特訓だった。骨が軋きしみそうな。

「さぁタケルさん、まだまだ特訓は続きますよー。私の特訓はとてもハードなのです」

　そして再びスプーンで、今度は生クリームとバナナを掬すくうと満面の笑みを浮かべながらこっちへさし出してくる。

　すでに特訓でもなんでもないよな、これ。すでにというより最初からだけど。

　でも、花穂の楽しそうな顔が見れたんだから悪くはないのか、なんてことを思ったりしてる時点で僕もきっと楽しそうな顔をしているんだろう。

　そういう意味ではこれも特訓なのかもしれない。

　花穂と僕との距離感は確かに少し縮まったような気がしているんだからさ。





　　◇◇◇






　花か穂ほと別れた後、僕はなんとなく夜の新しん神か奈な川がわ中央通りをぶらぶらしていた。

　今日一日で僕を取り巻く状況が大きく変わってしまった気がするので、少し頭の中を整理したかったのだ。

　新神奈川中央通りは、海側のウォーターフロント地区と神楽かぐら特とつ区くの中心地である平和記念広場を繫ぐメインストリートだ。

　通り沿いには様々な店が軒を並べ、道端には新鮮な果物や焼いた肉などを売る露店が出ていて、毎日がちょっとしたお祭りのように活気に溢あふれている。

　そして、その活気を象徴するように、街の至る所で音楽が流れているのが神楽特区の一番の特徴と言えるだろう。

　カンタトリス音楽院を中心とした特別行政区という意味合いから『音楽特区』と名付けられたこの区域も、今ではそれを抜きにしても音楽特区の名に恥じない街へと成長している。

　今現在もこの通りのあらゆるところで様々な音楽が搔かき鳴ならされていた。

　駅前のロータリーにはミュージシャンや奏士トルヴエールを志して弾き語りをしている若者たちの姿が目立つし、通り沿いにあるライブハウスや生演奏をウリにしているカフェなどでは熟練の演奏者たちが連日耳の肥えた客を楽しませている。

　もちろん、カンタトリス音楽院の学生たちのアルバイトの場になっていたりもする。

　そんな音楽に溢れた中央通りを南へと歩いて行くと、やがて潮の香りがしてくる。

　新神奈川ウォーターフロント地区。一気に近代化の進んだ神楽特区の中でもっとも近代化の進んだ地域だ。

　海の玄関として賑にぎわいを見せている新神奈川港に隣接するのは、観覧車や小型のジェットコースターを有する海浜公園。夜景の綺き麗れいなデートスポットとしてカップルたちの絶大な支持を集めている。

　で、その周辺には高層のビルがずらっと建ち並び、世界中の企業がそのビルにオフィスを構えていた。

　そんなウォーターフロント地区の中でも一際目を引く建物が『カンタトリス記念コロッセオ』だ。

　最大収容人数二万人のアリーナタイプのイベント施設で、世界規模のスポーツの大会やコンサートなどが行われる施設としてその名を轟とどろかせている。

　多目的なイベントホールではあるけど、もともとは来武ライブを行う為に造られた施設であり、当然のごとく一週間後の『音楽祭』もここで行われる。

　正直、こんな大きな会場のステージに立つのかと思うと、今から心臓がバクバクしてしまう。二万人の観客が見つめるステージに立つなんて、どんな感覚なのかまったく想像もつかないしな。

　なんてことを考えながら、カンタトリス記念コロッセオの入場口脇わきに設置された大型映像スクリーンに視線を移し、僕は思わず立ち止まってしまった。

（──あれは）

　スピーカーから流れるのは耳になじんだポップソング。それはテレビのＣＭなどでもよく耳にする、世界的なヒットソングだ。

　スクリーンの中では、豪ごう奢しやなセットの組まれたステージ上でひとりの女の子が歌っている。

　ツーサイドアップにした栗くり色いろの髪がダンスにあわせて華麗に舞う。

　端整な顔立ちに瑞みず々みずしく張りのある肌。それだけでも思わずため息が出てしまうような美少女だけど、勝ち気な印象を与える大きな瞳ひとみが彼女の魅力をより高める感情豊かな表情を作り上げていた。

　魅せることを意識して作られたステージ衣装からすらっと長い手足が伸びる。全身で歌を、感情を、世界を表現する。圧倒的なまでの表現力。

　客席を埋め尽くした観客は彼女の一挙手一投足に心を奪われていた。

　姫ひめ咲さき明あ日す香か──それが彼女の名前だ。

『日本の宝石歌姫ビジユカンタトリスが遂にカンタトリス記念コロッセオに登場！　世界最高クラスのライブパフォーマンスを見逃すな！』

　そんなナレーションと共に、その映像は終わった。どうやらコンサートのＣＭ映像だったらしい。

　僕はそのＣＭが終わったあとも、ぼんやりとスクリーンを眺めていた。

　スクリーンには次々と近日公演予定のコンサートやスポーツの試合のＣＭが流れていく。けど、そんな情報は僕の脳内を右から左へと通り抜けていった。

　脳裏に残っているのはさっきの女の子の姿のみ。

　姫咲明日香──日本が誇る宝石歌姫。

　僕たち奏士トルヴエールや歌姫カンタトリスの研修生はカンタトリス音楽院を卒業すると同時に学院からライセンスが授与され、正式に歌姫、奏士として認められる。

　そして、それを持って希望する国と契約することによって、その国の国家公務員として活動することになるのだ。

　所属する歌姫の質や量は、ステータスとしてはもちろん、政治的、外交的な意味合いからも非常に重要になってくるので、各国、歌姫の獲得は国政の最優先事項として捉とらえている。

　特にＣ９シーナイン（歌姫先進９ヶ国）と呼ばれる国はそれぞれ十人以上の歌姫を所属させている。

　そんなＣ９に所属する歌姫の中でそれぞれ筆頭に位置する歌姫は、尊敬と畏い怖ふの念をこめて宝石ビジユの称号が与えられ、宝石歌姫ビジユカンタトリスと呼ばれるのだ。

　世界に九人しかいない宝石歌姫。僕なんかとは天と地ほどに才能の差があるエリートの中のエリート。

　悔しいけど、その才能を存分に発揮したパフォーマンスに見惚れてしまっていた。ＣＭ中のたったあれだけの短い映像だって言うのに、惹ひかれてしまった自分がいたのだ。

　だからだろうか。注意力が散漫になっていた。

「……よっ、と」

　上空からそんな声が聞こえてきたとき、避けることもせずにただ声の方を見上げてしまった。

　ちょうど僕の立っているこの場所は大きな木の下になっていた。

　その枝のひとつから飛び降りたのは純白の布切れ。それがものすごい勢いで降ってくる。

「「へ？」」

　ふたりの声が重なった。ひとつはマヌケな僕の声で、もうひとつは思いがけない存在に驚きをあらわす少女の可か憐れんな声。

「ちょ、ちょっとどきな──」

　そこで僕の顔は柔らかくて温かくて白いモノに包まれた。

「──さいよっ！」

「げふっ！！！」












　そのままものすごい勢いで後頭部を地面に叩たたきつけられる。

　視界が白一色に染まったかと思うと、すぐさまチカチカと明滅した。そして後頭部を襲ってくる激痛。

「ふががががが……っ！」

　痛みから自然に出た僕の叫び声は、弾力のある温かなナニかを包むすべすべした布地っぽいものに阻まれてもごもごと篭こもった音になった。

「んひゃっ！」

　びくんっ、と僕の顔に押し付けられたナニかが反応する。それは、ぐりぐりと柔らかく形を変えながら僕の鼻を圧迫してくる。

　そこから、なんか妙に甘酸っぱくてドキドキする匂においがするし……って、なにがどうなってるんだっ!?

　と、とりあえず身体を起こして状況の確認を……。

「ちょっ、あっ……やっ！　もごもご動かさないでよっ！」

　そうは言われても、こうも顔を圧迫されたままだと息もまともに出来なくて苦しいし。

　なんとか顔を動かしながら、無む理り矢や理りに息を吸い込む。

「んはっ、い、息、だめっ！　す、すぐにどくから大人しくしてなさいって！」

　そして僕の顔を圧迫していた物体が遠ざかっていく。

　視界が開けるにしたがって、それが何なのか認識できた。

　僕の顔から遠ざかっていくものは柔らかそうなお尻しりを包み込んだ純白のパンツだった。

　えっと、つまり、僕は空から降ってきたお尻に押しつぶされて……ってことは、今まで僕の顔に押し当てられていたものはアレなわけで、だから甘酸っぱい匂いが……。

　って、え────っ！！！

　今度は別の意味で頭の中が真まっ白しろになった。

「こ、このっ！　変態っ！　女の子の大切な所をモゴモゴしてっ！　変態っ！　痴漢っ！」

　すぐさま少女の泣きそうな声での罵ば倒とうが飛んでくる。

　って、確かに行為自体はあれな感じだったけど、でもそれは僕のせいじゃなくて、むしろ被害者と言うか、オイシイって気持ちが全く無かったとは言えなくはないけど、ここは男子として一応反論をしておこう。

「キミがいきなり飛び降りてくるのがいけないんだろ！　普通、下に誰だれかいないか確認するでしょ？」

「だってこんなところに人がいるな──っ！」

　そこで僕と少女は顔を見合わせて、そして硬直した。

　頰ほおを紅潮させ、大きく肩で息をするその少女の姿には見覚えがある。見覚えがあるも何も、今さっきそこのスクリーンで見たばっかりだ。

　可愛かわいらしさと美しさが同居した絶妙なバランスで成り立つ容よう貌ぼうの中で、意志の強そうな瞳ひとみがじっと僕を睨にらみつける。

　そして圧倒的な存在感は選ばれた人間にしか持つことの出来ない特別なものだろう。

「姫ひめ咲さき……明あ日す香か……」

　かすれた声が自然とこぼれ落ちた。

　目の前にその少女の姿を確認しても、それが現実のものとは一瞬認識が出来なかった。

「…………」

　少女はさっきまでの熱い興奮が一気に冷却されたかのように、冷淡な表情を浮かべた。

　まるで冬に湖の水が凍りつくように、表情が硬く冷たく固定化される。

　その視線はまるで親の敵でも見つけたかのように敵意がこもっていた。

　数秒の間、沈黙が流れ──そして一言、ボソリと吐き捨てる。




「……裏切り者」




　──これが僕とあまりにも優秀すぎる妹との、一年ぶりの再会だった。






２章　─漲みなぎる花穂と山中合宿─









　さて、この辺で姫咲明日香、つまり僕の妹の話をしておく必要があるだろう。

　姫咲明日香という名前を知らない人間は世界中を探してもさほど見つからないと思う。

　きっと、僕の名前を知っている人間の数よりも、姫咲明日香の名前を知らない人間の数の方が少ないであろうという現実は少し切なくもあるのだけど、事実なのだから仕方がない。

　つまり、それくらい姫咲明日香の認知度はずば抜けている。

　アメリカの大統領にメジャーリーグや欧州プロサッカーリーグのトップ選手。世界的映画俳優と肩を並べる、もしかしたらそれ以上の認知度と言っても良い。

　歌姫カンタトリスと呼ばれる職業は、希少であり、魔法使いという規格外に神秘的な存在である。と同時に、アイドル──つまり純粋な意味でみんなの憧あこがれなのだ。

　その中でも世界にたったの九人しか存在しない抜きん出た存在である宝石歌姫ビジユカンタトリスともなれば、それはもう世界的大スターなわけだ。

　人気的にも、影響力的にも、金銭的にも。

　事実、姫ひめ咲さき明あ日す香かの才能はその地位に恥じないだけの素晴らしいものがあった。

　まず第一にめちゃめちゃ可愛かわいい。街中ですれ違ったとしたら男女問わずに百人中九十人は振り返ってしまうだろう。

　残りの十人は特殊な嗜し好こうの持ち主か、視力に問題を抱えてしまっている人か、自分にしか興味を抱かない自信家か、もしくは今の僕かだ。

「人間大切なのはルックスじゃなくて中身よ」なんて言葉をよく聞くけど、それは建前であり間違いだなんてことは人生を十年ちょっと生きればみんな自然と悟る。

　顔が良いに越したことはない、と。というか圧倒的に有利だと。人の印象ってのはまず外見で決定するものなのだからさ。

　ブサイクの失敗はどん臭くさいとマイナス査定になるのに、美人の失敗は可愛いとプラス査定になるんだから、世の中って言うのはほんと不公平に出来ているもんだ。

　では、姫咲明日香の中身はどうなのかと言うと、これまた非の打ち所が無い素養の持ち主だったりする。

　勉強は小学校の頃ころから全教科で常に学年トップ３には入っていたし、運動は陸上、水泳などの個人競技は軒並み全国レベルの記録を保持している。

　団体競技でもソフトボールにバスケ、バレーなどの各部から助すけっ人と要請が引っ切り無しに届くくらいの実力は持っていた。

　僕が努力に努力を重ね、一ヶ月かけて出来るようになったリフティング百回を見よう見まねで始めて僅わずか三十分で達成したときなんかは、さすがに僕も頭を抱えてうずくまったものだ。

「足の甲の中心でボールの真ん中を蹴ければ真上にあがるし、コツさえ摑つかめば簡単だよね」とか笑顔で言われてしまったら、もうなにも言えなくなってしまう。

　こっちはそのコツを摑むのに何日も練習に費やしたって言うのに。

　まあそんな感じで明日香は正真正銘の天才であり、そんな天才と常日頃から比較され続けた僕は日陰街道まっしぐらな学生生活を送っていた。軽くトラウマになっていると言っても過言ではない。

　かと言って僕が明日香のことを嫌いかと言えばそんなことは無かった。

　基本的に僕は楽観的で割り切りの早い性格をしているし（そうならざるを得なかったって言うのが正解かもしれないけど）、明日香は明日香でまったく嫌いや味みのない性格をしているからだ。

　だから僕と明日香の兄妹きようだい関係は悪くはなかった。むしろ良かったと言えるだろう。

　なんせ明日香は人懐っこい。いや、正確には兄懐っこいと言うか、ぶっちゃければ僕懐っこい。なぜか知らないがこんな僕にものすごく懐なついていたのだ。

　さっきのリフティングの件に関しても、結局のところ明日香は僕に褒ほめて欲しくてわざわざ僕の目の前で僕の記録をあっという間に塗り替えるという暴挙に出たわけで、そこには何の悪気もなかった。

　サッカーボールを胸に抱えて「えへへ」と嬉うれしそうにハニカミながら、褒ほめて褒めてとアピールしてくる妹に対して嫉しつ妬とや劣等感を抱くのは致し方ない事とはいえ、嫌悪感を抱くことはまったくなかった。

　中学に入り、抜群の美び貌ぼうと運動神経を持つ明あ日す香かはそれこそ毎日のように各運動部から入部のお誘いを受けていた。けど、明日香はそのすべてを断った。（助すけっ人とで参加するのを条件に諦あきらめさせていたみたいだ）

　兄としては当然ながら疑問に思う。いつものように僕の部屋でふたり、まったりと読書などをしていた時に、僕は明日香に聞いた。どうして部活動に入らないのかって。

　そしたら返ってきた答えは「部活になんて入ったら、こうして兄さんと一緒にのんびりできないじゃない。兄さんと一緒の部活だったら入ってもいいけど」という、とてつもない素敵ワードだった。

　不覚にも妹に少しときめいてしまったりもした。妹とはいえど超絶美少女だし。

　ちなみに、そのころの明日香は学校から帰ってきてから眠りにつくまで、ご飯とトイレとお風ふ呂ろの時間以外は僕の部屋で過ごしていた。

　正確には僕のベッドの上で過ごしていた。ノースリーブのシャツにホットパンツという健康的な肢体がムキ出しな格好で、僕のベッドを占拠し続けるという破廉恥な行為に対し、僕は一応苦言を呈ていしてはみた。

　しかし明日香は「なになに？　兄さんは妹の健康的な太ももとかに欲情しちゃうわけ？イケナイ兄さんだな～♪」とか言って、むしろより嬉しそうに僕のベッドの上でゴロゴロしやがるのだ。

　なので、僕の布団と枕まくらには明日香の甘い匂においが染み付いてしまい、毎晩その布団に包まれる僕はもうほんと大変だった。いや、ほんとに。

　そんな感じで僕に懐なついていた明日香は、いつでも僕の味方だった。

　その圧倒的なまでの才能を遺憾なく発揮して、常に僕にとっての最強の味方だった。

　明日香が激しい感情を──つまり敵意を顕あらわにするのは僕を守る時、僕に対して敵対的な行動をとる相手に対してだけだ。

　妹に守られる兄って言うのもどうかとは思うけど、妹の方が優秀なんだから致し方ないことだろう。

　実際は僕がどうこうするまえに、明日香が出てくることで大抵の問題は一瞬で片がついてしまい、僕が何かをするってことはまったくもって無かったってことなんだけど。

　どんだけ妹に甘やかされているんだよと自分でも思わなくもなかったけど、それで妹が得意げに、嬉しそうに「兄さんはわたしが守ってあげるから。嬉しい？」とか言って笑えるんだったら、それはそれでまあ良いかとも思っていたわけで。

　そんな風に、どんな時でも、無条件に、僕の味方で在り続けた明日香は、




　──僕が母さんを殺してしまった時でさえも、僕の味方だった。




　せめて、責めるなりなじるなりしてくれれば良かった。けど、明あ日す香かは母さんの亡なき骸がらの前で呆ぼう然ぜんとする僕に、いつものようにまっすぐな瞳ひとみのままで「兄さんは悪くないから。大丈夫だよ」と笑ってくれた。

　僕をぎゅっと抱きしめて、兄さんはなにも間違っていないと、僕以上に自信を持ってそう言葉にした。僕を肯定した。

　明日香はどこまでも優秀で、どこまでも強くて、どこまでも美しくて。

　そして、どこまでも僕の、愚かさのあまり母親を殺してしまったこの僕の味方で在り続けた。

　未み来らい永えい劫ごう、きっといつまでも僕の味方であることを選択してくれただろう。

　──だから。

　だから僕は逃げ出した。堪えられなくなったんだ。

　僕が明日香の側にいることが。明日香の側に僕がいることが。

　そして、中学を卒業したその日に、僕は明日香には内緒のまま家を飛び出した。名字を変え、住居を変え、それまでとはまったく違う生活を始めて一年とちょっと。

「──油断してたよなぁ」

　明日香とはもう二度と会わないと心に決めていたのに。

　明日香がライブツアーで神楽かぐら特とつ区くに来ていることは当然知っていた。会場がカンタトリス記念コロッセオだっていうことも知っていた。

　なら、あの場に明日香がいる可能性があることを僕は知っていたはずだ。にもかかわらず、僕はあの場所に行ってしまった。

　明らかに失敗だった。

　明らかな失態だった。

「……裏切り者、か」

　確かにそのとおりだ。あんなにも僕の味方で在り続けてくれた妹の願いを何一つ叶かなえずに、何一つ言葉も告げずに逃げ出したんだから。

　わかっていた事だし、覚悟していた事だった。

　けど、実際に面と向かってそう言われると心にくるものはあった。

　あの瞳の冷たさは予想以上に堪えた。

「痛いなぁ……」

　ずきずきと胸が痛む。どうやら、思った以上に僕は妹のことが好きだったみたいだ。

　けど……まあ、それは仕方ない。それは僕が甘んじて受けるべき傷なのだから。僕がずっと抱えていくべき傷だ。

　そして、今度こそ、僕はもう二度と明日香には会わない。

　そう心に誓い、学校へ行くためにドアを開けたところで──目があった。

「「……あっ」」

　なんとも間の抜けた声がまた重なる。

　ひとつは思いがけない存在に驚いた僕の声で、もうひとつはマヌケな少女の声。

　アパートの真ん前にある電柱に身体を半分隠したまま、いたずらの見つかった子供のような表情を浮かべた美少女は誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいした後、何を思ったか堂々と胸を張って電柱の陰から出てくる。

「奇き遇ぐうね。こんなところで兄さんと会うなんて。まるで宝くじにでも当たったかのような気分だわ」

　びっくりだ。

　その行動そのものにもびっくりしたけど、なによりこの状況下でそこまであからさまな噓うそを堂々と言える我が妹に。いや、だからこその明あ日す香かって気もするけど。

「別に奇遇でもなんでもないだろ？　ここは僕の家なんだから」

「わ、わたしはまったくもってそんなこと知らなかったもん。わたしがここに居たのは偶然だもん。だから奇遇だもん」

　手にはパンとパックジュースのゴミが入ったコンビニの袋。きっとアンパンと牛乳だろう。うんうん、張り込みと言ったらアンパンと牛乳だよな。

　明日香、昔っからちょっと懐なつかしめの刑事ドラマ大好きだったもんな。

　そして目の下には隈くま。服装は当然、昨日会った時のままだ。

「ゆ、優雅に朝の散歩をしてたら、いきなり兄さんがあらわれてびっくりしたわ」

　まったくもって説得力ねー。

「な、なによ、その顔はー」

「いや、すごい偶然ってのがあるもんだなと人生の奥深さを実感していたところだよ」

「ほ、ほんとに偶然なんだからね！　勘違いしないでよね！　別にわたしは兄さんの後を付けて来たあげく、一晩そこの電柱の陰で兄さんの部屋を監視してたとか、そんなことは絶対にないんだからね！　まったく、相変わらず兄さんの過剰な妄想力には困ったもんだわ」

　腕を組むと、つんと尖とがった形良い顎あごをついっと持ち上げて偉そうに言う。

　懇切丁寧な状況の説明をありがとうと伝えたい。つか、なにしてるんだこの宝石歌姫ビジユカンタトリスは。

「と、とにかく、これは奇遇なんだから変な想像とかしないでよね！　わたしは絶対に兄さんのことは許さないんだから！　もう、二度と顔も見たくないわ！　ふんっ！」

　もはや小説の中にも存在しないような化石的ツンデレキャラを盛大に演じた末に、パタパタと走り去っていく少女の後ろ姿を僕はぼんやりと見つめた。

　見つめたというより呆あつ気けにとられたというか、それともなんとなく懐かしかったというか。

　そういや、こういうヤツだったよな。猪ちよ突とつ猛もう進しんで、目的のためなら手段を選ばない。

　僕の妹は、僕に対する執着のためなら、ものすごい行動力を発揮するヤツだった。それでいて、結構アホで。

　まあそんな感じで、僕の二度目の心の誓いはたったの二秒で砕け散った。





　　◇◇◇






　それにしても、運命ってヤツは何かひとつの小さな出来事を契機に、連鎖的に、加速度的に回り始めるものなのかもしれない。

　例えば昨日の来武ライブ演習で負けなければ、その後の学院長との会話は発生しなかっただろうし、であれば退学の話も出なかった。

　退学の話が出なければ、あの時間に僕がコロッセオに行くこともなく、つまり明あ日す香かと再会することもなかったわけだ。

　偶然の積み重ね──それを必然って言うのかもしれないけど、運命ってヤツはホント不思議なもんだとか考えてしまう。

　昨日の午前中まではまったく想像もしていなかった状況に、たったの数時間でなっちゃうんだからな。

　ま、そうなってしまったからには全力を尽くすしかないわけで、花か穂ほと一緒に来武で勝ちたいし、退学になるのはやっぱり嫌だ。

「おし、気合い入れていくぞ！」

　ってな感じで意気揚々と学院のエントランスに足を踏み入れた僕は、その瞬間に出で鼻ばなを挫くじかれた。

　あー、うん、これでこそ学院長だよね。まったくもって期待を裏切らない。つか僕を弄いじることに対して全力を尽くしすぎだ。それも思いもよらない方法によって。

「──学院長っ!!」

　僕はそのうしろ姿に怒鳴りつけた。

「ん？　こんな朝から、どうかしたのかしら？　そんなに興奮して」

　脚立に登り、エントランスの壁にぺたぺたとポスターを貼はり付けるその手を止めた学院長が、ゆっくりと振り返る。僕と目を合わせたあとに、

「ああ、ごめんなさい。朝からこんなにも刺激的な角度で私のエロス溢あふれる太ももを目にしてしまったら、童どう貞ていであるキミが興奮してしまうのも無理のないことよね」

　悟ったような目をして優雅にそう呟つぶやいた。

「誰だれもそんなもので興奮していない！　あとさりげなく童貞言うな」

　確かにこうして見上げる学院長の太ももと、見えそうで見えない絶妙なバランスで隠されているミニスカートの中身に興味が惹ひかれないことはないけれど。

「そう。もう私の太ももには童貞を興奮させるだけの色気はないってことなのね。そんなものって……」

「いや、そこで落ち込まれても。あと童どう貞てい言うな」

「もしくはキミがすでに普通のパンチラ程度では興奮できない神の領域にまで達してしまっているのか……童貞なのに」

「僕は健全な男子です。あと童貞言うな」

「健全なロリコンなのね」

「学院長の言う健全の意味を疑いますよ。ロリコンは健全ではありません。これは青少年育成的な観点から見ても──」

「黙りなさい！　そんな上辺だけのご託はどうでもいいの。事実として私のローアングルに興奮できないってことは、キミはすでに十代後半には反応しないってことでしょ？」

「そういう意味で興奮してないと言ったわけじゃない！」

「ふうん。では、キミはあくまでロリコンでないと主張するのね？」

「当たり前です」

「わかりました。であれば、ここで声を大にして宣言してちょうだい。ロリコンでない僕は大人である学院長の扇情的な太ももを見て、今すぐにでもしゃぶりつきたくて堪たまらないですと」

「学まなび舎やの入り口でそんなこと言えるかー！」

「そう、がっかりだわ」

「僕の方ががっかりですよ」

　何な故ぜ、朝からこんな場所で、美人とこんなにも残念な会話をしないといけないのか。

「じゃあ、何故キミは朝からそんなに興奮しているのかしら？」

　学院長は脚立を降りると、僕の目の前に立った。ふわっと、やっぱりいい匂においがする。

　黙ってさえいれば完かん璧ぺきな女性なのになあ、ほんと勿もつ体たい無ない。

「あなたが今貼はり付けているそのポスターのせいです。なんなんですか、そのポスターは」

「うふふ、なかなかの出来でしょ？　昨夜、寝ずに作ったの。私の会心の作品よ」

　いや、心から誇らしげな顔をされても。そんな顔をされたら気勢がそがれるじゃないか。

「確かに出来自体はすごいと思いますけど。デザインとかまるでプロの仕事かと見み紛まがうばかりですけど。僕が問題にしているのはその中身です」

「ん？　なにか問題でもあるかしら？」

　しれっとした顔をしながら小首をかしげる。心から何の問題もないと思っている、そんな表情だ。

「大ありですよ。そのキャッチはなんですか！　『奏士学科一年、神かん凪なぎタケル。運命の一戦！　負けたら即退学！　勝ったら即処女喪失！』って！　意味がわかりません」

「ん？　負けたら即退学で、勝ったら即処女喪失って意味だけど？」

「そういう意味で意味がわかんないと言ったわけじゃない！」

「はぁ、まったく、キミの言うことはよくわからないわ……まるで禅問答のようね」

　学院長はやれやれと肩を竦すくめて首を横に振った。

「無理やり話を難解な方向に持っていかなくてもいいので。話が先に進まないじゃないですか」

「もう、ほんとキミはすぐに怒るのね。カルシウムが足りてないんじゃないかしら？　牛乳飲んでる？　牛乳」

「学院長が怒らせるようなことをしてるんですよ」

「仕方ないじゃない。私はツンデレって設定なんだから」

「ツンデレが可愛かわいいとか許されるのは十代前半までですよ。学院長はすでに──」

「ん？　キミはなにを言おうとしてるのかしら？」

「な、なんでもないです！」

　うおー怖こええー。自分からは振るくせに、人から言われるとガチになるんだからな、年齢の話題。って自分で話を脱線させてどうする。

「こんな大々的に僕の退学のことを世に知らしめなくてもいいでしょう。わざわざポスターまで作って」

「でも、その方が盛り上がるでしょ？　テレビ企画のＣＤ何万枚以上売れなかったら即解散なアイドルグループみたいな？」

「僕の進退にそんな盛り上がりはほしくない！　それに、処女喪失とか！」

　昨日のご褒美と言う名の罰ゲームは冗談じゃなかったのかよ。

「えっ？　も、もしかしてキミ、すでに経験者っ!?　そ、それならすぐに書き換えないといけないわ！　ど、どうしよう……」

「んなわけあるかっ！　そこでオロオロするな！」

「び、びっくりさせないでよ。はぁ～、心臓が止まるかと思ったわ」

「あなたのそのリアクションに僕の方がびっくりですよ」

　まったく、隙すきあらば話を脱線させようとするんだから。ついついツッコミをしている自分がいてびっくりするわ。

「できる事ならこのポスターを今すぐ剝はがして欲しいんですけど」

「それは出来無い相談ね」

　学院長は即答した。

「どうしてですか？」

「だってキミは自分から表舞台に立つのを極端に嫌がる性格をしてるでしょ？　でも、今回はそうは言ってられない。自分に対しても周囲に対しても丁度いい言い訳が出来たじゃない。自分は無理やり音楽祭の主役にされたんだって。だから張り切るしかないって」

「うぐ」

　確かに。まあ確かにそうなんだけどさ。

「それにこうした方がキミを追い込めるしね。そうすればキミはさらに本気にならざるを得ない。つまり、これは私なりの頑張ってというエールなわけよ」

　なんか、そんな風に言うのはずるいよなあ。学院長が正しいことをしているような気がしてしまう。

　やり方は多少問題があっても、ちゃんと生徒のことを考えていてくれていると言うか。

　ちゃんと僕のことを見てくれているのは間違いないことだし。

「それに、オタオタしているキミを見ていると、私はなんとも言えない幸福な気持ちになれるのよ」

「って、やっぱり半分は自分が楽しいからですよね！」

　一瞬でも少し学院長を見直した自分が馬ば鹿かみたいだ。

「失礼なことを言わないでほしいわね。九割自分が楽しみたいからよ」

「それ、自信満々に言うことじゃないですからね！」

「ちなみに残り一割はどうしても性欲が抑えられなかったの」

　善意がまったくなかった。つか性欲は抑えろよ！

「あんたやっぱり最低だ！　可愛かわいい生徒を弄もてあそんで」

「ふふ、喜ぶがいいわ神かん凪なぎタケルくん。私がここまで弄びたいと思う生徒はキミだけよ。それだけ私はキミを愛していると言ってもいいわね」

　そんな歪んだ愛情いらねー。




　ってな感じで一悶着あったあと、教室の扉を開けて中に入ると、僕は注目の的だった。

　まあそれもそうだ。いきなり大々的に音楽祭で負けたら即退学とか発表されたら、嫌でも注目を集めるわけで。

　そんな時の人である僕の顔を見るなり、花か穂ほが駆け寄ってきた。

「タケルさん、タケルさん、どういうことですかっ！」

　必死の形相で聞いてくる。

「どういうことって、花穂には昨日ちゃんと話しただろ？　音楽祭で結果を出さないと退学になるって」

「退学の件は別に問題視していませんっ」

　えー。パートナーなんだから、そこは問題視しようよ。と軽く心の中でツッコミながら。

「って言うと？」

「タケルさんの処女が奪われるなんて話は聞いてません。これじゃあ、勝つわけにはいかないじゃないですかー！」

　それが大事とばかりに断言した。

「いや、そこは勝とうよ。負けたら僕、退学だし」

「じゃあ、なんですか？　タケルさんは処女を奪われてまで、この学院にしがみついていたいと思ってるんですか？　タケルさんはそこまで成り下がってしまったのですか？」

　なんでそんな責めるような視線なんだろう？　そして、なにゆえ花穂はそんなに興奮しているのだろう？

「まあまあ、とりあえず落ち着きたまえ」

「落ち着いてなんていられませんよー。タケルさんの貞操がかかっているのに！　タケルさんの初めてをどこの馬の骨ともわからないヤツに奪われてなるものですか」

　どこの馬の骨ってこの学院の学院長なんだけどね。って言うより、それ以前にツッコミどころが満載だ。

「処女云うん々ぬんは学院長の軽いジョークだよ。だいたい僕は男なんだから処女を奪われるなんて物理的に不可能だろ？」

　そもそも女って漢字が使われている時点でおかしいし。

「いえ、タケルさんは知らないかもしれませんが、今のご時世、男子にも奪われる──」

「ストップっ！」

　僕は光速で花か穂ほの口をふさいだ。

「ふごふごふごっ」

　もごもごと暴れる花穂の耳元で懇願する。

「僕はこれ以上、花穂の口から汚れた発言を聞きたくない。僕の花穂に対する幻想を崩さないでくれ」

　ただでさえ学院長にアーシアと癖の強いキャラが多いんだから、花穂には心休まるオアシスのような存在でいて欲しい。

　昨日、今日とで、すでにそれもだいぶ崩れ始めてはいるのだけど。

　考え方を変えれば、それだけ花穂が僕に本当の姿を見せつつある。つまりパートナーとしての親密度が上がっていると考えれば悪いことではないのかもしれない。まあ、それはともかく。

「花穂は見た目通りの清純派なままでいて欲しい。これは僕からのお願いだ。ＯＫ？」

　コクリ、コクリと頷うなずく花穂。

　僕は安心して、花穂の口から手を離した。

「わかりました。タケルさんがそう言うのであれば、これ以上はなにも言いません。けど、ひとつだけ覚えておいてくださいね」

「なに？」

「タケルさんの初めてはもっと然しかるべきタイミングとシチュエーションで奪われるべきだと思うんです。だから、もし来武ライブのあとにタケルさんの身に危険が迫るようなことがあるとしたら、私はこの身を挺ていしてでも守りますからね」

　キリッと。その下がり目の眉まゆをつりあげる。勇ましく。

　言ってる内容はなんとなくカッコいいような気がしなくもないけど、前後の流れを考えるとなんとも言えない気持ちになるよなぁ。

　やっぱり女の子は総じてあっち系のお話が好きなのだろうか？　学院長の愛読書のタイトルなんて最悪もいいところだったし。

　聞いた話によると女子はプロスポーツ選手から無機物でまで、どんなものでも想像の中で耽たん美びな関係性を構築できるって話だ。

　魔法使いに女子しかいないのは、やっぱりその想像力の賜たま物ものってことなのか？

　って、そもそも、さっきの学院長といい、どうして僕は朝からこんなアホみたいな会話を続けているんだろう？

　追い込まれている状況は結構シリアスな感じだと思うのに、なんか、どんどん緊張感が薄まっていくような気がするぞ。
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「えー、１９９９年に発見された魔法は世界中で研究され、日進月歩で進化している学問のひとつです。構造的にまだまだブラックボックス化している部分も多いですが、いずれは科学などと同じように、文明の成り立ちに大きく影響を与える──」

　あまり抑揚のない声と、カツカツとチョークが黒板に文字を書く音だけが教室の中に響いている。

　負け続きとは言え、来武ライブ演習の授業はやっぱり楽しい。音楽の実習はもっと楽しい。単純に楽器を弄いじってるのは好きだから。

　けど、こういった講義は正直退屈だ。

「とりわけ魔法学の先進国と呼ばれている日本、アメリカ、イギリス、フランス、イタリア、ドイツ、中国、ロシア、そしてこの新しん神か奈な川がわ音おん楽がく特とつ区くを含めた九つの国は『Ｃ９シーナイン』と呼ばれ──」

　油断をすると瞼まぶたが落ちてくるというか、せめてその声にもう少しメリハリがあればマシなんだけどなあ。

　幻創曲レチタテイーヴオなんてわざわざ創らなくても、こうして睡眠の魔法は簡単に創り出せるんだよな、なんてことをぼんやりと考えてしまう。

　現に教室を見回してみると、うつらうつらしている生徒たちで溢あふれている。

　アーシアなんてすでに堂々と寝てるし、花か穂ほも眠気を堪えるのに必死だ。ただでさえトロンと垂れている目がますます垂れている。

「そんな歌姫カンタトリスたちの中でも、特に世界に対して大きな影響力を持つのがＣ９に所属する各国の筆頭歌姫、宝石歌姫ビジユカンタトリスと呼ばれる歌姫達です。日本の姫ひめ咲さき明あ日す香か、イギリスのクレア・ワイズ、イタリアのモニカ・フェリッリなどは積極的に音楽活動も行っているので、コンサートなどで皆さんが目にする機会も多いでしょう」

　眠気に侵食されつつある脳でも、明日香の名前には少し反応してしまう。

　昨日、久しぶりに再会した妹。今朝、再び目の前に現れた妹。

　日本の宝石歌姫で、僕には出来すぎの妹。

「また『電でん子しの翠すい玉ぎよく』と呼ばれるフランスのメアリー・マルソーは電子工学の分野でも大きな成功を収めているなど、他ほかの宝石歌姫ビジユカンタトリスとはまた違った形で世界のメディアの注目を──」

　鼓動が、トクトクと少し速くなっている。明あ日す香かの存在はあの時の記憶へと直結してしまうから。

　最近ではだいぶマシになってきたとは言え、あの時の記憶はやっぱりトラウマだ。

「逆に、最近ではほとんどメディアに出てこない宝石歌姫も存在します。ロシアのマリア・キミスナ、そしてドイツのナスターシャ・ジェンチ。ナスターシャは先の戦争で、もっとも戦績をあげた歌姫カンタトリスとしても有名ですね」

　──ドクン、とさらに心臓が跳ねた。

　心拍数が急激に上がっているのが自分でもわかる。頭がクラクラする。耳鳴りがして、自然と身体が震えだすのを、何とか抑える。

　ああ、駄目だ。この反応は──良くない。

　仮面……記憶……を、封じ、ないと──

　気持ちを……落ち着かせないと、これは、良くないから。

　大丈夫、大丈夫だから……。

　耳を閉じて、深呼吸を繰り返す。

「ただ、ここ数年、ドイツは新規に歌姫を採用しないなど、魔法に対して消極的な政策がとられているみたいですので、就職先にドイツを希望されている生徒の皆さんはその辺のことを意識しておくと良いでしょう。最近は少しきな臭い噂うわさもありますしね」

　背中を冷たい汗が伝っていく。一気に体力を消耗してしまったような、そんな疲労感が襲ってくる。

　あーもう、この授業は寝てしまおう。

　昨日、色々ありすぎて、正直快眠とまではいかなかったわけだし。

　僕は一応教科書を立てて前からは見えないようにバリケードを作って（どうせバレバレなのはわかっているけど）そこに隠れるようにつっ伏した。

　瞼まぶたを閉じると、すとんと闇やみに落ちるように、意識が途絶えた。
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　──音楽の時間。

　フィンガーボードの上で奔放に指を走らせる。

　たった６本の弦と21のフレットから鳴らされる音で、無限の旋律を構築できるのだ。

　技術はまだまだ未熟だけど、演奏することはやっぱり楽しい。

　スライド、チョーキング、ハンマリングにスウィープ。先人たちが発明し、技術として定着させた様々な奏法を絡めながら、単なる音を連ね、旋律へと変へん貌ぼうさせていく。

　その行為はそこに新しい世界を創りだすようですごくワクワクした。

　それだけに、すごく楽しいだけに、そこに技術が追いつかないことが悔しい。理想とする旋律は頭の中にあるのに、実際に奏でられる音楽は全然違うんだもんな。

　これに関しては練習あるのみなんだけどさ。技術は練習することで確実に身についていく。努力は絶対に裏切らない。それは事実だ。まあ才能の壁にぶち当たる前までは、という条件はつくけど。

　なんてことを考えた側から、ぺぎょん、とマヌケな音がこぼれた。

　う～ん、やっぱりここのフレーズでミスっちゃうんだよな。どうしてこう、僕の左手の薬指はもっと上手に動いてくれないんだろう。

　僕は集中を切って、大きく息を吐き出した。

「相変わらず難しい曲弾いてんねー、タケルくんは」

　その瞬間、ぬっと顔を出してきたのはマイルズだ。マイルズ・フィリップス。僕のクラスメイト、つまり奏士学科一年の奏士研修生である。

　その人懐っこい表情が表すとおり、非常に社交的な性格をしている。さすがアーシアと同じイタリア出身って感じだ。

「そんなめんどーな単音リフ、よく弾こうって思うよな。俺おれだったら楽譜みたとたんに諦あきらめるね」

「仕方ないだろ？　花か穂ほの曲なんだからさ」

　花穂の幻創曲は歌姫研修生イミテーシヨンの中でも飛び抜けて難しい。非常に繊細で複雑なのだ。細かく正確な演奏、様々なテクニックを要求される。

　難しいだけに、逆に楽しいってのもあるんだけど。

「花穂ちゃんの場合、魔法が魔法だけに譜面が複雑になるのもわかるんだけどな」

「ん？　どういうこと？」

「お前な～、ちゃんと理論の授業くらい聞いておけって」

　マイルズが呆あきれたように肩を竦すくめる。いかにもサボりキャラみたいな外見のくせに真面目まじめそうなことを言いやがって。まあ、実際に真面目なヤツなんだけど。

「花穂ちゃんの魔法って召喚・操作系だろ？　魔法を発動して、ハイ終了じゃなくて、むしろ発動してからが本番の。召喚・操作系の魔法は発動後に常にそれをコントロールし続けないといけないから、楽譜自体は複雑になっちまうんだよ。大味な演奏だと魔法の制御そのものが出来無いからね」

「なるほど」

「その分、一度発動させてしまえば、歌が止まるか、魔法で幻想が破壊されるまでずっと存在していてくれるから曲数のストック的に有利だし、操作が出来るから臨機応変に戦えるって強みがあるけどな」

　確かに、それが召喚・操作系の一番のメリットだろう。持久戦向きの魔法なのだ。

「アーシアの魔法なんて本人同様単純だからな。火の玉つくって発射して終了みたいな。一度発射したら、もうコントロールなんて出来ねーもん。あとは命中するのを祈るだけ。その分、演奏も楽だからいいんだけどさ」

　そう言ってマイルズはギターをジャカジャカとかき鳴らす。基本的なスリーコードのバッキング。

　ある程度コードさえ覚えてしまえば誰だれでも弾けるような、ギターを買ってきて一週間もあれば弾けるような、そんな簡単な演奏。

「俺おれ、バンド組んでもぜったいリズムギターしかできねー自信あるぜ。ソロなんてまずやりたくねーし」

「そんなことを自信満々に言うなって」

「いや、実際そうだって。逆に魂のこもったカッティングならそう簡単には負けねーけどさ」

　一転、単純なストロークから歯切れのいいカッティングへと切り替える。ミュートを交えたリズミカルで攻撃的な音が細かく刻まれる。

　言うだけあって、カッコいい。そしてちょっと悔しい。僕はこんな風にカッティング出来無いからな。

「で、音楽祭、勝てそうか？」

　マイルズがギターを弾く手を止めて、ふいに真面目まじめな顔をする。

「わからないよ。まだ対戦相手だって決まってないし」

「んまあ、そうだよな。にしても、負けたら退学ってずいぶんと面白いことになってるんだな」

「こっちは面白いで済ませられない状況なんだけどさ、実際」

「そりゃそうか」

　マイルズは悪びれた風もなくニカリと笑う。気持ちのいい笑顔だ。

「俺としては、お前とはせっかく仲良くなれたんだし、結果を出して残って欲しいとは思ってるんだけどね。けど、対戦相手になったら手加減はしないからな？」

「わかってるって。だいたい、手加減なんてしたら一発で学院長にバレるぞ」

　何だかんだ言って学院長なんだ。本気でやっているかどうかなんて、一発で見抜くに決まっている。

　あれで、神楽かぐら特とつ区くの宝石歌姫ビジユカンタトリスなんだし。

「だよなあ。ま、対戦相手にならないことを祈ってるよ。さすがに退学に追い込んだ張本人になるのは気がひけるからさ」

「逆にお前に引導を渡してもらったほうが僕的には気が楽かもしれない」

「おぉなるほど、そういった考え方もあるか。他ほかの誰かにトドメを刺されるくらいなら、この俺が、親友であるこの俺がいっそ。うん、そのほうが後腐れなくていいかもな」

　そんなことを言い合いながら、互いに笑い拳こぶしをコツンとぶつける。僕たちは親友と言える関係だった。

　出会ってから二ヵ月ほどしか経たっていないが、ふたりの間に結ばれた友情に偽りはない。友情の前には時間なんてもの関係ないんだ。

「あ、でもあれか？　お前が退学になれば、俺おれにも花か穂ほちゃんと合奏を、調律チユーニングをするチャンスが巡ってくるってことか？　お前、やっぱ退学しろ」

「手のひら返しっ!?　お前、親友じゃなかったのかよっ！」

「はあ？　なにを言ってるんだコイツは？　お前との友情なんてものは、俺の花穂ちゃんに対する欲情の前では空気みたいなもんなんだよ」

　そこはせめて愛情とか言えよ。欲情じゃなくてさ。つか、

「いいのか？　そんなこと言ってるとアーシアに言いつけるぞ？」

「ふっ！　貴様は大きな勘違いをしている。そもそもアーシアは俺のことなんかまったく眼中にないからな。あいつは俺のことを異性としてなんか見ていない。だから、まったく問題ない！　そんな脅迫など蚊ほども効かぬわ！　フハハハッ！」

「それ、カッコつけて言うには情け無さすぎる内容だからな」

「うるさい！　花穂ちゃんに唇で調律してもらえるモテ野郎には俺の気持ちなんてわからないんだ！　アーシアなんてな、頰ほおなのに調律するとき嫌そうな顔するんだぞ！　唇でなくて頰なのに！　毎日ちゃんとスキンケアだってしてるのに！」

「いや、なんかごめん」

　僕は素直に謝った。謝らないといけない空気がそこにはあった。

「謝るくらいなら今すぐ俺とキスをしてくれよ！」

「な、なんでだよ！」

　いきなりなにを言い出すんだコイツは！

「だ、だって……ほら、お前、花穂ちゃんとキスしてるわけだろ？　唇と唇でちゅっちゅしてるわけだろ？」

「そりゃあ、まあ、結果だけを見ればそうだけど」

「だったらさ、俺とお前がキスをしたら、なんて言うかさ……俺、花穂ちゃんと、か、か、間接キス、したことになるじゃん？」

　頰を染めてモジモジするな！　照れながら上目遣いで、じゃん？　とか言うな！　キモイから！　つか、なんて斬ざん新しんで残念な発想なんだ！

「だからさ、いいだろ？」

「断る！」

「なんでだよ！　花穂ちゃんの唇をひとり占めすんじゃねーよ！　俺にだって間接キスくらいさせてくれてもいいだろうがよー！」

「それ以前に僕と直接キスになってるから！　その事実に気付いてくれ！」

「そんなの間接キスの前では些さ細さいな問題だろうがぁ！」

　断言した。心の底からこの人、些細な問題と断言しましたよ。

　背中につーっと冷たい汗が流れ落ちる。もしかして僕、さりげなく貞操のピンチだったりして。

「大丈夫だよ、すぐ終わるから。夜空にちりばめられた星の数を数え終わるくらいには終わっているからさ」

「どんだけ長いキスするつもりだよ！　あと、無駄にロマンチックな！」

　躙にじり寄るマイルズ。後ずさる僕。ふたりの間になんとも言えない緊張感が漂った。

　──そんな空気を打ち破るように、




　キーンコーン、カーンコーン。




　授業の終了を知らせるチャイムが鳴り響いた。

　僕は脱だつ兎との如く逃げ出した。こんなことで男に僕の唇を奪われてたまるものか！

　ギターを小こ脇わきに抱えたまま、全力で音楽室を後にする。

「俺おれはぁぁぁ！　絶対に俺は諦あきらめないからなぁぁぁ────────！！！」

　僕の背中に、そんな恐ろしい声が掛けられたのだった。





　　◇◇◇






　──そして山の中である。時刻は夕方。

　視界に入るは鬱うつ蒼そうと茂った緑。濃い植物の匂においが否いやが応おうでも大自然を感じさせる。正真正銘、どこからどうみても山の中だった。

　どうしていきなり僕がこんなところに居るのかといえば、もちろんマイルズの接せつ吻ぷん攻勢から逃げてきたからではない。

　今から五時間ほど前。つまり、音楽の授業が終わった直後の出来事が発端となっている。




「タケルさん、合宿ですっ！」

　音楽室から教室に戻ったところで、花か穂ほが声高らかにそう宣言した。

「合宿？」

「はいです！　このままではやはり今週末の音楽祭で勝つことは難しいと思うですっ！　そこで私は思いつきました。今、私たちがやるべきことは合宿だと！」

「は、はぁ……」

　そんな花穂の勢いに思わず気け圧おされてしまう。こう見えて花穂って結構勢いで行動するタイプなんだなあ、昨日今日と。思い込んだら一直線、みたいな。

　それでいて根回しも完かん璧ぺきだった。

　なんとその時点で合宿の許可は学院長から取ってあり、音楽祭の日まで登校しなくても出席扱いになるような手続きが済まされていたのだ。

　個人的な合宿が出席扱いになる学校ってのもどうかと思うけど、それもカンタトリス音楽院らしいと言えばそうなんだろう。




　そんなこんながあって、僕と花か穂ほは今、日本アルプスへと来ていた。

　いや～、初めて来たよ日本アルプス。電車を乗り継いで四時間ほどのちょっとした小旅行だ。

「んで、わざわざこんな山の中まで来てなにをするんだ？　演奏の特訓？」

「それはもちろんしますが、今回の合宿の一番の目的は共同生活です」

　何の迷いもなく、花穂がそう言い切る。

「共同生活？」

「はい。昨日、タケルさんに相談されてから私、ずっと考えてました。今の私たちに何が必要なのかと。それで、なんとなくわかったんです。私とタケルさんの間には、まだ大きな壁があるんです」

　ぎゅーっと拳こぶしを握りしめて、力説する花穂。そんな仕草がやっぱり小動物的で可愛かわいいなあなんて思ったり。にしても──

「壁、ねえ」

「はい。だから、今回の合宿で出来る限りそれを取り除きたいと思ってます。そうすれば、タケルさんの奏でる音がもっと素直に私の心に響いてくると思うんです」

「要するに、昨日のあ～んの続きをするみたいな感じ？」

「はいです」

　まあ──わからなくもない。花穂のために演奏をするんだから、もっと深く花穂のことを知るのは確かにプラスになると思う。

　今まで見えてなかった花穂の姿を見ることによって、より鮮明に花穂の持つイメージとか、望む音やテンポだったりを摑つかめるかもしれない。

　楽譜からは決して見えない、花穂の生の感情ってものが。

　技術的な練習は当然するとして、音楽祭までの限られた時間を密接に花穂と過ごせるのは、確かに普通に学院に通うよりも効果的な気もする。

　気がするだけで、まったく的はずれなことをしているのかもしれないけど、そもそも何をすれば正解なのかなんてわからないのだ。

　この時間を有効利用して、花穂の心にもっと響く演奏をするための方法を色々探ってみるのは、正解では無いまでも間違いでも無いだろう。

「でも、こんな山奥まで来たってことは、やっぱり野宿？」

　いわゆる山やま籠ごもりってやつだ。さすがにそれはちょっとなーって思ったり。

「いえいえ、大丈夫ですよ。この先にちゃんと宿泊用のコテージがありますから。この山一帯、学院の合宿施設として利用されているらしいですよ」

「へ？　この山一帯が？」

「はい」

　こくりと頷うなずく花か穂ほ。さすがはカンタトリス音楽院。なにからなにまでスケールが大きい。山まるごと合宿施設とはびっくりだ。

　でも、歌姫同士が本気で魔法の撃ち合いとかをしようとしたら、このくらいの敷地は必要か。

　それくらい、学院がというより、魔法が──つまり歌姫の存在が規格外ってことだ。ついつい忘れがちになるけどさ。花穂とかアーシアとか学院長とかを見ていると。

「あ、タケルさん、見えてきましたよ」

　花穂が指さした先にはいかにも山小屋と言った感じの建物があった。まるで昔のアニメに出てきそうな、そんな佇たたずまいだ。

「おぉ、ちょっとわくわくするな」

「はいです。いかにも合宿！　って感じですね！」

　合宿というよりはキャンプとか、遭難とか、そんなイメージが強いけど。日常とはちょっと違うその建物にわくわくしてしまう。

「今日からあそこで、ふたりっきりの共同生活ですね」

　やけにふたりっきりを強張したような花穂の言葉。もしくは僕の耳がかってに強張しているように聞こえてしまっているのか。

　改めて考えるに、これは結構マズイことなんじゃないか？

　あのコテージの構造上、部屋が分かれてるはずなんてないし、お風ふ呂ろとかもどうするんだろう？

　夜も同じ部屋で眠るってことだよな？　僕だって健全な男子である。花穂のような可愛かわいい女の子と一つ屋根の下で眠るってことに喜びを感じないわけではないけど。

　いやいや、喜びとか感じてちゃダメだろ、これは合宿なんだから。

　もっと健全に、安全に、完全に、純然に。

「大丈夫です、タケルさん。私、ちゃんと覚悟してきましたから！　そういうの必要かもしれないって」

　まるで僕の心を読んだかのように、そんな事を言う花穂。

　なんの覚悟？　とは聞かない方がいいんだろうな、きっと。僕の精神的にも。

　って、本当になんの覚悟をしてきたんだ、この娘は。





　　◇◇◇






「うわぁ～」

　僕たちを迎えてくれたコテージは思った以上に綺き麗れいで機能的なものだった。

　こんな山奥にあるのに、きちんと掃除がされており、電気も水道も通っている。

　大きめの冷蔵庫の中には数日分の食料が蓄えられていたし、冷凍庫の方には保存食も用意してある。

　たぶん、僕たちよりも先に学院関係者の誰だれかが来て、用意してくれたんだろう。至れり尽くせりだった。

　コテージの広さはだいたい三十平方メートルくらいだろうか。奥まったところに簡単なキッチンとトイレ、お風ふ呂ろがあって日常生活に必要なものはすべて揃そろっていそうだ。

　活動スペースはロフトになっているので、建物の面積以上に空間としては広い。

　ここでなら当面の間はまったく問題なく暮らせそうだ。むしろ僕のアパートよりも環境としては優れているんじゃないかと思う。

「さあ、ではさっそく始めましょうか」

　荷物を床に下ろすなり、花か穂ほが気合いを入れてそう言う。

「はじめるってなにを？」

「もちろん特訓ですよ。さあ、タケルさん。これを着けてください」

　おもむろに鞄かばんから取り出した布切れを、花穂は僕へと差し出してきた。

「これは？」

「見ての通りです。エプロンです」

「それは分かるけど、これをどうしろと？」

「エプロンは着けるためのものですよ。知りませんでしたか？」

「いや、さすがにそれは知ってるけど、これがなんの特訓に？」

「第一回っ！」

「はい？」

「第一回っ！　タケルさん＆花穂の、はじめての共同作業、愛の料理大作戦っ！」

　ずびしと指を天へと突き上げながら、花穂が高らかに宣言した。

「つまり、これから私とタケルさんが一緒に料理をすることで、ふたりの心の距離感を近づけると共に連帯感も高め、さらには晩ご飯の用意までできてしまうという素晴らしい特訓なのです！」

　そしてテンポよく特訓の内容を説明していく。

　それにしてもこの少女、ノリノリだ。まあ、花穂が楽しそうにしているのを見ているのは好きだからいいけど。

「でも僕、まともに料理なんて出来ないよ」

　一人暮らしを始めて一年とちょっと。その生活にはずいぶんと慣れたけど、まともに料理をした回数なんてホント数えるほどだ。

　コンビニにファーストフード、ファミレスにインスタント食品など、世の中には料理なんてしなくても、いくらでもご飯にありつける方法があるから。

「そこは安心してください。だからこその共同作業ですから！」

　えへんと胸を張る花か穂ほ。

　うん、それもそうか。花穂は女の子だもんな。外見からして、いかにも家事全般は得意ですってキャラだし、安心して任せられそうだ。

　って言うか、これは期せずして花穂の手料理を食べられるという大ラッキーなイベントなんじゃないか？　他ほかの奏士研修生にばれたら半殺しの憂き目にあいそうなくらい。

　そもそもひとつ屋根の下で数日暮らすというこの状況がばれたら何をされるかわからんけど。

「んじゃあ、指示出しは花穂に任せた。包丁とかはそれなりに使えると思うから、何すればいいか言ってくれ」

「はい、任せてくださいっ！」

　元気よく頷うなずいたあと、花穂が頰ほおを赤く染めてモジモジする。

「そ、それで、タケルさんっ！」

「ん？」

「その、エプロンと言ったら、その、正装的なものがあると思うんですけど！」

「正装？　エプロンに？」

「はいっ！　その、つ、つまり、裸エプロンになったほうが良いでしょうか？」

「は、はぃ？」

　思いもよらないセリフに思わずアホっぽい声が漏れてしまった。

「ち、違いますよっ！　その、変な意味じゃなくてっ！」

　あわあわとそう付け足すけど、変な意味じゃなくて裸エプロンってどんな意味だよ？

「その、せっかくの合宿ですし、タケルさんとの心の距離を縮めるのが一番の目的でありますゆえ、私はタケルさんの望むことをなんでもやろうと覚悟をしてきたであります！」

　最後の方はまるで軍人さんのようにきりっとした態度でそう言う。

　ああ、覚悟ってそういう意味だったのね。つか、僕の望むことをなんでも!?

「なんでもって、なんでも？　つまり、なんでもってこと？」

「は、はい」

「それは、だから、その、つまり、なんでもってことだよね？」

　頭の中がぐるぐる廻まわっている。そんな耽たん美びな言葉を生きているうちに美少女からリアルで聞くことが出来るなんて！

　花穂が！　僕の望みを！　なんでも聞いてくれるなんて！

「だ、だから、とりあえずジャブ程度に裸エプロンになったほうが良いのかと思いまして。タケルさんのことですし」

　くっ、とんでもないジャブだぜ。まるでストレートのような威力だ。

　けど、これって冷静になって考えてみると、僕は軽くＤＩＳられているんじゃね？

　花か穂ほはいったい僕のことをどういう風に見ているんだろう？

　とりあえず裸エプロンだなんて、まるで特訓にかこつけて僕が花穂にエロい要求をするようなろくでなしみたいじゃないか。しかも、裸エプロンでとりあえずなんだぞ。

「で、どうしましょう？　脱いだほうがいいですか？」

「…………」

「タケルさんが望むのであれば、私は頑張って裸エプロンになります」

　暫しばしの逡しゆん巡じゆんの後、「いや、普通でいてくれ」と僕は断腸の思いで言葉にした。

　ここで流されてしまったら、その後まともに特訓なんて出来そうにないし。

「……そうですか」

　そう呟つぶやいた花穂の声に少し残念そうな響きがあったように感じられたのは、きっと僕の気のせいだろう。




　で、それから一時間ほど後。

　テーブルの上にはほかほかと湯気を上げる料理が並べられた。

　そして僕の口から発せられる言葉。

「……なにこれ？」

　純粋な疑問だった。

　僕の目の前には、今までの人生で一度もお目にかかったことのない料理が並んでいる。

「なにって見てわかりませんか？」

「ああ。全然わからない」

「本当にわかりませんか？」

「まったくもってわからない。なぜあの材料からこれが出来上がったのか、その想像すらもできない」

　確かに僕も料理の手伝いをしていたはずなのに、つまりこの料理の半分くらいは僕の手で作られたはずなのに、どうやって最終的にこの形に辿たどりついたのか、その説明はまったく出来なかった。

　まるで化かされたように。

　まるで夢のように。

　まるで魔法のようだった。

「そうですか。実はですね──」

　花穂が意味深な感じで声を潜めたあと、

「私にもわからないのです」

　ほんわり言った。

「わからないって！」

「いや～、不思議なことってあるんですね～」

　ほんわかしてた。

　僕たちの目の前にあるのは、漆黒のドロドロっとした液状っぽい何か。ほかほかと湯気を立てているのにもかかわらず、まったく美お味いしそうに見えない。

　つか、とても人が食べて良いものには見えない。

「え～と、花か穂ほって料理が得意じゃなかったの？」

「はい？　そんなこと、私は一言も言ってませんよ？」

　確かに一言も言ってないけど、お前、自信満々だったじゃんかよ。安心してくださいって言ってたし。

「いや～、たとえ素人同士でも、ふたり力を合わせればなんとかなると思ったんですけど、そうは上う手まくいかないもんですね」

　ものすごく浅はかな考えだった！

「見た目とかキャラとか、すごく料理できそうな感じなのにな」

「見た目とかキャラで私を判断されても困ります。それに、なんでも男心を摑つかむにはギャップが大切だとアーシアちゃんが言ってました。だから、料理が出来無い属性は私にとってむしろプラスになると思うのですよ」

　これまた、なんとも打算的な。

「もっと言えば、まるで黒魔術的に使った食材からはとても予測が不可能な殺人兵器的物質を創り上げるほどの壊滅的な料理スキルはさらにプラス査定なんです」

　そんな自信溢あふれた顔されても。そんなのが許されるのはあくまで創作物の中でだけだぞ。

「ちなみに参考までに聞いておきたいんだけど、花穂は何をつくろうとしてたんだ？」

「トロピカルカレーです」

「──トロピカルカレーねえ」

　言われてみれば、途中で果物を大量に剝むいたり、摩すったりした記憶はある。

　どことなくカレーを思わせるような面影もある。

　けど、なんでよりによってトロピカルにしようと思ったんだろう？　普通のカレーでいいじゃん！　それならこんな得体のしれない物体にはならなかったと思うのに！

「じゃあ、さっそくいただきましょうか」

「え？　やっぱ食べるの？」

「はい。これを食べればきっと気分は南国です。トロピカルですから」

「南国と言うよりも天国のような気がする」

「じゃあ、天国に一番近い島的な感じで」

「その表現は本来もっとポジティブな印象を与えるはずだ！」

　こんなにも抑よく鬱うつ的てきな感情を沸き起こさせるキャッチコピーでは決してなかったはずだ。

「さあタケルさん、迷っていても最終的には食べる方向に落ち着くんですから、潔く食べてしまいましょう」

「僕に選択肢はなし？」

「タケルさんが食べて、断末魔の悲鳴をあげるところまでを含めて料理なんです。ふたりの初めての共同作業ですよ」

　嫌な共同作業だなあ。初めてじゃないし。

　けど、万が一、もしかしたら、奇跡的に、美お味いしいって可能性があるかもしれない。

　合宿と言えば、同じ釜かまの飯を食った仲ってのも大切なイベントのひとつだし。

　これを食べない限り話が先に進まないのであれば、食べるしかないわけで。僕は決死の思いでトロピカルカレー（笑）にスプーンを突っ込んだ。

「今、なにかこの料理に対して失礼なことを思いませんでした？　どこか嘲笑的な」

「思ってないよ。このトロピカルカレー（嘲笑）に対してそんなこと思うはずないじゃないか」

「やっぱり思ってるじゃないですか。言い方が明らかに嘲笑を含んでました！　私は別にいいんです。今回の失敗の責任のほとんどは私にあると言っても過言ではないですから。ただ、私と一緒に一生懸命これを作ったタケルさんに謝ってくださいっ！」

「おお、見事なまでの切り返しだ。僕だけが悪者のようになっている」

　そんな会話をしながら、スプーンでトロピカルカレー（爆）を掬すくう。

　──ずる、べちゃ、ぴちゃ、どぼっ。

　到底、料理を掬っているとは思えない擬音はこの際、聞こえないことにしよう。

　なんか、スプーンからはみ出た何かがでろーんと垂れ下がっているし。なんだこれ？

「タケルさん、私も一緒に食べるんで大丈夫です。パートナーとしてタケルさんひとりを辛つらい目にあわせたりなんてしません！」












「普通のカレーにしておけば、こんな辛い選択肢はなかったんだけどな」

「せっかくの合宿なんで、より高度な辛から味みを目指したんです。結果、辛からいが辛つらいになりましたけど。てへ」

「ぜんぜん上う手まいこと言ってないからな」

　そして、ふたりしてスプーンを口に運んだ。視界の先に映った色彩がトロピカルだった。

　──そのあとの記憶は僕の脳内には存在しない。
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　山の夜は静かだ。虫の声や風が木々を揺らし葉がこすれる音。自然が自然に奏でる音色はそこにあるけれど、それでも静かだと感じる。

　普段は特に気にしてないけど、街中がいかに音に溢あふれているのかを実感する。

　時にはこうして自然の中に自分の身を置いてみるのも生きていく上では大切な事なのかもしれない、なんて知った風なことを少し考えてしまったりもする。

　電気を消して布団に寝転んでしまえば、窓から差し込む淡い月明かりだけが世界の色彩を操る。

　藍あい色いろの世界の中にぼんやりと優しい月の光。白金の明かり。柔らかな彩り。

「……タケルさん」

　ふと、隣で寝ている花か穂ほの声が響いた。

「まだ、起きてますか？」

「うん。起きてるよ」

　こんな時間に。

　布団に包まれ、暗くら闇やみに包まれたこんな時間に、こうして誰だれかと話をするというのは、ずいぶんと久しぶりのことだった。

「あの、タケルさんは、どうして奏士トルヴエールになろうと思ったんですか？」

「え？」

「その、パートナーとしては、少し気になりまして。タケルさんがどうして奏士になろうと思ったのか、その理由が」

　──奏士になろうと思った理由か。

　改めて聞かれると、それに答えるのは思ったよりも難しいことに気づく。

　あんな経験をしたこの僕が、どうしてわざわざ奏士になろうとしているのか？

　理由はたくさんあると思うし、けど、そのどれもが本当の理由ではないような気もする。

　反発、執着、憧あこがれ、後悔。様々な単語が脳裏に浮かんで、でもそのすべてにピントがあっていない感じ。だから、

「わからない」

　結局それが一番の正解のような気がするから、僕は素直にそう答えた。

「わからないて」

「言い換えるならば成り行き上、とか？　家出をして一年、不況の煽あおりをもろに受け、まともなバイトもなく路頭に迷いそうな時、せめてもの憂さ晴らしにとゲーセンで遊んでたところを学院長に拉ら致ちされて、気がついたら入学していたってのが今の僕なわけだし」

　これだけを聞くと、主体性の欠片かけらもないなー。

「まあ、それはそれでタケルさんらしいですけどね」

　花か穂ほが微笑ほほえんでいるような、微妙に呆あきれているような、そんな声で言った。

「んじゃあ、そういう花穂こそ、どうして歌姫カンタトリスになろうなんて思ったんだ？」

　当然の疑問を返す。

「それはほら、歌姫って世界中の女の子の憧あこがれですから。自分に少しでもその資質があるのであれば、誰だれだって目指しますよ」

「それもそうか」

　確かに歌姫は世界中の憧れの存在なのだから。女の子がそこに理由を求める必要なんてないのかもしれない。

　それこそ、歌姫になりたくてもなれない女の子なんて、世界中に数えきれないほどいるんだから。

「なんて」

　花穂はぼそりと、小さな声で付け加えた。

「なんて、ただの言い訳ですけどね。なんちゃってな建前です」

　もぞもぞと、花穂が布団の中で寝返りをうつ音が聞こえる。たぶん、僕の方を見ているのだろう。頰ほおのあたりに視線を感じた。

「私にはこれしかありませんから。これしかないんですよ、タケルさん」

「これしかないって？」

「言葉の通りです。タケルさんは、どうして自分にそんな才能──歌姫とか奏士トルヴエールとしての才能があったのか、不思議に思いません？　世界中にはたくさんの人がいるのに、どうして自分なのか？　不思議だとは思いませんか？」

「それは思わないことはないけど」

　それこそ運とか巡り合わせとか、そういうもんだろう。それは別に歌姫や奏士に限ったことじゃなくて。

　たとえばプロ野球選手。たとえば小説家や漫画家。俳優に歌手、声優にお笑い芸人。

　なりたくてもなれない憧れの職業なんていっぱいあるわけで。

　でも、花穂ははっきりとした声で、確信を持ったような声で、あるいは祈るような声で。

「それはきっと運とか偶然とかじゃなくて、必然なんだと思うんですよ。私には魔法が必要だったから。私には空想が必要だったから。それに賭かけるしかなかったから。だから、結果として私には歌うことが出来た。そういうことなんだと、私は思うんです」

　ぽつ、ぽつと、夏に降る雨が窓を叩たたくように、言葉をこぼしていく花か穂ほ。

「事実、私は魔法を必要としてましたから。たぶん、まわりの誰だれよりも」

　花穂は今、何を思っているのだろうか？

　それは僕にはわからなかった。

　笑っているのか、泣いているのか、嬉うれしいのか、悲しいのか。

　その言葉からにじみ出る感情は複雑すぎて、だからこそ素直すぎて。僕の心の雨どいを伝うように流れ落ちていく。

「なんて、ね」

　再び、花穂はぼそりと、そう付け足した。

「さあ、もう寝ましょうタケルさん。明日からは厳しい特訓がはじまるんですから」

「そうだな」

　ごそごそと、また花穂が寝返りをうつ。そしてすぐに穏やかな寝息が聞こえてきた。

　まるであの国民的アニメの主人公みたいな寝付きのよさだ。

「むにゃ……もう、食べられません……」

　そして、これまた古典的な寝言を幸せそうに。食いしん坊キャラかお前は。

「これ以上は……致死量です……。トロピカルカレーは、もうたくさんです……」

「って、悪夢だった！」

　花穂の方を見ると、眉まゆをハの字にしてうなされていた。なんか、花穂って想像以上に面白いヤツだったんだな。

　清せい楚そで真面目まじめで頑張りやでほんわかさん。

　その評価に間違いはないのだろうけど、それ以外にもたくさんの顔がある。しかもヘンテコな。

　それを知れたってことは、僕にとってすごく大きいことなんだと思う。だって、次に演奏する時には、今までとは確実に違った感情が湧わき出てくるだろうから。

「……んん、タケルさん……ギブ、ギブです……」

　その切せつ羽ぱ詰つまった、のん気な寝言に吹き出してしまう。

　そもそも、隣に男である僕が居るってのに、油断しすぎだっての。そんなに簡単に寝姿を晒さらして大変な目にあっても知らないぞ？

　まあ、何もしないんだけどさ。

「よし、明日も頑張るとしますか」

　花穂のほんわかとした寝言を聞きながら、僕は瞼まぶたをとじた。





　　◇◇◇






　──合宿二日目。

　花か穂ほに優しく起こされるという出来事を除いては特別なことはなく、午前中はそれぞれのパート、つまり僕は楽器の、花穂は歌の個人練習をするってことで時間は流れた。

　花穂は外に発声練習をしに出ていったので、僕はコテージでひとりギターを弾き続け、気がついたらお昼になっていた。

　昨日の失敗を生かし、単に材料を焼いて塩を振るだけという極めてシンプルかつ合理的な昼食を済ませた後、「う～ん」と花穂が盛大に悩んでいた。

「どうした、花穂。午後の特訓内容で悩んでるの？」

「いえ、それはすでに決まってます。今日は滝に打たれたいと思います」

　顔を上げると、ほんわかとした表情で淀よどみなく花穂が言った。

「おお、効果はよくわからないけど、なんとなく特訓って感じはするな。特訓の定番だな」

「はいです。私も人生で一度は滝に打たれてみたいと思ってましたので楽しみです」

　にっこりと花穂が笑う。

「じゃあ、何に悩んでいるんだ？」

　特訓内容が決まってるんであれば、そこまで悩む問題もないだろうに。

「水着です」

「水着？」

「はい。スク水、ビキニ、ＴバックにＴフロント。この選択によってタケルさんのモチベーションが大きく変わってしまうので、ここは慎重に決断しないとと思いまして」

　腕を組み、必要以上に真剣な表情をつくり、マジに悩む。ガチに悩む。

　うん、やっぱり一度、花穂とはじっくりと話し合う必要があるかもしれない。花穂の中にある僕のイメージがどうにもおかしい事になっているような気がするぞ。

「はいはい、花穂さん」

「なんですか？」

「その、花穂さんはいったい僕のことをどんな人間だと思っているのか、一度聞いておきたい所存であります」

「んー、タケルさんですか？　普通に健全な男の子だと思ってますよ？」

「おお、意外にまともな回答だ」

　なんかもう、欲望の権化みたいなイメージを持たれてるのでは無いかと思っちゃったよ。

「同級生の女子の水着姿に思わず興奮してしまう、健全な男子だと思ってます」

「それについても反論の余地はないな。健全な男子だったらそこに興奮しないわけがない」

「パッと見少し地味だけど、よくよく見たら意外と可愛かわいいかもしれない同級生の女の子の水着姿に思わず欲情してしまう健全な男の子だと思ってます」

「対象が微妙に限定されつつあるような気もするけど、まだ賛同できる範囲内だな。ないとは言い切れない」

「同級生の水着姿でご飯三杯はいけちゃうくらいにアレな人です」

「そこで急におかしくなったよ！　健全さはどこいったよ！」

「けど、同級生の水着姿に興味ありますよね？　どの水着を着るかでモチベーション変わりますよね？」

「そ、そりゃあ変わるけどさ。でも、そこまで水着に執着するってことはないぞ？」

　出来れば僕好みの水着を着て欲しいって願望はあるけどさ。

「タケルさん。今の私たちに必要なのはそんな表面的な意見ではないのです。建前はいりません。タケルさんの純粋な気持ちが知りたいのです。タケルさんとは、自分のすべてをさらけ出しあえる心からの付き合いがしたいのです。それができて初めて、私たちは真のパートナーと呼べる関係になるのではないでしょうかっ！」

「なんか急に説得力が増したな」

「だから、そうですね。この際タケルさん自身の手で、私に着てもらいたい水着を選んでください！　選択権をタケルさんにさしあげます」

　花か穂ほが鞄かばんから取り出した水着の数々。オーソドックスなものからマニアックなものまで。それがずらーっと並べられる。壮観だった。けど、

「そうは言われても、ほら、親しき仲にも礼儀ありって言うだろ？　僕にも内緒にしておきたい嗜し好こうってものがあるんだよ。花穂にドン引きされても嫌だし」

「その程度で壊れる信頼関係じゃありませんっ！　それともタケルさんは私が他人を性せい癖へきで差別するような人間だと思っているんですか？」

　花穂が曇り無い真剣な瞳ひとみで僕を見つめる。うん、そうだよな。これも特訓の効果を高めるために必要なことなんだよな。

　こんなことで壁をつくっていたら、本当のパートナーにはなれないよな。花穂だって、自前の水着をこうして僕の眼前に晒さらすのは恥ずかしいことだと思うし。

「わかった、僕も男だ。ここは潔く選ぼうじゃないか。僕が花穂に着てもらいたいのは──ずばりこれだ！」

　迷いもなく僕の指さした先。そこに粲然と煌くは紺こん色いろのナイロン素材。

「うわー」

　なんだよその、マジですか？　さすがにそれは引きますよー的なリアクションは。

「マジですか？　さすがにそれは引きますよー」

　実際に口に出して言われた！　さっきまでの格かつ好こいいセリフは一体どこにいってしまったのだろうか？

「タケルさんが最初からその選択肢を選ぶであろうことは分かっていましたけど、それでも実際に目のあたりにすると衝撃は大きいものですね。うわー」

　わかってた上でドン引きされた！

「ちょ、ちょっと待って。一応、僕にも意見を言わせて。これを選んだ理由を述べさせて」

「なんですか？」

「ほら、僕たちの年齢を考えてみれば、僕がスクール水着を選ぶこと自体、おかしなことはないだろ？　学生なんだから、この中ではスクール水着が一番身近にある存在なんだ。だから、むしろそれを選ぶのは普通だと僕は主張したい」

「いえ、だからこそ、私は引いたんです。こういっちゃなんですけど、スクール水着は普通に考えればデザイン的にも露出度的にも他ほかの水着に劣っています。芋臭いです。だから、今、ここで選択肢を与えられたのなら、こっちのビキニとか、ちょっと際どいワンピースとか、普段見慣れていない且つ布面積の小さい水着を選ぶのが思春期男子として正常なのではないでしょうか！」

「むぅ」

　あまりにも説得力がありすぎて、ぐうの音も出ない。

「つまり、タケルさんはこのスクール水着に単純な肌露出面積以上のロマンを感じてしまっているのです！」

　スクール水着を握りしめて、花か穂ほが高らかにそう宣言する。

「でも、大丈夫ですよタケルさん。それでタケルさんのモチベーションが保たれるのであれば、私は喜んでこのスク水を着させていただきましょう。タケルさんのロマンは私が守ります」

　なにやら聖母のような視線で見られてしまっている。

　納得のいかないようなモヤモヤした気持ちがありつつも、冷静になって考えてみると、花穂のスク水姿が見れるんだから凄すごくラッキーな気がしなくもない。

　なんか微妙にテンションあがってきたぞ。

「燃えてますね、タケルさん」

「ああ。色んな感情が一回りした結果、純粋に楽しくなってきた」

「それでこそのタケルさんです」

　そんな感じで僕と花穂は水着に着替え、滝に打たれる特訓をするために山中へと足を踏み入れた。




「あわ、冷たっ」

　川の中に入るなり、花穂が身体をぶるっと震わせた。

「まだ六月だから、水浴びをするには少し早いよ。そもそも高地だから気温も低いし」

　高地の山奥。日が照ってる今でも肌寒い。夜になって日が落ちれば服を着ていても寒いって感じるくらいだし、水温が低いのはあたりまえだ。

「うぅ、いきなり挫ざ折せつの予感です」

「はやいな～。まだ滝にすらたどり着いていないぞ」

「この水の冷たさは予想外でした」

　情けない顔をしてそう訴えてくる。用意周到だけど意外と抜けている、が花穂の基本スペックなのかもしれない。

　その抜けっぷりがほんわかしていて、なんか和んじゃうんだよな。

「まあ、でも、冷たいほうが特訓っぽくないか？　精神的に鍛えられそうな」

　特訓というよりは修行っていったほうがしっくりくるけれど。

「ふむ、確かにそうですね。じゃあ、まずは水温に慣れるためにもふたりで水の掛け合いっこをしましょう。いきなり滝に打たれたら心臓麻ま痺ひになっちゃうかもしれませんし」

「それはそうだけど、別にお互いに掛け合いっこする必要はなくないか？」

　そもそも掛け合いっこって相手のペースで水を掛けられるわけだから、結構危険なんじゃ？

「またまた～、何を仰おつしやいますか。こういう時に水を掛け合うのは乙女の夢なんですよ？　漫画やアニメでは定番であり鉄板なんですから。絶対に必要です！」

「えーと、もしかして、これも小さい頃ころから憧あこがれていたシチュエーション？」

「当然です」

　こくりと頷うなずく。「あ～ん」と言い、どうやら花か穂ほは定番的シチュエーションに憧れを抱いているみたいだ。

「それともあれですか？　タケルさんはスク水姿の私に液体をぶっかけたくないと言う事ですか？　この紺こん色いろの布地を自らの手で湿らせたいとは思わないのですか？」

「これまた意味深な言葉の選び方を」

　なんか、段々と花穂との会話が楽しくなってきたぞ。花穂らしさを保ちながらも会話に遠慮がなくなって、どんどん打ち解けている感じだ。

　花穂は花穂で、本気で僕との距離感を縮めるために、敢あえて素の自分の姿を見せようとしているのかもしれない。

　見せるたびにエロさが増していくのは、それはそれでどうかと思わなくもないけど。

　けどまあ、それは色んな意味で嬉うれしいことだ。

「こういう些さ細さいなことから一緒にやることがパートナーにとって大切なんですよ。だから、えいっ！」

　バシャッ、と花穂が僕に水を掛けてくる。

「冷たっ!!」

「あはは、もっとです。えいっ！　えいっ！」

　スク水姿で中腰になって楽しそうな笑みを浮かべて水を掛けてくる花穂。宙を舞う水滴が太陽の光を照り返してキラキラと輝く。

「やったなー。なら仕返しだ」

　こっちも負けじと花穂に向かって水を掛ける。

「──きゃっ」

　ばしゃ、ばしゃ。

　川の水が花穂の髪を、肌を、そして紺色の水着を濡ぬらしていく。

「んもー、タケルさん。冷たいですよー」

　なんだこれ？　純粋に楽しくなってきちゃったぞ？

　こんな定番中の定番を現実に自分でやることは一生ないな、なんて思っていたけど人生とはわからないものだ。

「うふふ」

　艶つややかな黒髪が水に濡ぬれて、ぽたぽたとその滴を落とす。水着も水分を吸ってぴっとりと肌に張り付き、花か穂ほのその身体のラインをよりクッキリとさせていた。

　つか、あれ？　花穂ってこんなに可愛かわいかったっけ？　いや、ずっと可愛いとは思っていたけど、なんていうか、こんな風に──

　なんて考えたその瞬間、「きゃっ！」と誰だれかの声が響き渡った。

　続けてバシャンと水音。

「「え？」」

　この場には自分たちしかいないと思って、ちょっと羽目を外していた僕と花穂が一斉にその音の方を振り返る。

　果たして──そこにはびしょ濡れの美少女がいた。

　川に尻しり餅もちをつくようにして、なんとも言えない表情を浮かべている。

　言うまでもなく、明あ日す香かだった。

「「「…………」」」

　沈黙が場を支配した。この状況で何を言えるというのだろうか。

　けど、明日香は何事もなかったかのようにすくっと立ち上がると、髪をかきあげて優雅に微笑ほほえんだ。

「奇き遇ぐうね。こんなところで兄さんと会うなんて。まるで犬も歩けば棒に当たったかのような気分だわ」

　ああ、これはもうびっくりを通り越して感心するしかないな。こんなにも不自然な状況でこんなにも不自然なセリフをこんなにも自然に言えちゃうんだもんな。

「奇遇ねぇ？」

「な、なによー！　ホントに奇遇なんだからね！　朝ごはんにキノコたっぷりのお味み噌そ汁しるが食べたくなって、山に採りに来てみたらあら不思議、たまたまそこに兄さんがいただけなんだから。別に昨日の放課後、兄さんが電車に乗って出かけるのを目撃しちゃって気になって後をつけてみたら女とふたり山の中で合宿とかふざけたことを言い出したので、おかしなことが起きないように一晩中木の陰でコテージを監視してたとかそんなことは絶対にないんだからね」

「はぁ～」

　思わず脱力した。そして思う。僕の妹ってこんなにも可愛かったかなぁと。

　まあ、それはとりあえず置いとくとして。

「一晩中、山の中にいたんじゃ相当寒かったんじゃないか？　下手したら凍えてたかもだぞ？」

「いないからわかんないわよ。わたしがここに来たのは今さっきだもん」

　胸を張り、自信満々に無む茶ちやのある噓うそをつき通していた。

「け、けど、仮に一晩中、山の中いたとしたらきっと体の芯しんから冷えていて、今すぐにでも熱いお風ふ呂ろに入りたいとか思ってるんじゃないかしら。あくまで想像だけど」

　だよなぁ。さっきからめちゃめちゃ顔色悪いしな。唇、紫になってるし。

　さらにそんな状態でこの冷たい川の中に落ちたとしたら、

「く、くちゅんっ」

　当然のごとく、明あ日す香かが可愛かわいらしくクシャミをした。





　　◇◇◇






「で、どういうことなんですか？」

　結局、僕たちは滝に打たれる特訓を中止し、水に濡ぬれてぶるぶると震えている明日香をコテージへと連れて帰ってきた。

　さすがにあの状態のまま放置しておけるだけの精神的強さを、僕も花か穂ほも持ちあわせていなかったのだ。

　そして、明日香がお風呂に入ったこのタイミングで、花穂がようやくと言った感じで聞いてくる。

「あの人、姫ひめ咲さき明日香さん、ですよね？」

「うん、姫咲明日香だね」

　さすがは日本の宝石歌姫ビジユカンタトリス。わざわざ紹介するまでもなく知られていた。

「えと、聞きたいことはたくさんあるのですが、まず最初に。どうして、あの姫咲明日香さんがタケルさんのことを兄さんって呼んでるんですか？」

　う～ん、やっぱりそこが一番気になるか。

　まあ、仕方ない。この状況になってしまったら全部正直に話すしかないだろう。別にそこまで隠しておきたい事でもない。噓ついたところで、この後どうせバレるだろうし。

「実は兄妹きようだいなんだよ。僕と明日香は」

「ええ───！」

　目をまん丸にして、まるで漫画のように盛大に驚く。花穂の感情表現は素直で大げさなので見ている側としては気持ちがいい。

「で、でもでも、苗みよう字じが違いますよ？」

「それは僕が偽名を使ってるからだよ。ちょっと色々あってね」

「あの、色々って？」

「んー、色々」

　ほんと色々あった。けど、今それを語るつもりもないし、誰だれかにそれを語るつもりもない。

　それを語ったところで何の意味もないし、今更どうにもなることでもないから。

「なるほど。色々なんですね」

　その回答に納得はしていないと思うけど、承諾はしたみたいだ。それ以上は追及せずに素直に頷うなずいた。この辺は花か穂ほの美徳だなあと思う。

「って、あー！　だとしたら必然的にタケルさんのお母さんはあの姫ひめ咲さきヒミコさんってことになりませんか？」

「うん、なるね」

　さすがは先代の日本の宝石歌姫ビジユカンタトリスだけはある。明あ日す香かに負けず劣らず、その知名度は抜群だ。

　親子二代で日本の宝石歌姫になっちゃうんだもんな。知らない方がおかしいか。

「ってことは、タケルさんのお母さんと妹さんが日本の宝石歌姫ってことになるんですよね？」

「うん」

　つまり、あまりにも有名すぎる母と、あまりにも有能すぎる妹だ。

「そっか～。タケルさん、すごいですねー」

「いや、凄すごくないよ。凄いのは母さんと明日香なわけで、僕はこのとおり落ちこぼれ気味の奏士研修生でしかないんだから」

　その言葉は小さい頃ころから何回も繰り返し言われてきた言葉だから、その回答も息をするようにごく自然と零こぼれ落ちる。

　凄いのは僕じゃなくて、母さんと明日香だって。

「いえいえ、そういう意味ですごいって言ったわけじゃなくてですね──」

「ん？」

「あ、いえ、なんでもないです。でも、だからなんだなぁって思いました」

　花穂が何かに納得したように、何度もこくこくと頷いた。

「だからってなにが？」

「だから、こんなにも私はタケルさんの奏でる音に惹ひかれるんだって」

「あ～、残念だけど、僕には母さんや明日香みたいな才能はないぞ？」

　そこに期待してもらっても正直困る。母さんや明日香は紛れもなく物語の主人公になれる逸材だ。けど、僕にはそんな才能はない。精一杯頑張って脇わき役やくが限界だ。

　みんながスーパーなんちゃら人とかに変身して宇宙規模で戦っている時に、地球人最強とか言われる友人ポジションが最大限努力して辿たどりつける限界だろう。

　いやまあ、それでも十分にすごいとは思うけど。

「違います違います。別にタケルさんが、ヒミコさんや明日香さんの血縁だから期待してるって話ではなくてですね、どちらかと言うと環境的な部分のお話と言いますか、その、タケルさんの才能とおふたりの才能は根底からして別物と言いますか……」

　しどろもどろになりながら、言葉を探そうとするけど、それはなかなか見つからないみたいだった。

「つまり、タケルさんの才能はタケルさんだからのもので、とにかく、私はタケルさんの音が大好きだってことですよ！」

　結局、言葉は見つからないまま、花か穂ほはそう言葉を紡ぎだしてにっこりと笑った。

　何が言いたいのかはよくわからなかったけど、大好きだって言ってもらえたのは素直に嬉うれしいと思った。

「兄さ～ん、ちょっと来て～」

　と、バスルームの方から明あ日す香かの僕を呼ぶ声が聞こえてきた。

「なんか呼んでるみたいだから、ちょっと行ってくる」

「え、あ、はい……」

　なぜか花穂は少し微妙な顔をしながらそう答えた。

　僕は立ちあがると、コテージの奥の方にあるバスルームへと移動する。

　このコテージのバスルームは湯船の他ほかにちゃんと洗い場もあって、トイレも別になっている。

　うちのユニットバスなんかよりも全然広くて、ちょっと、いや、かなり羨うらやましい。

　マジで今住んでいるアパートよりもこっちに住みたくなってしまうくらい、いい造りだよな、このコテージ。

　なんてことを考えながら、バスルームの扉をコンコンとノックする。

「明日香、なんか用か？」

「うん、ちょっと中入って」

「中に入ってって、大丈夫かよ？」

「うん、大丈夫。なんの問題もないよ」

　扉の向こうからノーテンキな声が返ってきた。ま、ちゃんと脱衣場もあるし（そこに明日香の脱いだ下着とかがあるのか、なんて考えるとちょっとアレな感じだけど）いきなりお約束的な裸でご対面ってのは流石さすがにないか。

　そう思い、ドアを開けて中に入った瞬間、頭の中が真まっ白しろになった。

　視界も真っ白だった。

　もやもやと白い湯気が脱衣所の中に立ちこめている。それはつまり、脱衣場から浴室へのドアが開いているってことで。

「～～～♪」

　鼻歌を歌いながらドアを開けっ放しでシャワーを浴びていた明日香が、にんまりと笑みを浮かべて僕を振り返った。

「な、な、なにやってるんだよっ!?」

「なにって、見ての通りシャワー浴びてるんだけど？」

　そんなこともわからないの、と言いたげな表情を浮かべて明あ日す香かがそう言う。

「それはわかるよっ！　って、そうじゃなく、お、おま、お前、入っても問題ないって言ったよな？」

「うん、言ったよ」

「問題大ありじゃねーかよっ！」

　風ふ呂ろ場の扉全開にして、なに問題ないだよっ！

「あ、そっか。脱衣場に湯気こもってカビとか生えちゃったら大変だね」

「そこじゃねーよ！」

　見えちゃってるんだよ！　ほら、色々と、その、白い肌とかその他もろもろとか！

　柔らかそうなお肌の質感とか、女性特有の膨らみとか、薄紅色的な何かとか！

　なんかもう、一年以上会ってなかったことも影響してか、めちゃくちゃ心臓が高鳴っていた。

　妹なのに。小学校の頃ころとかは一緒にお風呂とか入っていた関係だって言うのに、一発で脳内が大混乱だ。

「と、と、とりあえずドア、閉めような？　隠すもん隠そう。いくら、兄妹きようだいとはいえあれだぞ？　年頃の娘が気軽に肌を見せるもんじゃないぞ？」

「や、別に気軽に見せてなんかないし。わたしのガード、完かん璧ぺきだし」












　いやいやいや、だったらこの状況はなんだっての。ノーガードもいいとこじゃねーか。

　これはあれか？　僕は別に裸を見られてもなんの問題もない存在ってことなのか？

　ま、まあ、兄妹きようだいなんだから、それはそれで当たり前なのかもしれないけど。

　けど、それにしたって、こっちはそこまで免疫ないんだから、そんな姿を見せられちゃうと……。

　あわあわする僕とは対極に、明あ日す香かは落ち着いた感じで、

「ま、サービスタイムはこのくらいでいいか。兄さんの慌てた顔が見れて、ちょっとすっきりしたし」

　なんて満足そうに笑ったあと、浴室のドアを半分だけ閉めて、その身体を見えないように隠してくれた。

「で、用はなんだよ？」

　いきなりの展開にちょっと取り乱してしまったが、取り繕って話を戻す。

「あ、うん。わたしの着替えってある？」

　あぁ、それもそうか。この状況で明日香が着替えを持ってきているはずないよな。服も下着も川で濡ぬれてびしょびしょだし、着替えは必要か。となると、

「花か穂ほに言って、着替えを借りるか」

　サイズの問題はあるかもしれないけど、ふたりの体格にそれほど差があるようにも見えないからきっと大丈夫だろう。

「いやよ。よく知らない人の服なんか着るの」

「そんなこと言ったって仕方ないだろ？　他ほかに女物の服なんて持ってきてないんだから」

　あまり知らない人の服を借りるのが嫌なのは理解できるけど、この際、我慢してもらうしかないわけで。

「兄さんの、貸して」

「へ？」

「だから、兄さんの服、貸してよ」

「いや、そうは言われても」

　学校からの駆けつけでやってきた合宿だ。途中、コンビニでＴシャツとか下着類は買ったけど、他には制服とパジャマ代わりの体操着しか持ってきていない。

　貸してって言われても困ってしまう。

「兄さんの着てるＹシャツでいい」

「はあ？」

「だから兄さんの着てる制服のＹシャツ。今日はそれ、わたしのパジャマ代わりにするから」

　僕のＹシャツをパジャマ代わりに？　一瞬にしてその姿が脳裏に浮かんだ。

　ほんのりと赤みがかった肌に大きめの白いＹシャツ一枚の明日香……それは、なんていうか……相当に破壊力が。

「って、それだったら体操着を貸すよ！」

　本当にそんな格好をされてしまったら、なんかもう色々と大変な気がするので慌ててそう提案するけど、

「やだ、Ｙシャツがいい。じゃないと、わたし、着ない」

　にべもなく、明あ日す香かはそう断言したのだった。
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　で、僕のＹシャツに身を包んだ（下着類はコンビニで買っておいた僕の着替えを着用している）明日香はやっぱりと言うべきか、当然と言うべきか、見事に熱を出した。

　布団にくるまって「はぁ、はぁ……」と荒い呼吸を繰り返している。なにをしてるんだか、この宝石歌姫ビジユカンタトリスは。

「……なによぉ？　そんな呆あきれたような顔して」

「呆れてるんだよ。まったく、大事なコンサートの直前だろ？　たくさんの人がお前のステージを楽しみにしてるんだから、体調管理にはもっと気をつけろよ」

「うるさい、ばか。今さら兄あに貴き面づらすんな」

　明日香は拗すねたように口を尖とがらせる。こんな表情を見るのもなんか久しぶりだ。

「あ、あの！　私が歌いましょうか？　治すまでは出来ないですけど、多少は楽になると思います」

　隣でずっと緊張していたように見ていた花か穂ほが意を決したように言葉を発した。

　明日香は日本の宝石歌姫だ。歌姫カンタトリスを目指す花穂にとっては憧あこがれの存在だったりするんだろうなあ。

「もしかして治癒系の魔法？」

「はい」

「へ～、珍しい歌を創ったのね」

　明日香は小さくそう呟つぶやいた後、花穂の申し出に首を横に振った。

「国家レベルにおける緊急時を除いての特別指定区域以外での魔法の使用の禁止、及び魔法の個人的な理由による使用の禁止。カンタトリス平和条約にそう謳うたわれていることはあなたも知っているでしょ？」

「は、はい」

「魔法は特別な力である。が故に、限りなく限定された条件下でしかその使用は認めない。それは厳守していかなければならない。でないと──」

　魔法は人間の範はん疇ちゆうを超えた神秘の力だから。その力は強大で便利であるが故に安易に使用すると──

「また戦争が起こりかねない」

　明あ日す香かが真剣な声こわ音ねでそう言う。

「だから、常日頃から存在すると思ってはいけないものなの、魔法は。存在しないから使わない。それがたとえ人助けのための善意な力だとしても」

「はい。すいませんでした」

　明日香の言葉に花か穂ほが素直に謝る。

　花穂のその申し出は１００％善意からくるものだ。人を幸せにするための魔法。

　しかし、それでも世界は魔法の使用を禁ずる。

　魔法はあくまで来武ライブというショーの中でのみ使用される産物。そう定義付け、その使用を極限にまで制限する。

　それが、たった一週間で数万人の命を奪った『カンタトリス戦争』から人類が学んだ教訓だ。

　魔法なんて便利な力を人間が手に入れたら何が起こるのか。そんなのは考えるまでもなかった。人間が起こしたのは世界中を巻き込んだ大規模な戦争だ。

『カンタトリス戦争』──五年前に起きた、世界で初めての（あたりまえだけど）魔法を──歌姫カンタトリスを軍的利用した戦争。

　今までの戦争とは全く概念の異なる兵器を使用したその戦争は、一瞬にして各国に甚大な被害を出した。

　このまま戦争を続けたのでは国どころか世界が破滅の方向へと向かってしまう。

　そう考えた各国首脳が、戦争を終わらせるための着地点として提唱した概念が『来武』だった。

　それは国を代表する歌姫同士によるルールの中での戦争。いわば歌姫による代理戦争だ。

　来武関連のルール設定や運営などを任されたＩＣＣ（国際歌姫委員会）が毎月主催する大会で、各国を代表する歌姫同士が来武で競い合う。

　その勝敗によって得られたポイントで国と歌姫の順位が決定し、その順位が翌年の外交情勢に大きな影響を与えることになるので、それぞれの国は歌姫及び奏士トルヴエールの教育、獲得に力を入れる。

　それが歌姫や奏士が持て囃はやされ、民衆からは憧あこがれの存在として捉とらえられる要因になっているのだから、なんとも皮肉なものだ。

　表面的には煌きらびやかなショーではあるけど、結局やっていることは戦争。大人たちの思惑が絡みに絡みまくった戦争なんだ。

　だから、初めてステージに立ったときに足が竦すくんだ。条件反射のように。あの時のように──

「兄さん、顔怖い。近くでそんな顔されてたら休むにも休めないわよ」

　明日香のその声で僕の意識は現実へと戻された。

「あ、ご、ごめん」

「別に謝られても困るんだけど」

　明あ日す香かがぷいっと僕から顔をそらして、花か穂ほの方を見る。

「でも、ありがとう。そう言ってくれたことは素直に嬉うれしいと思っています。その優しさを大切にしてくださいね」

　にっこりと、自然に、明日香らしい笑顔を浮かべた。

「は、はい」

　花穂は少し照れたように頷うなずいた。
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　眠れない。眠れるはずがなかった。

　両隣からは女の子の規則正しい寝息が聞こえてくる。別の言い方をするならば、僕は女の子に挟まれて寝転がっているのだ。川の字で言えば、真ん中の縦線の部分が僕。

　この配置での就寝はおかしいだろうっていう僕の抗議は、なぜか花穂と明日香のふたりから即座に却下され、為なす術すべもなかった。

「あ～も～」

　こういう時は寝なきゃ寝なきゃと思えば思うほど寝れなくなるもんだ。諦あきらめて一回起きるか。確か、冷蔵庫にココアとかあったはずだ。

　甘いものでも飲んで、気持ち的にリラックスすれば自然と眠気も襲ってくるかもしれない。

　僕は身体を起こすと、隣に視線を移した。

　視線の先にあるのは明日香の寝顔。こうして見ると、まだあどけなさを残している。年齢で言えばまだ中学三年生なのだ。

　普通に学校に通って、友達と遊んで、家に帰ってきてはテレビを見て、嫌々ながら宿題をするような。

　けど、明日香は宝石歌姫ビジユカンタトリスと呼ばれ、国を代表するような存在になった。世界一有名な中学生と言っても良いだろう。

　その代わりに、その小さな背中に背負った責任も国家レベルと馬ば鹿かみたいに大きい。何の比ひ喩ゆでもなく、明日香の来武ライブ戦績が翌年の日本の命運を握っているのだから。

　中学生の少女がひとりで背負っていくには重すぎるほどに重い責任だ。

　けど、明日香はそんな素振りはまったく見せずに、輝いていた。眩まぶしいほどに、悔しいほどに、誇らしいほどに輝いている。

　まったく、本当に自慢の妹だ。僕には勿もつ体たいないくらいの妹。

「……なに人の寝顔を見てニヤニヤしてるのよ」

　ふと、明あ日す香かの唇が震えた。続いて、大きな瞳ひとみが開かれる。まっすぐに僕を見る。

「別に、にやにやなんてしてないぞ」

「……なに人の寝顔を見てムラムラしてるのよ」

「最悪の訂正の仕方をするな。それじゃまるで、僕が妹の寝姿を見て興奮する変態さんみたいじゃないか」

「え？　違うの？」

　なんで素で意外そうに言うのかな。

「まったく、明日香は僕をなんだと思ってるんだよ」

「妹のことが大好きなお兄ちゃん」

「うむ。その意見に対しては反論はできないな」

「妹のことが大好きで大好きでしかたのないお兄ちゃん」

「まあ、それも──」

　間違いではない。

「なんで？」

「ん？」

「なんで、そんな兄さんが、わたしのことを捨てたの？」

　淡々と投げかけられた言葉。

　でも、その声こわ音ねには少し泣き出しそうな、そんな感情が見えてしまう。

　から、その言葉はやっぱり僕の胸に突き刺さってしまった。ズキズキと、ザクザクと。

　──捨てたつもりはない。

　けど、それは単に言い訳だよなあ。事実だけを見れば僕は妹に何も言わず──自分よりも年下の女の子を、自分の都合だけで放置して家を飛び出したわけだから。

　これじゃあ捨てたと言われても仕方がない。

　裏切り者と言われても仕様がない。

「最初は信じられなかった。兄さんがいなくなっただなんて。すぐに帰ってくると思った。買い物に行ってるか、お友達の家に遊びに行ってるか、そんな風に思ってた」

「…………」

「けど、夜になっても帰ってこなくて、わたしはひとりぼっちで……朝になってもひとりぼっちで、何日たってもひとりぼっちで……それで、ああ、わたしは兄さんに捨てられたんだって気付いて、世界が真っ暗になったみたいだった。わたし、泣いたわ。多分、物心ついて以来、初めて泣いた」

　その言葉は責めるでもなく、いや責めてはいるんだろうけど、それよりももっと違う感情が表立っていて、なんとも言えない気持ちが湧わき上がる。

「悪い、とは思っている」

「誰だれもそんなことは聞いてない。わたしは、なんで兄さんはわたしを捨てて、家を出て行っちゃったの？　って聞いてるの」

　もう一度、明あ日す香かは僕にそう言った。

「それは言いたくない」

　率直に答える。

　僕の言葉に明日香は一度瞳ひとみを閉じて、ゆっくりと嚙かみ締めるようにしてから、目を開けた。

「じゃあ、別の質問。なんでそんな風になっちゃったの？」

　今度はさっきとは違う問いかけ。けど、その瞳はさっき以上に真剣な光を宿している。

「そんな風って？」

「なんで、そんなにひねくれちゃったのって聞いてるの。兄さん、昔はもっとまっすぐだった」

　それこそまっすぐな瞳で、まっすぐに僕の心を貫いてくる。

　さっきまで以上に緊張した空気が場を支配する。

「もっとまっすぐに──わたしの太ももを見てた」

「どさくさに紛れてひとを妹の太もも観察が趣味みたいな人間のように言うなや！」

　緊張感が台無しじゃないかよ、まったく。

「昔はもっと自分の欲望にまっすぐにわたしの匂においが移った布団に身を包んでいやらしいことしてた。腰とか無心で動かしてた」

「妹の前でそこまで自分の欲望にまっすぐになった覚えはない！」












「うそ！　わたし見たもん。クローゼットの中に隠れて兄さんがそういう行為してるの、何回も覗のぞいてたもん」

「んなもん、見るな！」

　しかも何度もって！

　最悪だ。最悪すぎる。見られてた僕も、見ていた妹も。ついでに言えば、それを告白するタイミングも。

「つか、あ、あれだぞ？　一応、断言しておくけど、別に妹の匂においを変な意味でナニかに使っていたわけじゃないんだからな？」

「ふふん？」

　なんで勝ち誇った顔？　そんな言い訳しなくてもいいし、男の子なんだからしょうがないよ、みたいな表情？

「別にそれで兄さんを軽けい蔑べつしたりしないから大丈夫。それに、わたしも一緒だから」

「い、一緒っ!?　一緒ってなにがっ!?　なにが一緒なのっ!?」

　この妹。さっきから、さらっと爆弾発言の連発だぞ。

「──兄さんはもっとまっすぐに、自分が正しいと思うことをやってた」

「って何事もなかったように、ここでいきなりシリアスな雰囲気に戻すなよ！」

　こっちは色々と予想外の新事実を知って、混乱してるんだから！

　つか、なんでこうも強引に自じ由ゆう奔ほん放ぽうに話を進めるかな。雰囲気とか流れとかあったもんじゃない。

「あんまり大声出すと、山やまの辺べさん、起きるわよ」

「んぐぅ……」

　昨日の感じだと、花か穂ほが一度寝たら、朝まで余程のことが無い限り起きないとは思うけど、でも、明あ日す香かの言うことももっともだ。

　僕が大声を出すに至った原因を明日香が作っていることはとりあえず目をつぶるとして。

「ねえ、どうして？　昔の兄さんはいつも、あんなにも輝いてたのに、どうしてそんな自分を誤ご魔ま化かすようなことしてるの？」

　今度こそ真剣に、真剣で、切り込んでくる。ざっくりと。

　ああ、だから僕は明日香と会うのが嫌だったんだな、と実感した。

　明日香は今の自分と昔の自分のギャップを一番知ってるヤツなんだから。今の姿を明日香には見られたくなかったんだな、僕は。

「別に誤魔化しているわけじゃないよ。今の僕が正真正銘、本当の僕だ。大人になったんだよ。だから、いつまでもヒーローごっこなんてできるわけないだろ？」

　ヒーローに憧あこがれていた少年は、あの時に──あの戦争で自分はヒーローの器でないことを身をもって知らされた。

　だから大人になった。いつまでも少年のままでなんていられない。人は成長するに従って、自分の身の丈を知るんだ。

　そして無邪気に思い描いていた夢を諦あきらめて、現実に描ける夢を見つけて上書きする。

　それが大人になるってことで、僕は子供のままでいられるだけの才能に恵まれなかった。ただそれだけのことだ。

「でも、カンタトリス音楽院の学生やってるよ。それは特別な証拠でしょ？」

「ちょっとだけな。でも本当にちょっとだけなんだ。なんせ、入学してからの来武ライブ演習で一度も勝てたことないんだぞ、僕は。いつも花か穂ほの足を引っ張ってばかりだ。さらに、学院長からは致命的な欠陥を抱えているって言われるくらいだし」

　情けないことに。明あ日す香かを目の前にすると自分の情けなさが良くわかる。兄妹きようだいだって言うのに。

「けど、努力はしてるつもりだよ。これからも努力は続けていくつもりだ。昔のようにヒーローに憧あこがれたりはしないけど、自分の身の丈に合った夢に向かって精一杯の努力を続けていくつもりだ。今の自分なりにまっすぐに生きているつもりではあるよ」

　学院を卒業して、ちゃんとした奏士トルヴエールになれるかどうかはわからない。

　けど、そこを目指しての努力は──とりあえずは花穂との一勝を目指して頑張りたいって気持ちに噓うそ偽りはない。

　でも、明日香はそんな僕の言葉が気に入らないのか、綺き麗れいな眉まゆをひそめたまま、じっと僕を見つめている。

　僕は力を抜くように息を吐き出して、言葉を続けた。

「けど明日香は違う。僕なんかと違って正真正銘の天才なんだから。母さんの才能を受け継いだ、世界で唯一のソリストなんだから。明日香がソリストになれたってことは、つまりそういうことなんだよ」

　姫ひめ咲さき明日香はひとりでやっていける。ソロで輝ける。そこに僕の居場所はない。僕は主人公ヒーローになんてなれなくて、それは明日香の役割だった。

　つまり、さっき家出の理由を言いたくないって言ったのもそういうことで。言葉にするにはあまりにもあんまりな理由で。

「だから、捨てたんじゃないんだ。僕は逃げ出したんだよ、明日香から。ヒーローで有り続けられる才能を持った明日香から逃げたんだ」

　言葉にしてみれば、あまりにもありふれた理由。

「噓」

「噓じゃないさ。僕にとって明日香は眩まぶしすぎた。羨うらやましすぎた。嫉しつ妬としてた。ねえ明日香、僕はいつだって明日香に嫉妬していたんだよ。だから、明日香の側にいることが辛かったんだ。いつまでも子供で居続けられる、僕が心から欲していたその才能を見せつけられるのが辛かったんだ」

　そう言えば、明日香はもうなにも言えないってわかっていた。

「明日香、知ってる？　才能を持っている者は、持っていない者の気持ちなんて絶対にわからないんだ。僕がいつもどんな気持ちで明日香の側にいたかなんて絶対にわからない。だから気軽に噓うそだなんて言う。でも、それは噓じゃないんだ。逃げ出したくなるほど、側に居られなくなるほど、僕は明あ日す香かに嫉しつ妬としていたんだよ。つまり──僕は明日香が嫌いだ」

　それはまあ、ある意味においては僕の本音だから、本音は伝わるから、明日香の性格的になにも言い返せない。

「そう」

　こんな風に頷うなずくことしか出来ない。だから、これでこの話はお終しまいだ。で、この関係もお終いだ。心は痛いけど、これで正解。

　どう足あ搔がいたって、僕は明日香の足あし枷かせにしかなれないんだから。

「でも──」

「え？」

　ここで明日香の口から逆接の接続詞が出てくるとは思わなかったから驚いた。

「わたしは納得してあげない」

　はっきりとした声でそう言った。告げた。そして続けた。

「そんなひねくれた理由でなんかじゃ納得してあげないし、許してもあげない」

「納得してあげないって言われても──」

「うるさいっ！　納得しないったら納得しないの。だって兄さん、噓吐いてるもん」

「噓じゃないって言っただろ？」

「それがすでに噓なのよ。今はなに言っても本当のこと言ってくれないと思うからもう聞かないけど、そのくらい、わかるんだから」

「いや、わかるって──」

「うるさいっ！」

　これ以上の反論は許さないとばかりに明日香が遮る。

「自分が都合悪くなると、うるさいって遮る癖、相変わらずだな」

「それはずっとわたしのことを甘やかしてた兄さんのせいでしょ？」

　確かに、そう言われてしまうとそうなんだけどさ。

「それに、こんな風に甘えるのは兄さんだけだもん。こんな風に甘えられるの、兄さんだけだもん」

　ごそごそと布団の中で身動みじろぎして、背中を僕に向ける。暗がりの中で明日香の表情が見えなくなった。

「だから絶対に噓。他ほかの部分は仮に本当だとしても──まあ認めないんだけど、仮に本当だと認めたとしても、最後のところ。僕は明日香が嫌いだって言ったところ。あれは絶対に噓だから」

　確信と言うよりは決めつけだな。もしくは願望か。

　相変わらず可愛かわいいなあ、我が妹は。

「もし噓じゃないなんて言われたら、わたし、兄さんを生かしておける自信がないわ」

　って、さらっと怖いことを付け加えるな、我が妹。

　けど。だけど、残念なことに僕は明あ日す香かのことが大好きで、ぷるぷると不安そうに震えているその背中をすぐにでも抱きしめてあげたいと思うくらいには妹のことが大好きだから──




「嫌いだよ。噓うそじゃない。全部ほんとうの気持ちだ。僕は、明日香が、嫌いだ」




　──翌朝、目が覚めたら明日香はすでにいなかった。

　花か穂ほにも聞いてみたけど、花穂が起きるよりも先に出ていってしまったらしい。

　それも明日香らしいと言えば明日香らしいのかもしれない。

　それからの合宿の日々は順調だった。それはもう順調すぎるくらいに順調に特訓に没頭していった。

　僕の演奏練習に対する集中力は学校に通っている時よりも何倍も研ぎ澄まされていたし、花穂との距離感も確実に縮まっていったと思う。（へんてこな特訓ばかりしていたような気もするけど）

　この特訓が僕たちの合奏にどんな影響を与えてくれるのかは、音楽祭本番までわからないけど、とにかく出来る限りのことはやったという充実感はあった。

　これで負けたら、まあ仕方ないかなと思えるくらいには努力が出来た。

　そういう意味でこの合宿は大成功だったのだろう。




　──そして音楽祭を翌日に迎えた土曜日の午後、僕たちは山を下りたのだった。






３章　─運命の行方と音楽祭─









　日付が変わっての日曜日。音楽祭の当日である。

　僕たちは朝早くから会場である『カンタトリス記念コロッセオ』へと来ていた。

　音楽祭の開場時間は十七時、開演時間は十八時なので、そんな早朝から会場入りしなくてもと思うかもしれないけど、来武ライブは戦争であると同時にショーでもある。勝敗に筋書きはないけど、演出は存在する。

　つまりショーとしてお客さんに見せ、お客さんを魅せることが大前提のものなので、リハやらなんやらと事前に確認しておかないといけないことがたくさんあるのだ。

　お客さんの半分くらいは戦争よりも、歌姫カンタトリスたちの歌やダンスなどを楽しみに見に来ているだろうし。

　そんな感じで周囲に言われるままに慌ただしい時間を過ごして、ヘロヘロになり、気がついたら客入れの時間まであと僅わずか。ご飯を食べる余裕すらないままに夕方となっていた。

　ここでようやく、多少なりとも一息つけるってことで僕と花か穂ほは楽屋へと戻ってきた。

「いよいよですね、タケルさん」

　楽屋に入るなり、花穂が緊張した面持ちでそう言う。

「そ、それで、その、タケルさん……」

「ん？」

　花穂が少しもじもじしながら僕のことを上目遣いで覗のぞきこんでくる。

「タケルさんは、その……浣かん腸ちようしてません？」

「してないよっ！」

　っていきなりなんでそんなことを指摘されるんだ！　この状況で！　浣腸って！　どんな性的嗜し好こうの持ち主だよ！

「わわ！　す、すいません。浣腸のあまり浣腸を緊張と言ってしまいましたっ！」

「うん、今ので花穂が相当に緊張しているってのがわかった」

　それでも普通、緊張を浣腸とは嚙かまないだろうけど。

「花穂は緊張してるの？」

「はい。正直言って、口から腸が飛び出しそうです」

　それはまたダイナミックな緊張の仕方で。普通の人はどんなに頑張っても胃とか心臓までだろう。

「タケルさんは大丈夫なんですか？」

「今のところはね。出番が近づけば変わってくるのかもしれないけど、まだあんまり実感ないんだよね」

　リハで立ったステージはあまりにも大きすぎて、さらにそこから見える景色はバカみたいなほどに桁けた違ちがいで、圧倒される前に笑ってしまった。

　これからあそこに二万人のお客さんが入るって言われても具体的にその数が想像できないから、むしろ百人とか言われた方が緊張するような気がする。ひとりひとりの顔とか声の判別が出来るだけに。

　実際にお客さんが入った後でステージに上ったら、印象も変わるんだとは思うけど。

「ま、出来る限りのことはやってきたと思うし、あとはやれることをやるだけでしょ」

　ほどよい緊張感はあったほうがいいと思うけど、過度に緊張しても何もいいことはない。

「それはそうなんですけど……」

　不安そうにしている花か穂ほの頭をぽんぽんと叩たたく。

「大丈夫だって。せっかくの晴れ舞台なんだから、まずは楽しまないと」

「け、けど、もし負けたら、タケルさんが退学になっちゃうかと思いますと……」

　強張った顔つきでそう訴えかけてくる。

「それは花穂が気負うことじゃないよ」

「そうは言いましても、やっぱり気になりますよ。もし私が失敗したら、とか考えちゃいます」

　まあ、そこは、やっぱりプレッシャーにはなっちゃうよな。気にするなって言ったところで、気になってしまうだろう。

　逆の立場だったら、僕だって気になってしまうだろうし。でも、

「大丈夫だって。ふたりで一緒にステージにあがるんだからさ。もしひとりだったら僕も不安に感じたと思う。けど、ふたり一緒なら心強いだろ？　もしどっちかが失敗しても、もう片方がフォローできるんだからさ。それがパートナーってもんだろ？」

　むしろ失敗する可能性は僕の方が圧倒的に高いわけだ。

「……そう、ですよね」

　相変わらず花穂の表情は硬いままだけど、ぎこちなくも笑みを浮かべて「頑張ります」と頷うなずいてくれた。

「んじゃ、弁当でも食べながら打ち合わせしようか？　腹が減っては戦は出来ぬって言うしね」

「はい」

　椅い子すに座り、テーブルの上に置いてあった弁当を開ける。朝から何も食べてないからお腹なかはペコペコだ。

「わあ、すごい豪華ですねー。こんなお弁当、見たことないですよ」

　花穂の言うとおり、弁当はものすごく豪華なものだった。ぶ厚い肉とか入ってるし。こんな肉、もう何ヶ月も食べてないぞ。

「いいんですかね？　こんな高そうなの食べちゃって」

「一応、ほら、僕ら出演者だから。これがギャラだと思えば安い方なんじゃない？」

「あはは、そうですね」

　音楽祭は学院主催のイベントなだけあって、僕たち生徒に出演料は出ない。

　けど、たとえばイベント会社やテレビ局などが主催する来武ライブイベントに歌姫カンタトリスが出演する場合、それなりのギャランティが発生するのが当然だ。

　通常、１ステージあたりどれくらいのギャラが発生するもんなんだろう？

　歌姫のランクによって変わるんだろうけど、仮に宝石歌姫ビジユカンタトリスである明あ日す香かが出演した場合とか、一体どのくらいの金額になるのか、まったく想像も出来なかった。

　多分、知らない方がいい金額なんだろうなあ。

　それを聞いてしまったら、僕はますます明日香を羨うらやましがらなくてはいけなくなってしまうような気がするし。

　って、そんなことを考えてる余裕はないか。いや、むしろそんなことを考えている余裕がある方が良いのか？　まあいいや。

「で、セットリストはどうする？」

「それなんですけどね、ちょっと迷っているんですよ」

「どの曲をやるかで？」

「はい」

　セットリスト──つまり来武でどの幻創曲レチタテイーヴオをどの順番で演奏していくかを決めたリストなんだけど、曲順は来武の戦局に大きな影響をあたえる。

　魔法には相性がある。

　来武は相手との魔法の撃ち合いになるので、相手がどんな順番で幻創曲を演奏してくるのか、その組み合わせによって有利、不利がものすごく出てくるのだ。

　どんなに強力な魔法を演奏したとしても、相手との相性によってはまったく効果を発揮しない場合もあるわけで。

　──まさに選曲により戦局は変化していく。

「タケルさん、それは単なるダジャレで上う手まいこと言ってないですからね」

「わ、わかってるよ」

　ツッコミ厳しいな。まあ、それだけ花か穂ほの気持ちに余裕が出てきたってことで良しとしよう。

「確かに悩みどころだよな」

　戦いはステージに上がる前にすでに始まっているのだ。曲順の選択ですでに勝敗の50％くらいは確定していると言っても良いかもしれない。

　だったらセットリストなど作らずに、臨機応変に相手の曲を聞いてから自分たちの演奏曲を決めればよいと思うかもしれない。

　それはある意味正解なんだけど、それはそれでデメリットがあるのだ。

　魔法の威力は幻創曲の演奏の完成度によって高まっていく。

　そして、演奏は奏士トルヴエールによる生音であればあるほど、効果が高い。

　とは言っても、ひとりで譜面上にあるギター、ベース、ドラム、キーボードなど全ての楽器を生で演奏することは物理的に不可能なので、生で演奏する以外のパートに関してはあらかじめ演奏しておいたものを録音、編集しておいて、コンピューターで再生できるように準備しておくのだ。

　奏士トルヴエールとしての熟練度があがっていけば、複数の楽器を組み合わせた専用の楽器を造り、ひとりで複数のパートを演奏できたりもする（宝石歌姫ビジユカンタトリス専属の奏士などはそれこそ人間業ではない演奏をみせてくれる）んだけど、僕のレベルではまだギター一本を演奏するだけで精一杯だ。

　コンピューターに頼る部分も多いだけに、あらかじめセットリストをきっちりさせておくことが、円滑にステージングを行う上で非常に重要になってくる。

　まあ、照明や効果などの演出面からも、来武ライブではセットリストの提出が義務付けられているし。（そのルールを破った場合、ＩＣＣの裁定によって反則負けになることもある）

「難しいですよね。相手にあわせようにも、対戦相手もまだ発表になってないですしね」

「そうなんだよなあ」

　なんでも今日の対戦カードは開会セレモニーの中で発表されるらしいのだ。

　せめて対戦相手がわかれば、そこから予想して戦略を立てることも出来るんだけど。

「まあ、順番はともかく曲数はどうするよ？」

「私の体力的に三曲が限界だと思います」

「だね。僕の体力的にもその辺で限界がくると思うよ」

　特に花か穂ほの曲は一曲一曲が長い、というか、召喚・操作系なので意図的に終わらせない限りは延々と繰り返せる構造になっているからな。

　当然、幻創曲の演奏は歌姫カンタトリスによってまったくその性質が変わってくる。

　たとえばアーシアの幻創曲みたいに火の玉を創りだして発射するみたいな単純な魔法であれば、創りだした火の玉をすべて発射した時点で歌による制御は終わる。（なので、一曲一曲はすごく短い）

　それで決着がつかなければ次の曲──とわかりやすいセットリストになるんだけど、花穂の場合は召喚の後、ひたすら操作、制御を行う必要のある魔法が多いので、操作中は同じ曲を繰り返し続けるという、色んな面でちょっとテクニカルな感じになるのだ。

　来武のルールとして、一度演奏した幻創曲は同じ試合の中でもう一度演奏してはならないというものがある。（過去に何時間戦っても決着のつかなかったことがあり、このルールが作られたらしい）

　つまり自分の持ち歌すべてを演奏して、それでも相手を倒せなければその時点で敗北となるため、その気になれば一曲を延々と続けられる花穂の性質は特異であり有利だ。

　召喚・操作系を得意とする歌姫は世界的に見てもほとんど存在しないし、やっぱり花穂にとって一番相性のいい戦い方は防御に徹した長期戦なんだよなあ。

　僕も花穂もまだ、その利点を活いかしきるだけの体力も精神力も技術もないのが残念なところだけど。けど、それでも──

「やっぱり最初は防御に徹しての長期戦狙ねらいが良いと僕は思うよ」

「はい。私もそれはわかってるんですけど……ほら、今回はお客さんも入ってますしテレビ中継もありますから、ある程度の見栄えも気にしないといけないじゃないですか」

「ああ、そっか。そうなんだよな」

　来武ライブで一番優先されることは当然勝つことだ。

　けど、ショーでもある来武では歌唱パフォーマンスや魔法の派手さなど、お客さんを楽しませるためのエンターテイメント性も意識しないといけない。

　派手な歌姫カンタトリスはそれだけで人気をとれる。人気のある歌姫は大きな経済効果を生み出すので、ただ勝ちに徹すればいいってだけじゃないのが来武の難しいところでもあり、楽しいところでもある。

「だから、一曲目は特に慎重に選ばないとと思いまして」

「そう、だよな」

　僕たち新入生にとって、今回の音楽祭がたくさんの人に見てもらう初めての舞台だ。つまり、歌姫のお披ひ露ろ目め的な意味合いも持つ。

　その一発目の幻創曲ってのはやっぱり特別な意味があるだろう。世界に対して私はこういう歌姫ですってのを印象付けるものになるのだから。

「でも、タケルさんのことを考えるなら、やっぱ勝ちに徹するべきかなと思ったりもするんです。ガチガチの守備的な構成にして。それが私らしいかなって気もしますし」

「う～ん」

　それはそれで有りだとも思う。お客さんには派手なパフォーマンスをする歌姫の方がうけるけど、勝率ということを考えれば防御に特化した堅実タイプも悪くはない。

　人気は出ないかもしれないけど、国からの評価はあがるだろうから就職はしやすくなるはずだ。あくまで負けないことが前提になるけど。

「もうちょっとだけ考えさせてください。対戦相手が発表になってから最終決定をしようと思いますので」

「うん、了解」

　３曲だったらギター以外の伴奏プログラムをセッティングするのにさほど時間もかからないだろうし、大丈夫だろう。

　とまあ、そんな話をしながらお弁当を食べ終わったところで、花か穂ほの携帯のアラームが鳴った。

「あ、そろそろ開会セレモニーが始まりそうですよ」

　時計を確認すると、その画面は『17：55』と表示していた。

「んじゃ、行くとしますか」

　楽屋のモニタでも会場の様子を見ることは出来るけど、どうせだったらやっぱ生で見たい。

　お客さんが入ったあとの会場の空気ってのも直接肌で感じてみたいし。

「関係者席ってスタンド席三階フロアでしたっけ？」

「うん。迷子にならないようにな」

「大丈夫ですよ！　でも、なんかあれですね。ちょっと偉くなったみたいな気がしてきますよね、関係者席って。一般の人が入れないところに入れるって、すごくドキドキします」

　えへへ～と嬉うれしそうに笑う花か穂ほ。

　まあ、偉くなったもなにも、出演者なんだけどな。関係者席どころか、ステージに上がれるんだけどな。

「さあ、いきましょう。タケルさん！」

　花穂の表情にはちょうどいい感じの興奮が浮かんでいて、最初の不安そうな様子は、もうどこにもなかった。





　　◇◇◇






「うわぁぁぁぁ……」

　扉をあけて、会場内に入った瞬間、花穂が感極まったように驚きの声を上げた。

　ものすごい熱気、ものすごい人の数。

　三階フロアから見えるその光景は、まるで満天の星空のようだ。

　照明の消された場内に、色とりどりのサイリウムの光が揺れていた。

「す、すごいですね、これ」

「ああ、すごいな」

　正直、度肝を抜かれた。昼間のリハの時とはまったく比べ物にならない。

　これだけの広い会場を埋め尽くす人、人、人。

　その誰だれもが、これからステージ上で行われるパフォーマンスに期待し、興奮し、その開始時間を今か今かと待ち望んでいる。

「なんか、あれだね。これだけすごいと緊張を通り越して楽しみになってくるな」

「そうですねっ」

　あのステージ上から客席を見たらどんな風に見えるのだろう？

　僕たちの曲に、この二万人のお客さんはどんなリアクションをしてくれるのだろう？

　それを考えると、なんかワクワクしてしまう。

「タケルさん、始まります」

　花穂がそう言うと同時に、大音量のＢＧＭが会場内に流れだす。

　それにあわせて、観客たちの歓声が一斉に響いた。声が空気を大きく震わせる。

　興奮のあまり足踏みする観客たちの振動で、会場全体が地震のように揺れだした。

「うわわわわぁっ！　す、すごいですっ！　歓声で自分の声も聞こえませんよっ！」

　すぐ耳元で花か穂ほが叫んでいるのに、それでもギリギリで聞こえるかどうかの音量。

　つまり、それだけ会場全体がヒートアップしているってことで、思わず僕も一緒に叫びたくなってしまう。

　なんかもう、みんなのイベントを全力で楽しむぞって気持ちがダイレクトに伝わってきて、一気にテンションがあがるぞ。

　音楽祭はめちゃめちゃ盛り上がるって聞いていたけど、これは想像以上だ。

　そんな歓声の嵐あらしの中、スポットライトがステージの中央を照らした。床がゆっくりとせり上がってきて、そこに現れたのは純白のドレスに身を包んだ学院長だ。

　その瞬間、さっきまでとは比べ物にならないくらいの大歓声があがった。

　声の力だけで、びりびりと会場の壁を震わせるような、凄すさまじい声量。

　そんな歓声にも堂々と、まさに威風堂々といった感じで学院長が手を振る。

　不覚にも、いやもう本当に不覚にも、純粋に、心から、カッコいいと思ってしまった。

　スポットライトの中で大歓声を受ける学院長のことを。ちょっとだけ──本音を言えばかなり、誇りに思ってしまったのだ。

　これが僕たちの学院長なんだぞ、と。

　さっ、と学院長が制するように片手をあげると、それで一瞬にして会場のざわつきが収まった。

　続くのはなんともいえない緊張感。その中心にいるのは紛れもなく学院長だ。あっという間にこの場の空気を支配してしまった。

「すごい、ですねっ」

　さっきから花穂はすごいしか言っていないけど、それもよくわかる。他ほかにたとえようがないほど、この一連の流れは凄すごかった。

「新しん神か奈な川がわ音おん楽がく特とつ区くの宝石歌姫ビジユカンタトリス、東雲しののめ詩し乃の。いつも気さくに接してくれるんでついつい忘れちゃいますけど、学院長ってホントすごい人なんですよね」

　ぽけーっと、放心したような声で花穂がそう呟つぶやいた。

「だな。『ラ・カンタトリス』の二つ名は伊達じゃないってことだ」

　学院長は『歌姫の中の歌姫ラ・カンタトリス』と称されている。

　現存する九人の宝石歌姫の中で、いや、過去を含めた全ての宝石歌姫の中でも、もっとも優れていると言われるからこその二つ名だ。

　だからこそ、十代でカンタトリス音楽院の学院長なんて重要な役割を担っているんだろうけど。

　普段のあの言動を見てると、どうにも信じられなくなるんだよなあ。

　愛読書がＢＬコミックだなんて、学院長に憧あこがれている人達の前では絶対に言えない。なんてことを考えていると。

「これより、カンタトリス音楽院主催『夏季音楽祭』を開会します！」

　しん、と静まり返った会場の中に、学院長の澄んだ声が響いた。

「それでは、本日の対戦カードの発表ですっ！！！！」

　アリーナの後方に設置された大型の映像スクリーンに対戦カードが映し出される。

「第一試合！　エマ・モーティマー、剣けん崎ざき刀かたなペアＶＳアンヌ・マルソー、ウィル・マーティンペア！」

　学院長が対戦カードを読み上げるたびに、会場は盛大な拍手と歓声に包まれる。

　僕たち一年生が人前で来武ライブをするのは初めてなので、お客さんも僕たちの名前を聞くのは初めてのはずなのに、それでもこんなに盛大に盛り上がってくれている。

　そのことにちょっと感動していた。って、それよりも、自分たちの名前を探さないと。

　第二試合、第三試合と視線を移していって──

「あ、ありましたっ！」

　花か穂ほがそう言うと同時に僕もその表示を視界に捉とらえた。

「第四試合！　山やまの辺べ花穂、神かん凪なぎタケルペアＶＳアーシア・エレオノーラ、マイルズ・フィリップスペア」

　学院長が僕たちの名前を呼び上げた。

「第四試合ですね」

「ああ」

「対戦相手、アーシアちゃんたちですね」

「そうだな」

　ある意味予想通りというか、もしかしたらそうなんじゃないかなという気もしていたけど。

　ゆっくりと視線を横へと動かしていく。同じ関係者席。僕たちと同じように大型スクリーンを見つめていた四つの目がこっちを見ていた。

　アーシアとマイルズだ。

　僕の顔をまっすぐに見たまま、アーシアは不敵に笑った。「手加減はしませんよ」と、そう意思表示をしたその表情。

　マイルズは肩をすくめて苦笑いをしているけど、それでも手を抜くつもりなんてまったくないのは、その瞳ひとみの輝きでわかる。

　彼女たちにとってもこの音楽祭は大切な晴れ舞台なんだから。

「負けられませんね」

「当然でしょ」

　ある意味、アーシアたちが対戦相手で良かったって思う気持ちもある。

　演習の授業で一番多く対戦している相手だ。当然、手の内はわかっている。

　それに、相性で言ったらアーシアに対する花穂の相性は抜群なんだ。僕がミスさえしなければ、負けることはない。

　まあ、今までさんざん僕のミスで負け続けてきたわけだけど、今回は負けるわけにはいかない。

「タケルさん」

「ああ。一回楽屋に戻って、最後の打ち合わせをしよう」

　セットリストも完成させないといけないし、万全を期すためにも色々と対策を練りたい。

「それでは、これより第一試合を始めたいと思います！　まずは選手入場！　赤コーナーより、エマ・モーティマー、剣けん崎ざき刀かたなペアの入場です！」

　ド派手な『特殊火薬効果パイロ』と共に鳴り響く入場テーマ。それにあわせた即席の観客たちのチャント。

　そんな音の洪水を背中に聞きながら、僕たちは楽屋へと引き返した。





　　◇◇◇






「で、曲順はどうする？　考えはまとまった？」

「はい。今回はあえて最初から攻めようかと思います。ファーストアタックを狙ねらいたいです」

　花か穂ほが覚悟を決めた顔でそう言った。

「え？　マジで？」

　その言葉は僕にしてみればちょっと意外だったので、思わず聞き返してしまう。

「はい。マジです」

「え～と、理由は？」

「相手がアーシアちゃんたちだからですよ。アーシアちゃんたちとはすでに何回も戦っているのでお互いに手の内を知り尽くしてます」

「うん、確かにそうだね」

「だから、今日も私たちは最初、防御的な作戦でくるだろうと思っているはずです」

「まあ、普通はそう思うだろうね」

　仮に僕が花穂の対戦相手だったとしたら、百パーセントそう考えるだろう。花穂の魔法の方向性からも、性格からも。

　花穂がこの大事な音楽祭で、そんなバクチ的なことをしてくるとは普通思わないからな。

「なので、そこを逆手にとりたいと思います。アーシアちゃんたちの防御意識が弱い初期段階から一気に攻めたいです。常に先制速攻が持ち味のアーシアちゃんがファーストアタックを取られることなんて殆ほとんど無いと思いますので、それを私たちがやったら、かなり動揺すると思うのですよ」

「それで動揺している間に一気にケリをつけるってわけか」

「はい」

「さすがは花か穂ほ。やり方が陰険だな」

「陰険じゃありませんっ！　どちらかと言えばインテリですっ！」

　花穂がぷくっと頰ほおを膨らませて抗議する。その仕草はインテリには程遠いけどな。

　でも、確かに作戦としては良さそうだ。なによりも面白い。みんなびっくりするのが今から予想できるから。

「んで、実際に一曲目は何でいくよ？」

「思い切って新曲の『ずきずきマイハート』からいこうと思ってるんですよ」

「あぁ、なるほど。それは確かに思い切ってだ」

『ずきずきマイハート』──植物で複数の槍やりを創りだし、それを相手に向かって放つ魔法。

　花穂の幻創曲の中では唯一の発射型の攻撃魔法で、曲調も激しめだ。

　何よりも一番のメリットは、この曲は今まで一度も人前で演奏していないってこと。

　僕と花穂以外は、どんな魔法が発動するのかを知らない。つまり、非常に防御がし辛いってことだ。

　もちろんデメリットとして、一度も本番で試していないのでちゃんと演奏できるのかとか、思い描いた通りに発動してくれるのかなど、大きな問題点もあるんだけど。

　でも、この場合はそっちのリスク回避をとるよりも、攻めに出たほうが面白そうだし効果的だと思う。

　曲自体は花穂の幻創曲の中では簡単な部類に入るし、合宿中に何度も練習してたから大丈夫なはずだ。

「よし、それじゃあ一曲目は『ずきずきマイハート』でいこう。アーシアたちを思いっきり驚かせてやろうぜ」

「はいっ！　で、二曲目なんですけど──」

　なんて感じで今回演奏する幻創曲を選びながら、その曲順を決めていく。

　その伴奏データをコンピューターのプログラム上に展開コンパイルしておいて、奏士用の特殊なマルチエフェクターから一発で起動出来るようにセッティングする。

　戦況によっては急に魔法の切り替えが必要になる時もあるから、どんなタイミングでもすぐさま別の曲に変更できるように、そのコントロールをしっかりするのも奏士の大切な仕事のひとつだ。

　そして、一通りのセッティングが終わったところで、楽屋のドアがノックされた。

「そろそろ出番ですので、スタンバイのほう、よろしくお願いします」

　ドアを開けて、係員の人が顔をのぞかせた。

「わかりました。すぐ行きます」

　僕と花穂は視線をあわせて、小さく頷うなずき合う。

　さあ、いよいよ試合の時間だ。




　僕たちは楽屋を出ると、屋内通路を歩き、入場ゲートの前へと立つ。

　これをくぐれば、その先にあるのは華やかなステージであり戦場でもある。

　二万人の観客が見つめる、歌姫カンタトリスのための戦場。

「タケルさん。絶対に勝ちましょう！」

「当然」

　パシン、と自分で頰ほおを叩たたいて、気合いを入れる。

　さすがに緊張が襲ってきた。けど、それと同じくらいに楽しみだって気持ちも沸き上がっている。

「絶対に、これで最後になんかしませんからね。これからもずっと、タケルさんは私のパートナーなんですから」

　入場ゲートをまっすぐ見つめながら、ぽつりと呟つぶやくように花か穂ほが言った。そんな花穂の頭をぽんぽんと叩く。

「僕も花穂とはずっと一緒に演奏していきたいと思ってるよ」

　大きく深呼吸して、

　会場内に僕たちの入場テーマが流れた。

　そして沸き起こる大歓声。

　壁越しだというのに、その勢いをびんびんに感じる。

「よし！　いこう！」

「はい！」

　僕たちはしっかりと手を握ると、入場ゲートをくぐり抜けて、戦場へと足を踏み入れた。





　　◇◇◇






　眩まばゆいばかりのライトに、一瞬目がくらんだ。

　左右から押し寄せる音の洪水に飲み込まれるような感覚。なんだこれ？　三階関係者席から見た時とは、それこそ臨場感がまったく違うぞ。

　あの時はあくまで観察者でしかなかった。けど、今は当事者だ。

　このライトも、声援も、熱気も、すべてが僕たちに向かって投げかけられている。その中心に僕たちがいる。

　なんか、すげーなーこれは。想像はしていたけど、圧倒的に想像以上だ。

　──花道。入場テーマに乗って、僕と花穂は花道を歩いていく。

　小さい頃ころにプロレスのテレビ中継をみて、その入場シーンに憧あこがれていた。それぞれのテーマソングに乗って、お客さんの喝かつ采さいを受けながら華麗に華やかに入場する。

　そこにあるのはまさにヒーローの姿で、その一挙手一投足に心奪われた。めちゃめちゃカッコよかった。

　あんな風に選手入場やってみたいなーと子供心に憧あこがれていたけど、まさか本当に自分がそんなことをするようになるなんてな。

　なんて感慨にふけりながら花道を歩き、戦場であるステージへと上がった。

　会場の中央に位置された、直径三十メートルほどの円形のステージ。学院演習場のステージよりもかなり広く、相当に豪ごう奢しやな造りだ。

　ステージ上は強烈なライトに照らされているので、そこに立つだけでもかなり熱い。

　背中に伝わる汗を感じながら、これも本番ならではのものなんだよなあ、なんてことを考えてしまう。

　そして、ステージの中央まで歩を進めると、

「よう、おふたりさん」

　先に入場していたマイルズが楽しげな笑みを浮かべながら声をかけてきた。

「興奮しちゃいますよね、先輩。これだけの視線に注目されちゃうと。なんか、身体が熱くなっちゃいます」

　その隣にいるのは、当然アーシアだ。相変わらず小悪魔っぽい笑みを浮かべている。

「余裕だな。ふたりとも」

「別に余裕があるわけじゃないさ。これでも緊張はしてるんだぞ」

「そうそう。緊張のあまり、思わず先輩に抱きついちゃいそうですよ」

「試合前に私のパートナーに色仕掛けしないでくださいっ！」












　アーシアの言葉に花か穂ほが反応する。ほんと、いつもと変わらんな、こいつらは。

　二万人の前だっていうのに、こんなにも立派な会場だっていうのに。

　これから戦争がはじまるっていうのに。

　まったく、緊張感のないヤツらだ。

「まあ、いい勝負しようぜ。これがお前との最後の勝負になるかもしれないわけだし」

「そうならないように、精一杯頑張るよ」

　マイルズと握手を交わす。その横で、

「あー、やっぱあたし手を抜こうかなー」

　ぼそりとアーシアが呟つぶやいた。

「おいおい、土壇場で俺おれを裏切るようなこと言うなよ、アーシア」

「これが先輩とあんたの立場が逆だったら遠慮なく、今まで以上に全力出すのになー。それであんたを退学にさせて、先輩をパートナーにするのに」

「おおう！　試合直前にパートナーのモチベーションを激しく低下させる暴言を！」

「う～ん、なんであんたが退学にならないんだろ？　なんで？」

「純粋に！　素朴に！　心から！　そんな可愛かわいい笑顔で残酷なことを言わないでよ！　俺、ちょっと、興奮してきちゃったじゃないかよ！」

　興奮するんかよ！　モチベーションあがってんじゃん！

「タケルさん。どうやら敵のチームワークは最悪みたいですよ」

「いやいや、あれはチームワークがいいからこそ出来るプレイだと思うぞ」

　アーシアがドＳな分、マイルズはドＭなんだな、きっと。

　なんだかんだ言ってバランスの取れてるデュエットなんだよ、あのふたりは。

「さてと、準備はいいかしら？」

　頃ころ合あいを見計らっていた学院長が僕たちに近づいてそう言った。

「はい」「いつでもＯＫです」

　僕とマイルズが同時に答える。花穂とアーシアも頷うなずいた。

　全員の表情が引き締まる。

「では、これより第四試合を開始します！」

　学院長のマイクにのった声が響き渡り、会場のボルテージが一気に上がる。

「それぞれのコーナーに戻って。開始は今からきっかり三分後。それまでにしっかりと調律チユーニングなどの準備をしておいてちょうだい」

　学院長の言葉に頷き、マイルズたちと軽く視線を合わせたあと、僕たちは赤コーナー側へと移動した。

　マイルズたちは青コーナー側へと移動して、そして対たい峙じする。お互いの距離は二十メートルほど。

　学院演習場は直径で十七メートルくらいだったと思うので、やっぱり広さが違うよな。

「あ、あの！　タケルさん！」

「ん？」

「その！　ちゅ、調律チユーニングを！　したいと！　思うのですが！」

「あ、ああ、そうだね」

　花か穂ほが両の拳こぶしをぎゅっと握りしめて、頰ほおを赤く染めて僕の顔を覗のぞき込んでいる。

　調律は、必要なことだ、うん。

　それにしても──それにしてもである。

　二万人の前で調律をするわけか。しかも、その光景はあの大型スクリーンに映し出されるわけだろ？

　これは単なる儀式であることは、僕はもちろん、観客の皆さんも存じ上げているのは間違いないだろう。

　だから、あっさりとこなしてしまえば良いわけなんだけど、妙に緊張するというか、気恥ずかしいというか、妙な気持ちになるわけで。なんせ二万人の前での露出チューだ。

「い、いい、いきますよ！」

　演習の時以上にカチンコチンになった花穂が目をグルグル回しながら、顔を近づけてくる。ものすごい勢いで。って、

「ムギュ！」

　僕が手でその顔を制すると、花穂がカエルが潰つぶれた時のような声を出した。

「な、な、なにするんですかー！」

「なにって、そんな勢いつけてやられたら絶対、歯と歯が当たって大変なことになるから」

「だ、だからってそんな手のひらで顔を圧おし潰つぶすようにしなくても。ただでさえ低い鼻がさらに低くなったらどうするですかー」

「どうするですかーって言われても」

　そんなやりとりは、当然マイクにのって会場中に響いていた。二万人の観客が僕たちを見てくすくす笑いをこぼしている。

　その視線に温かさとかやさしさが浮かんでいるように感じるのは気のせいだろうか？

「あわ、あわ、あわ」

　その空気に花穂がオロオロする。わかりやすく動転していた。

「んじゃ、調律、するよ？」

　なので、今度は僕から花穂に唇を近づけていく。顔を真まっ赤かにしている花穂の唇に、

「んんっ」

　唇を重ねた。マシュマロのように柔らかくて、弾力のある感触。少し甘いような、そんな気がした。

　わ───！　と盛大に会場が沸く。いや、そんな、調律で沸かれても。まあ僕も観客の立場だったら沸いてたと思うけど。

　花穂に視線を移すと、ぽや～っとした顔で、唇を指先で弄いじっていた。

　相変わらず可愛かわいいんだよな、この仕草。女の子らしくて、どことなく嬉うれしそうで。

　って、意識を切り替えないと。

（花か穂ほ、繫つながってる？）

（はい。ちゃんと調律チユーニングできています）

（それじゃあ、集中していこう。一曲目で、最初の三分で決着をつける！）

（はい！　最初から全開でいきます！）

　僕は軽くピックで弦を弾はじき、その音を確認する。音に狂いは無し。ギターの調律もバッチリだ。

　んじゃ、アイツらを驚かしてやるとしますかね。

　マルチエフェクターからオーバードライブのエフェクトをセレクトする。

　クリーントーンが基本の花穂の幻創曲の中で唯一、歪んだ音をメインとするこの楽曲。

　皆にお披ひ露ろ目めするのは初めてだから、その反応が楽しみだ。

　アーシアとマイルズの準備も万端のようだった。

　お互いに向かい合い、戦争の開始の瞬間を待つ。それから数秒後。

「それでは、これより──第四試合、来武ライブ開始っ！」

　学院長がそう宣言した。

　さあ、戦争の始まりだ！

　気合いを入れて、ギャイーン、と最初のコードをかき鳴らす──と同時だった。




　──パリンッ。




　ステージ上空のライトが一斉に割れた。一気にステージが薄暗くなる。

「え？」

　花穂が驚いたように、無防備に、天井を見上げた。

　って、花穂っ！　来武はもうはじまってるんだぞ！

　まずいと思ってアーシアたちを見ると、アーシアたちも演奏を開始するでもなく、天井を見上げていた。呆ぼう然ぜんと。

　どうやら、先制攻撃をされる心配はなさそうだ。

　一息ついて、僕も天井を見上げた。

　さっきまで様々な照明効果で舞台を演出していたステージ上空のライトが、ひとつ残らず破壊されている。

　──もしかして、トラブル発生ってヤツか？

　学院長を見ると、小さく横に首を振ったあと、コントロールルームの方へと視線を動かす。

　どうやら、完全に想定外の事態らしい。

　観客たちはまだ事故なのか、演出なのかの判断がついていないのだろう。ひそひそ話をするようにざわついている。

「照明のトラブルなんですかね？」

「みたいだね」

　いきなり出で鼻ばなを挫くじかれた感じで、戸惑ってしまう。

　この場合、どうすればいいんだろう？　来武ライブを再開するべきか、それとも照明の復旧を待つべきか。

　まあ、ここでいきなり攻撃を仕掛けたら卑ひ怯きよう者もの以外の何ものでもないのだろうけど。

　なんてことを考えていると、唐突にその歌声は響いてきた。




　──Ｕｎｄ　ｅｉｎｅそして、　Ｎａｃｈｔ　ｖｏｎ　Ｏｆｆｎｕｎｇ夜のはじまり




　ゆったりと伸びやかに、その高音の美しい歌声は響く。

　優しいのに硬質。厳格でいてシンプルなメロディライン。けど、その旋律は乾いた大地に雨水が沁しみこむように、心に沁みこんでくる。

　人の本質に訴えかけてくるような、本能に刻み込まれているような、無条件に意識が奪われてしまうような。

　そんな歌声にあわせて奏でられるのは、パイプオルガンのようなどこか懐なつかしさを感じさせる旋律。

　まるで讃さん美び歌かのようだ。いや、実際、讃美歌なのかもしれない。

　その声は、スタンド席の方から響いてくる。視線を動かして歌い手を探す。

　メインスタンド側の二階通路。そこに、歌い手は居た。

　シスターを思わせる黒衣に身を包み、両手を広げ高らかに歌い上げる、神々しき姿。

　薄暗い会場のなかで、そこだけに柔らかな日が差し込んでいるような、そんな錯覚さえ生じさせる。

　しかしその表情は見えない。だって、その顔は仮面に覆われていたのだから。

　その仮面の意味は、さすがに僕にだって理解できる。心臓が縮み上がる。

　あれは──

「タケルさん！　この歌──これは……」

　花か穂ほに言われるまでもなく、聞けばわかる。歌い手を見ればわかる。これは、これは。

「──幻創曲だ」

「はい、幻創曲です」

　でも、なんで？　なんで僕たちの来武の途中で、客席から幻創曲を歌う人間が現れるんだ？

　しかも、あれは──あの仮面をつけている人物はこの世界にひとりだけ。

「──ナスターシャ！！！」

　学院長が、あのいつも冷静沈着な学院長が焦ったようにその歌い手に向かって叫ぶ。その表情には緊張の色が滲にじんでいた。

　ナスターシャ・ジェンチ。世界に九人しかいない宝石歌姫ビジユカンタトリスのひとり。ドイツの宝石歌姫。通称、虚飾のナスターシャ。

　どうして、あいつがここに？　なぜ宝石歌姫が幻創曲を？　混乱する。

　さらに混乱を加速させるように、ナスターシャの歌声にあわせるように別の歌声が重なってきた。




　──Ｉｃｈ　ｖｅｒｓｔｅｃｋｅ　ａｌｌｅｓ私はすべてを隠します




　しかも一箇所ではなく、ぐるっと会場を一周するような感じで、四方八方から響いてくる。

「な、なんなんだよ、一体……」

　会場を見渡すと、二階客席通路にナスターシャと同じように黒衣を着た少女が、ぐるっと、まるでステージを取り囲むかのように等間隔で立ち、歌っていた。

　──十二人。同じような、無機質な表情を浮かべた少女が十二人。

　重なりあい、響きあう歌声。会場全体が、その歌声に包まれる。包まれるというか、侵食されていく。




　──Ｍｉｔ　ｗａｈｒｅｒ　Ｄｕｎｋｅｌｈｅｉｔ真実の暗闇で




　幾重に重なった歌声が、ゆっくりと、でも確実に、圧し掛かってくる。

　これも音楽祭の演出のひとつだと思っているのか、観客たちはその歌に歓声をあげた。

　思いがけない宝石歌姫の登場に、ワケも分からずに盛り上がっている。

　けど。だけど、これはそんなものじゃない。そんなもんじゃないんだ。

　この感覚を、この圧力を──僕は知っている。

　ガクガクと膝ひざが震えた。全身から冷たい汗が噴き出す。口が乾く。

　これは──

　この感覚は──

　僕たちに向けられているこの感情は──

「か、花か穂ほ……いますぐ……逃げるんだ」

　口の中が乾いて、かすれた声しか出なかった。

「はい？」

　花穂が僕の顔を見て、不思議そうに首を傾かしげた。

「……今すぐ、今すぐ逃げないと」

　だって、彼女たちが僕たちに向けているのは──純粋なる殺意なんだから。

「逃げるって、タケルさん？　なにを──」

　しかし、

　しかし、もう遅かった。

　遅すぎた。圧倒的に、徹底的に、決定的に、遅すぎた。

「私はドイツが宝石歌姫ビジユカンタトリス、ナスターシャ・ジェンチ。本日をもって、我々ドイツ連邦共和国はカンタトリス平和条約の破棄、および歌姫評議会からの脱退を宣言します」

　尊厳なる幻創曲が鳴り響く中で、ドイツの宝石歌姫が高らかにそう宣言した。

　それは宣戦布告。

　来武ライブなんていうルールに縛られた遊びの戦争じゃなくて、真実の戦争を始める合図。

　五年前のあの時のように、

　純然たる殺意の篭こもった魔法が、具現化された。

　それは黒。漆黒の霧。世界で唯一の闇やみの元素の使い手、ナスターシャの魔法。

　照明を破壊したのはその存在を気づかせないためか。それともただの演出なのか。

　いつの間にか、僕たちの上空には漆黒の霧が渦巻いていた。

「タケルさん、あれは──」

「タケル！　マイルズ！　ふたりとも今すぐにパートナーを連れて逃げなさい！」

　花か穂ほの言葉をかき消して、切せつ羽ぱ詰つまったように学院長がそう叫ぶ。しかし、それすらも遅い。

　漆黒の霧がゆらりと揺れた後、豪雨となってステージに降り注いだ。空間を黒で塗りつぶすように、轟ごう音おんと共に流れ落ちる。

　いや、これは雨なんかじゃない。そんな生やさしいものじゃない。

　そのひとつひとつが鋭い針──いや錐きりだ。霧をもって錐と成す。幻想ならではの言葉遊び。どこまでもふざけた、鋭く尖とがった残酷な言葉遊び。錐きり雨さめ。避けようもない、無数の漆黒の錐が、スコールのように激しく降り頻しきる。

「ひっ……」

　喉のどが引ひき攣つる。

　逃げ場はない。逃げようもない。なにも出来ない。なにも出来ないまま、僕たちはあの黒い雨に貫かれ、母さんと同じように──死。

　その先にあるのは死だ。ただの死。詩による死。無駄死に。

　そんなの、そんなの嫌だ。けど、足は震えるばかりで一歩も動かず、視線を逸そらすことも出来ず、ただ迫り来る死という雨を全身に浴びるその瞬間を待つことしか出来ず。

　僕は──

「しっかりしなさい！」

　叱しつ咤たの声とともに、学院長の身体が舞った。止まっていた空気を揺り動かすように、学院長が舞い、声を張り上げる。

　それは世界中の人が知っていると言ってもいいほどに有名な歌声。

　東雲しののめ詩し乃のの幻創曲まほう。

　奏士トルヴエールも無しで、アカペラで、しかもたった１フレーズの歌声で、魔法は形を成していた。

　僕たちの頭上に、僕たちを守るように薄い水の膜が現れた。

　バシャバシャと、錐きり雨さめが水の膜に降り注ぐ。突き刺すように、抉えぐるように、降りつける。

　しかし黒雨は水の膜に衝突すると、それに吸収されるかのように消滅していった。

　けど、膜があるのは頭上にだけ。魔法の効果は幻創曲の完成度に比例する。いくら学院長とは言え、たった１フレーズの歌声では、ステージ上の全てを守るだけの幻想を創りだすことは出来なかったみたいだ。

　だから、膜の張っていない部分には黒い雨は降り注ぐ。地面に当たったそれは、水滴がぶつかり破裂するように──爆発した。黒煙を上げ、連続して爆発した。

　そのひとつひとつがまるで炸さく裂れつ弾だん。

「きゃ──っ！！！」

　爆発の衝撃で僕と花か穂ほの身体が吹っ飛ばされる。

　一瞬にして視界が黒煙に奪われ、為なす術すべも無く身体は宙を舞い、勢い良くステージの外へと吹っ飛ばされた。

「かはっ！」

　場外へと叩たたきつけられる。骨が軋きしみ、皮膚が裂け、全身に激痛が走る。

　けど、これはむしろ幸運だったのかもしれない。ステージ上から──死の豪雨地帯から逃れることが出来たのだから。

　あの、悪意の篭こもった歌の中から逃げ出すことが出来たのだから。












　僕はよろよろと身体を起こすと、隣に視線を移した。

「────っ！！！」

　そこには、花か穂ほがぐったりと横たわっていた。まるで人形のように。ぐったりと。

　心臓が縮み上がった。胃の奥から、酸っぱいものがこみ上げてくる。この姿は、見たことある。

「……か、花穂？」

　恐る恐る近づいて、その身体を揺さぶった。

　意識はない──けど、呼吸はしていた。それを確認して、全身から力が抜けた。

「ちょうど良かったわ。タケル、マイルズ、キミたちはそのままパートナーを連れて脱出しなさい」

　学院長は、ステージ上で背筋を伸ばし、僕たちにそう告げた。

　黒の錐きり雨さめを全身に浴びたのか、その服はズタボロに破け、体中から血が溢あふれでている。酷ひどい怪け我がだ。

　もしかしたら、自分がそうなっていたかもしれない姿。

　それ以上にぐちゃぐちゃに、漆黒の錐きりで全身を突き刺され、抉えぐられ、裂かれ、貫かれ、死んでいたかもしれないんだ。

　ドクン、と心臓が跳ねる。恐怖から、死の、戦争の恐怖から、心臓は壊れたみたいにドクン、ドクンと跳ねている。

　目の前が真っ暗になる。

　怖い。

　怖い、怖い、怖い、怖い、怖い、怖い、怖いっ！！！！！！！！！！

「会場の観客の皆さん及び学院関係者の皆さん。至急、避難してください！　これは演出ではありません！　緊急事態です！　すみやかに会場から避難してください！」

　そんな学院長の声も、逃げ惑うような観客たちの悲鳴も、どこか遠くで聞こえる。耳がおかしい。目もおかしい。

　そもそも、世界がおかしい。

　なんで？

　なんでこんなことになってるんだ？

　ただの音楽祭のはずなのに。こんなの、ただのイベントだったはずじゃないか？

　だいたい、戦争は五年前に終わったはずだ。今やってるのは来武ライブだろ？

　ルールに守られた中で行われる、安全な戦争のはずだろ？

　魔法で人殺しをしちゃいけないってみんなで決めたんだろ？

　なのに──なのに！

　なんで、あいつらはあんなに殺意を込めた歌を歌ってるんだよ！

　どうして殺そうとするんだよ？

　嫌だ。

　嫌だ、嫌だ、嫌だ、嫌いだ！

　魔法なんて、歌姫カンタトリスなんて──




　──パシンッ！




　耳元で乾いた音がした。そして、遅れてやってくる痛覚。

「おい、しっかりしろっ！」

　視界に色彩が戻ってきて、目の前には、ぐったりとしたアーシアをおぶったマイルズがいた。

「お前、なに真っ青な顔して呆ほうけてるんだよ」

「あ……」

「あ、じゃねえよ。ほら、花か穂ほちゃんを連れてさっさと逃げるぞ。ここにいたら危ないんだから」

「もたもたしない！　私の生徒なら、歌姫を守って逃げるくらいの仕事はしてみせなさい！」

　ステージの上からも、学院長の叱しつ咤たが飛ぶ。

「あ、ああ……」

　僕はよろよろと花穂を背負うと、そのまま客席を突っ切って、入場口へと全力で走った。

　振り返らずに、全力で、その場から逃げ出した。

　ただ怖くて、ただ気持ち悪くて、ただ嫌で、尻尾しつぽ巻いて逃げ出した。

　こんな場所には、もう一秒たりともいたくなかった。




　──まったく、兄の尻しり拭ぬぐいは妹の役目よね。今日はオフなのに、しょうがないな。




　そんな声が、逃げ出す僕の耳にかすかに届いたような気がした。





　　◇◇◇






　姫ひめ咲さきヒミコ──僕の母さんは、歌姫まほうつかいだった。

　世界でも有数の、そして唯一の存在だった。

　先代の日本の宝石歌姫ビジユカンタトリス。『独奏者ラ・ソリスト』と称された母さんは奏士トルヴエールを必要としない、たったひとりで最高のパフォーマンスを発揮できる、

　──世界でもっとも完成された歌姫であり、

　──世界でもっとも歓声された歌姫であった。

　そんな母さんは五年前のカンタトリス戦争で死んだ。僕が殺してしまった。

　歌姫カンタトリスを兵器として使用したその戦争は、瞬く間に世界中の国を巻き込み、企業を巻き込み、人を巻き込んだ。

　今になって考えてみれば、あの戦争は実験という側面も持っていたのかもしれない。だからこそあんなにも迅速に拡大し、そしてあんなにも迅速に終結した。まるで最初から最後まで仕組まれていたように。

　戦争という体裁を繕った、世界規模での魔法実験。

　思わずそんな事を勘ぐってしまうくらいに、人が死んだ。たくさんの、戦争とは関係の無い、ただの一般人が、歌姫の魔法によって死んだ。

　いつだって、戦争で一番に傷つくのは弱者だ。権力も武器も資産も持たない、ただの一般人だ。

　戦争を始め、続ける権力者でも政治家でも軍隊でもなく、戦争を終わらせて欲しいと願っている一般人だ。

　母さんはそんな一般人を守る正義の味方だった。力なき者を助ける歌姫だった。

　──そして僕の憧あこがれだった。

　そんな母さんから生まれた僕は、やはりヒーローに、正義の味方になりたかった。

　困っているひとを助けたかった。母さんの手助けをしたかった。

　そうなれるように努力していた。努力を──してきたつもりだった。

　──けど、現実はそんなに甘くなかった。




　僕が母さんを殺してしまったあの日、僕たちの住む街が戦場になっていた。

　攻めこんでくるドイツ軍は、微み塵じんの躊躇ためらいもなく街を破壊し、住民を殺し、行軍を続けた。

　街からは火の手が上がり、人が倒れ血を流し、僕たちの日常が、今まで作り上げてきた現実が、ドイツの歌姫たちの創り上げた幻想に侵食され、破壊された。

　もちろん日本の自衛隊だって黙って見ていたわけじゃない。ただ、一般市民を守りながら、街を破壊しないように戦う自衛隊と、なんの障害もなく攻撃を繰り返すドイツ軍では、圧倒的にドイツが有利だったのだ。

　徐々に押されていく日本の自衛隊。疲弊し、傷つき、それでも市民を守るために必死に戦った。

　そのなかにはもちろん母さんの姿があった。むしろ、母さんがいたからこそ、圧倒的に不利な状況でも、なんとか持ちこたえられていたのだ。

　けど、そんなのは結果の──敗北の先延ばしでしかない。

　愚かにも、当時の僕はそう思った。

　そして、本当に愚かにも、それなら僕がこの状況をなんとかしてみせる、とか思ってしまったのだ。

　僕はギターを抱えると、家を飛び出し戦場へと駆けた。

　僕が母さんの幻創曲を弾いて、母さんの手助けをしてやる。母さんの歌を一番近くで聞いていた僕なら、きっと母さんの奏士トルヴエールになれる。

　奏士なしでもあれだけ強い母さんなら、僕が演奏することによってもっと強くなるはずだ。

　そうすれば、ドイツ軍なんてあっという間にやっつけられる。

　そんなことを何の根拠もなしに思っていた僕は、ただひたすら走った。

　街路を走り、戦渦の中心地に近づくにつれて、その街並みは酷ひどいものになっていった。

　建物を焦がす嫌な臭においに、立ち昇る黒煙。そのそばには氷漬けになった電柱。巨大な力で圧おし潰つぶされひしゃげた車。店のシャッターは鋭い何かで切り裂かれていた。

　自然の法則を無視した、ひどく現実離れした惨状。魔法だからこそ起こり得る滅め茶ちや苦く茶ちやな状況。

　その光景に恐怖も覚えてはいた。

　けど、僕はどこまでも愚かだったんだ。無根拠の自信が、その恐怖に勝っていた。

　そして、その感情は怒りに変わった。僕たちの街をこんな風にしたヤツらを絶対に倒してやるって。

　まったくもってわかっていなかった。破壊された街という現実を目の前に突き付けられたというのに、未いまだに魔法をどこか空想の出来事のように捉とらえていたのだ。

　だから、その瞬間、

　僕の目の前に仮面をつけた歌姫カンタトリスが立ちふさがって、ただ何をするでもなく、純粋な殺意を向けてきたその時になって、僕はようやく理解した。

　魔法は現実に存在する人殺しの道具なんだと。

　意志を持った人間が、殺意を持った人間が、そこには存在するんだってことを。

　魔法は幻想だ。けど、人がそれを扱うことで現実になる。僕は本当の意味でそれを理解した。

　足が竦すくんだ。ガタガタと身体が震えた。上う手まく呼吸が出来ず、頭が真まっ白しろになった。涙が出た。

　ただ、ただ、怖かった。どうしようもないほど、どうしようもなく怖かった。

　何も出来ずに震えながら立ち尽くし、ボロボロと、ガキみたいに泣いていた。

　ヒーローになりたいなんて、正義の味方になりたいだなんて、とんだお笑いぐさだ。

　だって、その瞬間、心の底から後悔していたんだから。どうして、のこのこと戦場に来てしまったのだろうと。

　そんな僕に、仮面をつけた歌姫は無感情に、無機質に、無差別に幻想を歌った。僕を殺すための歌を、讃さん美び歌かのような美しい歌を、綺き麗れいな声で歌った。

　それで、僕の物語は終わるはずだった。愚かな僕の物語は結末を迎えるはずだった。なのに、物語が終わってしまったのは本当のヒーローで、

　──母さんが僕を守るために身を投げ出して、

　──僕の目の前で漆黒の槍やりに心臓を貫かれて、

　──真まっ赤かな血が飛び散って、

　──僕の身体にも温かな母さんの血が降り注いで、

　それでも僕はガタガタと震えることしか出来なくて、その光景は鮮明に、繊細に、詳細に、僕の脳裏へと焼き付いた。




　結局、それが──母さんの死が契機となり戦争は一応の終結を迎えた。




　なのに、今、再びあの仮面の歌姫カンタトリスは僕の目の前に現れて、戦争を始めたのだ。突然に、忽こつ然ぜんと。

　だから、僕は全力で戦場から逃げていた。仕方がない。仕方がないじゃないか。

　あの状況で僕に出来ることなんて何もない。花か穂ほが意識を失っている状態じゃ、演奏だって出来ない。魔法が使えない。

　そもそも、僕たちが演奏したところで学院長の足手まといにしかならない。僕たちと宝石歌姫ビジユカンタトリスじゃ、圧倒的に実力差があるんだから。

　だから、これが正しい。これが正解。もう、あんな失敗はしない。自分を過信して他人の足を引っ張るようなマネはしない。

　脇わき役やくは脇役らしく逃げ出して、あとは主人公の人たちに任せて。

　僕は安全な場所で、全部終わるのを待って。

　そうすれば死なないで済む。

　そうすれば知らないで済む。

　そう僕は──

　怖いんだ。

　死が、

　詩が、

　歌姫が、

　魔法が、

　ああ、そうか。

　そこまで考えて、色んなピースがカチリとハマった。

　学院長の言っていた言葉の意味がようやくわかった。

　どうしてこんな簡単なことに今まで気付かなかったんだろう。

　どんなに戦争がショーナイズされても、

　どんなに戦争が過去の出来事になったとしても、

　どんなに歌姫が周囲の憧あこがれとされても、

　魔法が人殺しの道具だってことを僕は知っているから。

　だから、否定している。拒絶している。

　本能で、人を殺した、母さんを殺した魔法を否定している。

　そんな僕の奏でる音楽が歌姫カンタトリスの心に届くわけなんてないじゃないか。

　歌姫の本当の魔法ちからを引き出せるはずないじゃないか。

　だって、僕は、本音では、本心では、歌姫って存在が怖くて怖くてたまらないのだから。

　どんなに取り繕っても、心の底では否定してるんだから。

　そんなヤツが歌姫の助けになるはずなんてない。出来ることなんてない。

　だから仕方がない。

　ここは学院長に任せて──

　全部任せて、

　学院長の身体が漆黒の槍やりに貫かれて、血が噴き出して、倒れて、死んで、死──




　──まったく、兄の尻しり拭ぬぐいは妹の役目よね。今日はオフなのに、しょうがないな。




　そして、少女も、誰だれだかわからないけど、あの声の少女も。

　きっと、死んで。殺されて。魔法で貫かれて、呆あつ気け無なく死んで。死んで。

　でも、それも仕方ない。仕方ないんだ。僕にはなにも出来ないんだから。

　だから、仕方が──




「──ないわけないだろうが！」




　バチン、と自分の頰ほおを自分で殴り飛ばす。

　その痛覚で、少しだけ目が覚めたような気がした。

　相変わらず怖いけど、足の震えは止まらないけど。

　ぎりぎりのところで立ち止まってはいた。

「仕方がないで済ませていいわけがないだろうが！」

　自分で自分を怒鳴りつける。

　学院長が、恩人が、大切な人が殺されるかもしれないんだぞ？

　明あ日す香かが、家族が、大切な妹が殺されるかもしれないんだぞ？

　それを、仕方ないで済ませていいはずがないだろうが！

　また、なにも出来ないままに家族を失うなんて、そんなことは絶対に許せない！

　このまま、このまま逃げ出したら、僕は本当に最低じゃないか。今度こそ、本当に明日香の兄でいられなくなってしまう。

　それを、

　それを──僕てめーはどうして仕方ないの一言で片付けられるよ！

　それが出来るんだったら、どうして今更、奏士トルヴエールになろうとしてるんだよ！

　初めての来武ライブ演習のときは恐怖で足が震えた。頭が真まっ白しろになって何も出来なかった。

　魔法を眼前にして、怯ひるんで、竦すくんで、演奏しようとする意志すらも持てなくて、史上最短敗北記録なんてものを作って、みんなに笑われて、馬ば鹿かにされて、演習のあとには盛大に吐いた。胃の中のものを全部吐き出した。

　その日の夜は布団にくるまってガタガタと震えていた。涙を流しながら怯おびえていた。

　そのくらいに歌姫カンタトリスが、魔法が、恐怖の対象として僕の脳裏に焼き付いていた。

　けど、それでも僕はカンタトリス音楽院の学生を続けた。奏士トルヴエールになりたいって思った。

　足を震わせながら、胃液を吐きながら、皆に笑われながら、それでも奏士にしがみついた。

　歌姫の側にいたかった。魔法を身近に感じていたかった。

　それはどうしてだよ？

　チャンスだって思ったんだろ？

　あの時、ただ母親の死を見ているだけしか出来なかった弱い自分から生まれ変わるための。

　あの日、情けなく逃げ出した自分が、もう一度、明あ日す香かと正面から向き合えるようになるための。

　もう一度、自分らしく生きていけるようになるための。




『──どうしてそんな自分を誤ご魔ま化かすようなことしてるの？』




　まったくもって明日香の言う通りだ。

　結局、色んな事に言い訳して、単に逃げてただけじゃないか。ずっと変わらずヘタレ野郎だっただけじゃないか。

　ぎゅっと固く拳こぶしを握り締める。

「なあ、マイルズ」

「どうした？」

「花か穂ほを頼む」

「はあ？」

「だから、花穂のことを頼む。アーシアと一緒に、どこか安全な場所まで避難させてくれ」

「いや、それは別に構わないけどさ。お前、どうすんの？」

「決まってるだろ？」

　そう、やることなんて決まってる。ここで誤魔化すことなんて出来ない。

　またこうして戦争が起きて、僕の大切な人たちの命が危険に晒さらされているというのならば、今度こそ僕のやることは決まっている。




「──ちょっと、この物語の主人公になってくる。これは、僕の物語だ」




　僕は花か穂ほをマイルズに預けると、その身をひるがえした。そして、全力で走る。

　間に合ってくれよ！　そう願いながら、僕は全力でステージまでの通路を駆けた。





　　◇◇◇






　アリーナへと駆けこむ。相変わらずナスターシャたちの歌声は響いていた。

　ステージは酷ひどい有様だ。戦場。そこはまさに戦場だった。

　ナスターシャたちの魔法にさらされ、破壊され、つい数分前まで華やかなイベントが行われていたとは思えないほどに惨さん憺たんたる有様だ。

　そして、そのステージへと続く通路の途中に学院長が倒れていた。体中をズタズタに裂かれ、大量に血を流している。ぴくりとも動かない。

「──学院長っ！」

　僕は学院長に駆け寄ると、支えるようにして学院長の上半身を起こした。

「大丈夫ですか！　しっかりしてください！」

「んくっ……キミ、か……ダメじゃない、ちゃんと避難してないと」

　閉じていた瞳ひとみをゆっくりと開く。苦痛でその綺き麗れいな顔が歪んでいる。血を流したせいか、その肌は透き通るくらいに白くなり、吐き出す息も弱々しい。

　胸がズキズキと痛んだ。きゅっと胃が縮み上がる。

　もし──もし、あのまま逃げ出していたら、僕はもう二度と学院長と話すことが出来なかったかもしれない。

　だから、戻ってきて良かったと素直に思った。

「それに、顔まっ白よ。大丈夫？」

「正直に言えばあまり大丈夫じゃありません。めちゃめちゃ怖いですし、気持ち悪いし、油断したらチビっちゃいそうです」

　冗談でもなんでもなく、本当にチビっちゃいそうなくらいに脳が、身体が恐怖している。

「けど、避難なんてできませんよ。だって、ここで結果残さないと退学なんですよね、僕」

　無理やりに恐怖で引ひき攣つる頰ほおを持ち上げて、笑みをつくる。

　カッコいい笑顔がつくれないのがいかにも脇わき役やくレベルの僕だけど、でもこれは僕の物語なんだから、これでいい。

「そっか……じゃあ、どんな風にしてご褒美をあげるか……私も本気で考えておかないとね」

　学院長はそんな僕の顔を見て、ニヤリといつものように笑いながらそう言った。

「それは無しの方向でお願いできれば」

「じゃあ……そうね、ここはストレートに、私の……処女をキミにあげるってことでどう？　これで素直に頑張れるでしょ？」

「いりませんから！」

「──っ！　い、いらないの？　それは……なんか、ショックだわ。女としての……魅力をすべて否定された気分よ」

「いや、そういう意味じゃなくて……って、なんでこんな会話になってるんですか！」

　そんな傷だらけの身体で、苦しげな呼吸をしてるのに。

「だって、もしかしたら……これがキミとの最後の会話になるかもしれないから」

「さらっと嫌なことを言わないでくださいよ！」

　そんな表情で言われたら笑うに笑えない。ついでに最後の会話がこんなんでいいんかよ！

「実際、かなりのピンチなのよ……ね。まさに絶体絶命ってやつ。キミが戻ってきてくれたことは嬉うれしいと思うけど……キミに出来ることは正直なにも無いわ。今、キミに弾ける幻創曲は無いんだから。だから、やっぱりキミは逃げなさい。後は私と、あの子に任せて」

　任せてって自信をもって言えるほどの余裕はないけどね、と学院長は苦笑した。

　そんな学院長の視線の先。ステージの上。そこで姫ひめ咲さき明あ日す香かは華麗に、可か憐れんに、苛か烈れつに歌っていた。

　十三人の歌姫カンタトリスを相手に、たったひとりで立ちまわる。

　迫り来る漆黒の槍やりを、その軽快なステップでかわし、歌唱により幻想した白金の剣で切り払う。

　その姿はやっぱり美しくて、憧あこがれる。妹とはいえ憧れた。

「さすがは『太陽の独唱者ソロ・ソレイユ』。たったひとりでナスターシャたちを相手によくやってるわ」

　その言葉の通り、明日香はよくやっている。

「『反転幻想アンチスペル』。相手に対してもっとも有利となる元素へと魔法を変性させる特殊属性。ふざけた属性よね。反則も良いところだわ」

「明日香も『四大元素の担い手エレメンツマスター』には言われたくないと思いますけど」

「あら、私のはあくまで火、水、風、土の基礎四元素を高レベルで扱えるってだけだわ。『固有属性オリジン』の連中と比べれば大したことないでしょ」

　十分大したことあるっての！　そんなこと出来るのはあんただけだっての！

「けど、このままではジリ貧ね。相手はナスターシャを含む十三人の歌姫。いくら姫咲明日香がすごくても、ひとりでどうこうできる相手じゃないわ。かと言って、このレベルでまともに戦える歌姫はこの場にいないし。少し平和ボケしすぎていたみたいね」

　学院長はフラフラしながらも立ち上がった。

「学院の生徒たちじゃ戦力にはなりませんか？」

「無理ね。あの子たちは戦場に立ったことは無いもの。ルールに守られた来武ライブと殺し合いの戦争はまったくの別物よ。それに──」

「それに？」

「私の大切な生徒たちに人殺しなんてさせられないでしょ？」

　そう言って学院長は笑った。強く、気高く笑った。

「キミの顔を見てようやく決心がついたわ。大切なものを守るには、やっぱそれなりのものを賭かけないとね」

「いや、学院長にそういうカッコいい系のセリフ、似合わないですから。学院長は脳天気に僕にセクハラでもしててください」

「ヒドイ言いぐさね。それじゃあ、私がいつもキミにセクハラをしているみたいじゃない」

「自覚がないっ!?」

「私がしてるのはパワハラよ。権力を盾にキミを好き勝手するのが私の楽しみなんだから」

「より最悪だったよ！」

「だから、これは学院長命令よ。今すぐここから避難しなさい。それが出来ないなら、キミは退学よ」

　ぴしゃりと命令する。まったく、この人はカッコいいなぁ。変態でなかったら好きになってしまいそうなくらいにカッコいい。だから、僕の意志も固まった。

「なら、退学にしてください。ここで逃げ出したら、僕はもう二度と奏士トルヴエールにはなれませんから。ただ、その前に学院長の言葉を三つほど、訂正させてください」

「訂正？」

「はい。まずひとつめ。学院長はさっき僕に弾ける幻創曲はないと言いましたけど、実はあるんですよ。とっておきが」

「え？」

「そしてふたつめ。僕の妹が本気を出せば、あんなヤツら、ひとたまりもないです。なんせ、僕の妹は天才ですから」

「…………」

「で、最後にみっつめ。やっぱ学院長の処女には興味あるんで、そこで大人しく身体を労いたわっていてください。命を賭けようとか、馬ば鹿かなマネはやめてくださいね」

　それだけ言うと、僕は明あ日す香かに向かって一気に駆け出す。妹も、学院長も殺させるわけにはいかない。

　めちゃめちゃ怖いけど、ここで何も出来なかったら、僕は絶対に自分が許せないから。

　今まで置き去りにしてきた大切な忘れ物を、ここで取り戻すんだ。

「──明日香っ！」

　一気に駆け抜け、僕はステージに駆け上った。

「え？　に、兄さんっ!?　どうしてここに──」

　驚く明日香の言葉を待たずに、僕はそのまま明日香に駆け寄って、

「──んんっ！」

　明日香にキスをした。弾力のある柔らかな感触が唇に触れた。

　明あ日す香かがびっくりしたように固まる。まあ、そりゃそうだろうけど。顔が近すぎて見えないけど、多分、目をぱっちりと見開いているだろう。

「んんん～～～～～～～～～っ！！！！！！！！！！」

　バタバタと大暴れした後に、飛とび退のいた。

「い、いきなり妹にキスする兄がどこにいるか────！！！！！！！」

　絶叫。顔をまっ赤かにして、涙目になりながら、明日香は絶叫した。

「わ、わけわかんない！　わけわかんない、わけわかんない！　な、なんなの！　一体なんなの！　なんで？　なんでこの状況でいきなりキス!?」

（いいから落ち着け、明日香）

　脳内で明日香に語りかける。

「お、お、落ち着けるわけないでしょ！　ふぁ、ファーストキスだったんだからね！　わたしの、はじめての、ちゅう！　それを！　それを、こんなところでいきなり！」

　僕の脳内の問いかけに明日香が応こたえる。どうやらちゃんと調律チユーニングは出来ているみたいだ。

（今のはキスじゃなくて、調律だから）

「チューニングってなによ！　って、あれ？　なにこれ？　なんで兄さんの声が頭に響いてくるの？」

「あれ？　明日香は調律しらないのか？　歌姫カンタトリスと奏士トルヴエールが精神を同調シンクロさせるために必要な行為なんだけど」

「そんなの知らないわよ。わたし、奏士なんて必要ないもの」

　あー、それもそうか。ソリストである明日香は今まで一度も奏士と合奏したことないんだったな。

「つまり、簡単にいえば僕が明日香の楽器になるために必要な儀式だと思ってもらえれば」

「儀式って！　妹のファーストキスを奪っておいて、儀式って！」

「うん、儀式だからノーカンってことで」

「そんな簡単に割り切れるかぁぁぁぁぁぁ──！」

　涙目でじたばたする明日香。そこにあるのは、さっきまでの堂々とした歌姫然とした雰囲気じゃなくて、僕のよく知っている可愛かわいい妹の姿だった。

（あーもう、せっかくのファーストキスだったのに。相手が兄さんなのは、別に構わないけど、というか、むしろどんとこいだけど、なんでこうも雰囲気のない！　しかも儀式だなんて言って！　絶対妹の唇を甘く見てるわよね。こうなったら──）

（明日香。調律後はしばらくお互いの考えていることが伝わりやすくなるから、気をつけるように。思考がだだ漏れだぞ）

「──っ！」

　瞬間湯沸かし器を思わせる速度で明日香の顔から湯気が立ち上った。ものすごい目で僕を睨にらみつけてくる。

「苦情はあとでいくらでも聞く。とりあえず、アイツらをなんとかするのが先だ」

「何とかするって、何をするのよ！」

「奏士トルヴエールがすることは歌姫カンタトリスのフォローだよ」

「わたしはソリストだから奏士なんて必要ない。それに兄さん、わたしの幻創曲の楽譜、知らないでしょ？」

「確かにお前の幻創曲は知らない。けど、お前と一緒に歌える幻創曲なら知ってる」

　ごちゃごちゃ問答していても仕方がない。奏士が歌姫を歌わせるには、旋律を奏でればいいだけだ。

　僕はギターを弾く。耳に、指に、身体に、魂に馴な染じんだその旋律を奏でる。

「これは──」

　びっくりしたように目を丸くして、明あ日す香かが僕を見た。

　そう。これは母さんの歌。母さんの幻創曲。僕と明日香が幼い頃ころからずっと聴き続けてきた歌。

　普通、幻創曲は歌姫が自分で創りだした歌しか魔法として発現しない。けど、これだけは別だ。

　母さんの創った歌を、母さんが歌っていた歌を、僕たちが歌えないわけがない。母さんの願っていた理想まほうを僕たちが再現できないわけない。

　気持ちをこめて、心の底から演奏する。ギターの弦を弾はじく。ミュートを交えながら、歯切れよく、リズミカルに──楽しく。

　さあ明日香、歌え！　母さんの歌を、僕たちの歌をアイツらに聞かせてやれ！

　明日香は少しの間、戸惑ったように僕を見ていた。けど、その形良い眉まゆがきゅっと引き締まって、そして声を発する。

　僕の演奏にのせて、身体全体でリズムをとって、明日香の声が響いていく。

「～～～～～～～～～～～～～～～～♪」

　一度歌いだせば、それはもう止まらない。自分の歌と同じように、むしろそれ以上に感情的に、嬉うれしそうに。

　母さんの歌はいつだって希望の歌。前向きに希望を歌い続ける歌だ。誰だれもが笑顔になるための歌だ。こんな馬ば鹿かげた戦争、すぐに終わらせてみせる！

（明日香、まず最初にナスターシャ以外を無力化する）

（うん、わかった）

　ナスターシャたちの歌が創りだした漆黒の槍やりが四方から唸うなりを上げて迫る。僕たちの身体を突き破らんとばかりに。

　五年前は怖くて動くことすら出来なかった。さっきは恐怖から逃げ出した。

　けど、今は大丈夫。怖いって気持ちはあるけど、それ以上に強い想いがあるから。

　こんな状況だと言うのに、嬉しい。楽しい。そんな感情がこみ上げてくる。

　母さんの歌を明日香と一緒に演奏できることが、嬉しくて、楽しくて、気持ちよくて。

　歌は決して人殺しの道具なんかじゃない。

　この力は人を守るために、幸せにするためにある力だ。だから──

（兄さん、いくよ！）

　そんな心の叫びと共に、明あ日す香かは可か憐れんにターンした。そして発現する魔法。それは眩まばゆいばかりに輝く光。燦さん々さんと輝くその光が明日香の身体を包み込んだ。

「んたぁぁぁぁ──！」

　明日香が気合いを入れると同時に迫り来る漆黒の槍やりを──殴り飛ばした。素手で。四本の槍を一瞬にしてすべて殴り飛ばした。

　ぶん殴った瞬間、槍は霧に戻るように空気中に霧散した。

　そして、しゃんと胸を張って、二階席通路に立つナスターシャたちを睨にらみつける。その背中からは二枚の大きな光の翼が生えていた。

　母さんの魔法。それは、簡単にいえば自分強化の魔法。母さんは魔法使いのくせして肉弾戦が得意という、特異な魔法使いだったのだ。




『魔法ってさ、下手にぶっぱなしたら他ほかの関係ないものも巻き込んじゃうだろ？　でも、拳こぶしだったら自分が自分の責任でもって殴るものしか殴れないわけよ。だから、母さんの魔法はいつだって肉体労働なの。どうだい、素敵だろ？』




　そう言って母さんはニカリと笑った。




『ちなみに、この歌はアンタたちのことを思って創った歌なんよ。いつだってまっすぐに自分が正しいと思ったことを貫けるように、そして困ってる人を見つけたら助けられる正義の味方のような、そんな強い子に育って欲しいって、アンタたちをそう導けるようにって願いながら創った歌。で、実際に歌ってみたら羽根とか生えてきて天使みたいな格好になっちゃってさ。さすがにいい年して天使ってのも恥ずかしいんだけど、けど、正義の味方なんてもんは傍から見れば小っ恥ずかしいもんだから、その辺も含めて母さんの背中を、生き様をよ～く見ておきなさい』




　そう言って母さんは自慢げにその羽根をはためかせていた。

　そんな母さんにいつだって憧あこがれていた。その背中をいつだって目指して生きてきた。

　だから、絶対に負けられない。母さんがこの歌に込めた想いを絶対に叶かなえるんだから。

　母さんのいない今、僕たちが正義の味方を受け継ぐんだ！

（兄さん、わたし、アイツらまとめてぶっ飛ばしてくるね）

（ああ、任せた）

（で、その間──多分三分くらい、わたし、兄さんのこと守れないけど、別に構わないよね？）

（おう、なんとかしてみるよ）

（わかった。じゃ、行ってくる）

　まるで学校にでも行くかのように気軽な感じで明あ日す香かが地面を蹴けって、飛ひ翔しようする。そのまま、敵をめがけて一気に加速する。

　僕はそれを後押しするように、ギターの弦を震わせた。リズムに乗って、歯切れよく、明日香の動きにあわせてコードを刻む。

　溢あふれ出す音の奔流。辛気臭いナスターシャたちの讃さん美び歌かをぶっ飛ばすくらいに、元気いっぱいに疾走感溢れたメロディ。

　一体感。言葉を交わす必要もなく、視線を交える必要もない。音楽を奏でるだけでお互いがなにを考えているのか瞬時に理解できる。

「せいやっ！」

　明日香の拳こぶしが黒衣の少女の鳩尾みぞおちに食い込んで、少女は人形のように崩れ落ちた。

「──ひとりめ！」

　返す刀で床を蹴って宙を駆ける。歌いながらに翼を羽ばたかせ舞うその姿は、なんの比ひ喩ゆでもなく天使に見えた。

　さっきまで淡々と歌っていたナスターシャにも、少しだけ焦りの色が見える。

　大きく腕を振って明日香を指差した。

　それに呼応するように、渦巻く霧から黒くろ蛇へびを思わせる鞭むちが明日香を絡め取ろうと伸びる。ひゅん、と空気を切り裂く音を立てて、明日香に襲いかかる。

　けど、今の明日香はそんなものに絡め取られるほど遅くない。翼を一度はためかせるだけで、明日香の身体はぐんと加速する。

　光に覆われたその体はまるで、尾を引いて流れる彗すい星せいのようだ。勢いそのままに二人目の黒衣の少女の腹に蹴りをぶち込んだ。

　吹っ飛ばされた少女が壁にぶちあたり、ズドンッ──と音を立て、そのまま崩れ落ちた。

「──ふたりめ！」

　振り返る明日香の表情には自信と強い意志が漲みなぎっている。この調子でいければ勝てそうだ。けど。

「奏士トルヴエールの援護をうけたソリストがここまでの力を発揮するとは予想外でした。なら、ターゲットを変更します。先に無力な奏士を叩たたきます。奏士を倒せば歌姫カンタトリスの力は激減しますから」

　──やっぱり、そうくるわな。

　来武ライブでは基本的に奏士への攻撃は禁止されている。けど、これはルールなどない、本物の戦争だ。敵が僕に狙ねらいを定めるのは当然であり必然。

　ナスターシャの視線が僕を射抜く。明日香によって数を減らされた黒衣の少女の瞳ひとみも一斉に僕を捉とらえる。

　ぞくりと、悪寒が走った。けど、逃げない。怖いけど、足は震えるけど、絶対に逃げない。

　この演奏だけは絶対に止めないっ！　ぐっと足を踏ん張って、演奏に集中する。

　ナスターシャたちの歌が変わった。纏まとわり付くような、そんな粘度を持った歌声が僕を包囲する。

　その歌声に操られるかのように、僕のまわりに黒い霧が集まってきていた。逃げ場を封じるように、全方位から僕を追い詰めている。

　霧から発せられるのは熱気。ゆらゆらと霧が揺れ、やがてそれは地獄を思わせるような暗黒の炎へと姿を変えた。

　全身から汗が噴き出す。けど、それは熱に当てられた汗じゃなくて、冷や汗だ。その暗黒の炎の中に、僕の死が見える。炎のゆらめきが、まるで僕を死へと手招きしているような、そんな風に見えた。

（──兄さんっ！）

（大丈夫だ。明あ日す香かは自分のやるべきことに集中しろ）

　ここでまた守りに専念してしまったら、なんの意味もない。さっきまでと同じように、結局ジリ貧のまま追いつめられてしまうだけだ。

　そもそも固体ではない炎が相手では、今の明日香には分が悪い。相手にあわせて幻創曲を切り替えられればいいんだけど、そんな余裕はどこにもない。

（とにかく、出来る限り敵を倒すんだ！）

　心のなかで叫びながら、明日香を視線で追う。明日香は暫しばし逡しゆん巡じゆんしたあと、コクリと頷うなずき、そして空中を疾走した。次の敵を倒すために。

（──にしても、これは死んだかな？）

　僕を取り囲む炎はその質量を増やしながら、ゆっくりと僕に迫ってくる。幻創曲は歌唱時間が長くなればなるほど、その魔法の完成度は高まる。

　ナスターシャたちは一撃で確実に僕を殺すために、淡々と歌い続けた。

「──さんにんめ！」

　遠くで、明日香の声が聞こえた。三人目の少女を倒したのだろう。けど、そんなことはお構いなしに、ナスターシャたちの歌は続く。

　僕の演奏を止めさえすれば、その後はどうとでもなると言わんばかりだ。まあ、実際そうなんだろうけど。

　だったら、なおさら簡単に死ぬわけにはいかないよなあ。と言うか、死んでもいいけど演奏を止めるわけにはいかない。

　──どうする？

　──どうすればいい？

　思考をフル回転させる。周囲は完全に封鎖されている。頭上は開いているけど、跳んで超えられる高さではない。

　逃げ道はない。となると、ある程度のダメージを受けることを覚悟で、一気に炎の中に飛び込んでみるか？

　いや、それも無駄だろう。宝石歌姫ビジユカンタトリスのナスターシャが、そんな、なんの捻ひねりもない特攻を見逃してくれるはずがない。炎に飛び込んだ瞬間に、あっという間に消し炭にされるだろう。

　──となると、

「そろそろ私の濡ぬれ場ばかしら？　いえ、間違ったわ。私の見せ場かしら？」

　そんな声と共に、僕の背後から、もうひとつ歌声が響き渡った。水のように澄み切った歌声だ。

「くっ！　Ｒｕｃｋｋｅｈｒ　ｚｕ　Ｄｕｎｋｅｌｈｅｉｔ闇に還りなさい」

　ナスターシャが慌てて魔法を発動させた。四方八方から僕に襲いかかる黒炎の津波。

　──そして発現する。僕の全身を包みこむように、水のヴェールが。

　水だけに濡れ場ってことか？　多分、単に濡れ場って言いたかっただけだと思うけど。相変わらず余裕あるな、あの人は。

　暗黒の炎は、水のヴェールに遮られて、僕までは届かない。そして。

「──よにんめ！」

　明あ日す香かの声が響いた。残りはこれで三分の二。敵の数を減らせば減らすほど、状況はこちらに有利になってくる。

　会場に充満していた漆黒の霧も、徐々に薄くなってきている。

（明日香、急いで！　この調子なら勝てるぞ！）

（了解！　このまま一気にケリをつけてあげるわ）

　そして、明日香が次のターゲットに向けて再び飛び立とうとしたその瞬間──ナスターシャたちの歌声が止まった。

「宝石歌姫がふたり。しかも、太陽の独唱者ソロ・ソレイユに奏士トルヴエールが付くとは、さすがに少し予定外でした」

　そう呟つぶやいて、軽く跳躍すると、二階席通路の手て摺すりの上にすとん、と立つ。

「まあ、いいでしょう。今日のところはこのくらいにしておきます。目的の半分は達成できましたから。それでは皆さん、ごきげんよう」

　仮面の少女は、まるで終演の挨あい拶さつをするように、優雅にお辞儀をした。

「そんな簡単に逃がすわけ無いでしょ！」

　明日香は進路を変えて、ナスターシャの方へと突進する。しかし──




「──Ｕｎｄ　ａｌｌｅｓそして、　ｗｉｒｄ　ｄｅｒ　Ｎｉｈｉｌｉｔｙすべてが虚無になる」




　ナスターシャの歌唱によって、会場中の霧が弾はじけた。一瞬にして世界が暗転する。真っ暗な世界。一筋の光も存在しない暗黒の世界が広がった。

「な、なに？」

　驚いたような明日香の声が響いた。何も見えない。真の意味での闇やみ。

（明あ日す香か、気をつけて。何をしてくるかわからないぞ）

（う、うん。わかってる）

　完全に視界を奪われたこの状況では、明日香も動くに動けないだろう。

　闇やみの中を緊張感が広がっていく。

　この後、どんなことが起きるのか、意識を集中して周囲を警戒する。




　──しかし、何も起こらずに、世界を覆った黒はゆっくりと消え去っていった。




　そして、ナスターシャをはじめとした黒衣の少女たちも、ひとり残らず、まさに霧のように消え失うせていた。まるで最初からこの場にいなかったかのように。

「ふぅ……」

　どうやら逃げられたみたいだ。ちょっと消化不良のような感じもするけど、追い返せただけでも良しとするか。誰だれも死ななかったし。むしろ上出来だろう。

　そう思った瞬間、全身の力が抜けた。床に大の字に寝転んで、天井を見上げる。

　今になって、嫌な汗が大量に溢あふれ出してきた。視界がクラクラする。

　胃が重く、少し動いただけで酸っぱいものがこみ上げてきそうだ。

　けど──なんとか、逃げずにやりきれた。最後まで演奏することが出来た。

　これで、

　これでようやく、僕も奏士トルヴエールとしてのスタートラインに立てたような、そんな気がした。





　　◇◇◇






「まったく、大したものね」

　戦いの後、いつかのように大の字になって天井を見上げている僕を、いつかのように学院長が見下ろすようにして覗のぞき込んだ。

　その時と違うのは、学院長の格好がボロボロなのと、僕が敗北していないってことだ。

　念願の初勝利。まあ記録には残らないけど、きっと記憶には残り続けるだろう。

「ほんと大したものだわ。あんな戦いの後でも、じっくりと私のパンツを覗きこむだけの余裕があるなんて」

「…………」

「え？　いつものツッコミがない？　ってことは、やだ、どうしよう、本当に見てたってこと!?　今日は勝負パンツじゃないのに！」

　腰をくねらせ恥ずかしそうにスカートを押さえる学院長。ま、これも演技だろうけど。

「はぁ。逆に大したものだと思いますよ。そんなボロボロになってまで、まだセクハラを続けるなんて」

「せっかく生き延びたのだから、思う存分好きなことをしたいじゃない？」

　好きなことがこれって、ほんとなんて言いますか、この学院長は。

「それにしても、まさか太陽の独唱者ソロ・ソレイユを歌わせるとはね。びっくりしたわ」

「まあ、あれは反則みたいなものですから」

「兄妹きようだい、だっけ？」

「はい、だから反則です」

　僕にしか出来ない、反則中の反則だ。結局、すべてはここに繫つながるために、この数日間の出来事があったんじゃないかと、そう思えるくらいに出来過ぎだけど。

「それに、ヒミコさんの幻創曲を歌うとはね。ちょっと懐なつかしい気持ちになったわ」

　そう言って、学院長はどこか遠い目をして天井を見上げた。

「でも、これで──」

　一件落着ね、と続きそうな雰囲気を醸し出しながら、

「私の処女生活もいよいよオシマイね……」

「ぶはっ！」

　予想外の言葉がきて、思わずむせた。

「いきなり何を言い出すんですか！」

「えー、キミが興味あるって言ったんじゃない。私としては、頑張った生徒の期待には応こたえてあげないとと思って覚悟を決めたと言うのに」

「あ、あれは学院長に無理をしないでくださいって意味で言ったのと、ちょっとカッコつけてみたって──っていうかそんなん説明させないでくださいよ、恥ずかしい！」

「あら。私は結構ドキドキしちゃったのに。残念ね」

　そう言って、くすくすと笑う。その後、真面目まじめな表情を作って話を続けた。

「一応、今日のことは口外しないように。どうしても漏れてしまうとは思うけど、いたずらに世の中を混乱させたくないから」

「はい。にしても、なんだったんですかね？」

　ドイツのいきなりの評議会脱退表明と音楽祭への武力介入。

「普通に考えれば宣戦布告でしょうね、これは。しかも、実験も兼ねての」

「宣戦布告って神楽かぐら特とつ区くに対してのですか？」

「どちらかと言えば世界に対しての、かしら。今回のは実験の意味合いが強かったみたいだけど。さっきのナスターシャ以外の歌姫カンタトリス。あれ、きっと人形オートマターよ。ナスターシャのコピーって言ったところね」

「人形って、まさか──」

「まだまだ試験段階と言ったところでしょうけど、ドイツは開発に成功していたみたいね。実戦レベルに耐えうる人形の開発に。だから、今のうちに歌姫の教育機関であるカンタトリス音楽院を、その学院長である私を狙ねらった。歌姫の育成を止めることが出来れば、人形を持つドイツが魔法分野に関して圧倒的に優位な立場に立てるでしょうから」

「そんな……」

　もしそれが本当だとしたら、一気に世界の戦力バランスが崩れてしまうじゃないか。

　その先に待っているのは、五年前の時よりも酷ひどい戦争だ。

「とは言ってもそう簡単に行動は起こせないでしょ。純粋な歌姫カンタトリスの数ならまだこっちの方が多いし、人形だってそこまで早く量産はできないでしょう。まだ時間はある。このままドイツの好きなようには絶対にさせないわ。こうして、私が生き残れたんだから」

　学院長は胸を張って、そう言った。

「僕のおかげですね。これで僕も学院長の命の恩人です。貸し一ですね」

　まあ、毎回ヤラれ放題なのもなんなので、そんな軽口をたたく。こんな機会、滅めつ多たになさそうだから。

「そうね、感謝してるわ」

　学院長はいつものように何気ない感じでそう言った後。

「こうして、またキミと話をすることができて本当に嬉うれしいわ。ありがと」

　にっこりと、心から、年相応の少女のように、素直に笑った。

　不覚にも──

　たったそれだけのことで、

　あぁ、これで貸し借りゼロだなあ、なんて思ってしまった。





　　◇◇◇






　それからコロッセオは蜂はちの巣を突いたような騒ぎになった。

　会場の片付けやもろもろの後処理。事情が事情なだけに、学院長は軽く手当だけを済ませて、休むまもなく仕事に追われることになった。

　避難していた生徒たちも皆無事で、花か穂ほやアーシアも特に異状もなく意識を取り戻したと電話で連絡をもらい一安心だ。

　これだけ大きな騒ぎだったというのに、怪け我が人がほとんど出なかったのは僥ぎよう倖こうというヤツだろう。

　もしかしたら、ナスターシャはターゲットを学院長ひとりに絞っていたのかもしれない。最初から観客とか学院生とかには目もくれていない感じだったしな。

　まあ、実際はどうだったのかなんてわからないんだけどさ。

　なんてことを考えながら外に出て、一番最初に僕の目に飛び込んできたのは、明あ日す香かのぶすっとした顔だった。

　コロッセオ入場口近くの柱に寄り掛かるようにして立ち、僕のことを睨にらみつける。

「えっと、もしかして待ってた、とか？」

　その問いかけに明あ日す香かはぶすっとしたまま頷うなずく。不機嫌をまったく隠そうとしない仕草だ。一難去ってまた一難。そういえば明日香は調律チユーニングにご立腹だったっけ。演奏中はすごくいい感じで同調シンクロできていたから忘れていたけど。

　いやまあ、いきなりキスを、しかも兄からされたとなれば、そりゃもう怒るだろう。しかもファーストキスだって言ってたっけ。

　こんだけ美少女で、しかも日本が誇る宝石歌姫ビジユカンタトリスの明日香がキスの経験すらしてなかったってことはちょっと驚いたけど、少し嬉うれしく感じたのは不思議だ。これは娘を大事に思う父親の気持ちに近いものがあるのかな？　そこまでシスコンのつもりはないんだけどさ。

「──兄さん、苦情はあとでいくらでも聞くって、言ったよね？」

　体重を預けていた柱を背中で押すようにして一歩前に出ると、片手を腰に当てて、首を傾かしげ、にこっと笑った。

　そんな仕草もすごく様になる。けど、正直言ってめっちゃ怖い。目がっ！　目が全然笑っていないしっ！

　むしろ、視線だけで僕を射殺しそうなくらいに鋭い眼光を放っている。

「兄さんに、今わたしの中に渦巻いている苦情を全て伝えたとしたら、一体何年かかるのかしらね？」

　カツン、と明日香が一歩僕に近づく。ふわりと長い髪が揺れる。

「覚悟はいい？」

「い、一応、言い訳をさせてもらえると嬉しいかなぁと」

「言ってみれば？」

　ふふっ、と笑いながら、明日香が僕を促す。

「あ、あの、いきなりキスしたのは、確かに悪かったと思うけど、あの場合、あれしか方法が無かったというか、思いつかなかったというか。で、結果的に成功だったわけだし。な、あれだぞ？　僕たち、きっと世界とか救っちゃったわけだぞ？」

　学院長の言っていたことが事実ならば、結構大きなことをやってのけたわけだ。

「世界なんて、わたしのファーストキスの前では些さ細さいな問題でしょ？」

　おお、ものすごく尊大なことをさらっと言ってのけた。

「に、に、兄さんは、どうしてわたしを怒らせることばかりするかな～。高校生にもなって家出をするわ、合宿と称してわたしの知らない女といちゃいちゃするわ、事もあろうかわたしのことを嫌いだとか言うわ！」

　自分で自分の言葉に腹が立ったのか、明日香はこめかみの辺りをヒクヒクさせながら、ぎろりと僕を睨にらんだ。そこでヒートアップされても！

「ま、まあ、わたしに黙って家出したことは、もう一年以上経たってるし時効ってことで許してあげてもいいけど。それと、この前のわたしのことを嫌いだって言ったこと。あれも、まあ許せないんだけど、許すとして──」

　また一歩、カツンと明あ日す香かが僕に近づく。

「き、キスはダメね。許せないわ。ま、まあ、兄さんがわたしにキスをした事自体は別に問題じゃないわ。そんなのはどうでもいいことよ」

　そこは問題じゃないんかよ！　そこ、結構大きな問題だと思うんですけど！

「い、一番の問題は、わたしのファーストキスを奪っておきながら、儀式とか言ったことね！　しかも、それを仕方がなかった風な態度で誤ご魔ま化かしてること！　これはダメね。許せないわ。乙女として許せません」

　ぷるぷると肩を震わせる明日香。怒りからか、その頰ほおは真まっ赤かに紅潮していた。

「だ、だ、だから、あれは儀式じゃなくて、そ、そのっ、こ、心から明日香にキスがしたかったからキスしたって言いなさい！　今すぐ言いなさい！」

　がおーっと吠ほえるように、真っ赤な顔で、目には少し涙を溜ためながら、そんなことを言った。

「は、はいぃ？」

「はいって言った！　今、はいって言った！　認めた！　うん、認めたわ！　兄さん、心からわたしにキスしたかったって認めたわ！」

「いや、今のは聞き返した、はい？　で、決して肯定の──」

「うるさいっ！」

　いつものように、当然のごとく、明日香はぴしゃっと僕の言葉を遮った。

　で、それから自分を落ち着かせるように大きく深呼吸すると。




「──そ、それと、今日から兄さんはわたし専用の楽器になりなさい。そしたら、今までの事、全部ゆるしてあげる」




　茜あかね色いろの夕焼け空の中に、明日香のそんな、少し甘えたような声が響き渡った。




「ごめん、断る」




　そして、僕はこう答えたのだった。






outro　─再会と再開─









　──ってな感じで回想終了、冒頭に戻る。

　つまり、僕は明あ日す香かとの修羅場真まっ只ただ中なかなわけで、目の前では怒りで頰ほおを真まっ赤かに染めた明日香が、涙目で僕を睨にらみつけていた。

「ぜんぶ初めてだったのに。キスも合奏も、ぜんぶ初めてだったのに。わたしのバージン、奪ったくせに……奪ったくせに奪ったくせに奪ったくせに……」

　ぎゅっと拳こぶしを握りしめながら、ぶつぶつと呟つぶやいている。

　正直、さっきまでのナスターシャたちと対たい峙じしてる時よりも怖いぞ。

「うぅぅぅぅ……」

　明日香は唸うなりながらタップリと一分近く僕を睨みつけたあと、

「兄さんのばーか！　ばーか、ば──か、ば───か！」

　まるで子供のような捨すて台詞ぜりふを叩たたきつけ、逃げ出すようにして身を翻ひるがえして駆け出した。

　そして数歩走ったあとに立ち止まって、振り返る。

「これで済むと思うなよー！　兄に奪われた唇の落とし前、ちゃんとつけてもらうんだからね！」

　それ、明らかにヤラレ役のセリフだぞ。しかも、野外でそんな大きな声で兄に奪われた唇とか言うなって。

「はぁ……」

　僕はぽりぽりと首筋を搔かきながら、ため息をこぼした。

　徐々に遠ざかっていく妹の後ろ姿を眺めながら、ぼんやりと考える。

　確かに明日香との合奏は楽しかった。パートナーが明日香だったからこその高揚感があったのも認めるし、宝石歌姫ビジユカンタトリスの奏士トルヴエールになれるってことに魅力を感じ無かったわけじゃない。

　これから明日香を支え続けたいって気持ちも当然ある。

　今まで酷ひどいことをしてた分、思いっきり甘えさせてあげたい気持ちはあるのだ。

　けどまあ、やっぱり花か穂ほを裏切ることは出来ないわけで。

　明日香には申し訳ないって思うけど、最初のボロボロの状態からずっと僕のパートナーであり続けてくれた花穂を、音楽祭に勝つためにパートナーを変えないのかと提案したときに、なんの迷いもなく嫌ですと言ってくれた花穂を裏切ることは出来無い。

　少なくとも、カンタトリス音楽院の学生でいる間は僕のパートナーは花穂だ。

　そこから先は、果たして無事卒業して奏士の資格が取れるのかとか、就職先がどこになるのかとか色々絡んでくるからわからないけど、とりあえずは今まで通りに学院生活を送ろう。

　そして、まずは花か穂ほとのコンビで来武ライブ初勝利を目指そう。

　今回のことで少しは自信がついたし、多分だけど、歌姫カンタトリスの能力をもっと引き出せる演奏が出来るようになっていると思う。

　少なくとも、前よりは歌姫に対する恐怖心は薄れたのだから。歌姫のことを守りたいって思えるようになったのだから。

　──だから、まずは初勝利を目指して、先のことを考えるのはそれからだ。




　そんな思いをしっかりと固め、迎えた翌日は気持ちいいくらいに晴れ渡った青天だった。

　昨日の出来事なんてまるで噓うそのように爽さわやかな一日が始まり、僕は友人たちと穏やかに挨あい拶さつを交わしながら教室へと入った。

「ういっす、タケル」

「先輩、おはよーございます♪」

「おはようです、タケルさんっ」

　教室で出迎えてくれたのは花穂、それにアーシアとマイルズ。

　みんな目立った外傷もなく、身体に異状は無いらしい。電話で聞いてはいたものの、こうして自分の目で確認できて一安心だ。

　やがて予鈴が鳴って、朝のホームルームを始めるために担任の先生が入ってくる。

　こうして、初めての音楽祭は僕たちにとって少し残念な結果になってしまったけど（ちなみになにやら情報操作がされたらしく、昨日のナスターシャの襲撃はテレビや新聞などのメディアでは上う手まく誤ご魔ま化かされていた）特になにも変わることなく学院生活は続いていく。




　──そう、何も変わることなく続いていくと思っていたんだ、この時までは。

　けど、その一分後、僕は盛大に机に自分の頭を打ち付けることになった。




　青せい天てんの霹へき靂れき、ここに極まれり。




「今日からカンタトリス音楽院に通わせていただくことになりました、姫ひめ咲さき明あ日す香かです！

皆さん、よろしくお願いします☆」




　僕の妹は満面の笑みを浮かべたまま、教壇の上でそんなことを宣のたまいやがったのだった。












あとがき




　歌って魔法だと思うのですよ。例えば落ち込んでいる時、大好きなバンドのライブに行くだけで元気になれる。例えば困難に立ち向かわないといけない時、大好きな歌を聴くだけで勇気をもらえる。例えばあとがきがまったく書けなくて絶望している時──ってこれはいいや。皆さん、はじめまして雨あめ野の智ち晴はれです。今回、色んな偶然が重なってデビューさせていただくことになりました。せっかくのデビュー作なので、昔からやりたかった『歌モノ』という題材に、魔法、美少女、バトル、ラブコメなどを混ぜ合わせたものが本作になります。今まで自分にパワーを与えてくれた沢山の歌達と同じように、この小説が僅わずかでも皆様にパワーを与える存在になってくれたら嬉うれしいなと思う次第です。

　それでは、今回のデビューにあたって協力してくださった沢山の方への謝辞です。まず素敵なイラストを描いてくれたなっきーに、担当編集の庄しよう司じさん。って行数が全然足りない。他にも本当に沢山の方が手伝ってくださり感謝の言葉が尽きません。そして、なにより一番の感謝はこの本を手にとってくださったあなた。あなたのおかげで僕は生きていくことができます。本当にありがとうございます！

　では、また二巻で会えることを願って。
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